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プロローグ




　恋焦がれ、求め続けた彼女と過ごす初めての夜。俺は寝室の扉を前に足を止めた。

　瞼まぶたを閉じれば今も、まるで昨日のことのように思い出す。ひと夏を共に過ごした湖沼地帯を発つ日の情景を――。

　彼女は両目からホロホロと清らかな雫しずくを落としながら、俺の瞳の色によく似たブルーグリーンのトンボ玉を差し出した。それは彼女が大切にしていた双対の宝物の片方だった。

　俺が『それはリリアの宝物だ。もらえないよ』と受け取るのを躊ちゅう躇ちょすれば、彼女は『大切な宝物だからこそ親友のあなたに持っていてほしいの。これはふたつでひとつよ。だからこれを持っていれば、どんなに離れても私たちはまた会えるわ。来年も必ず遊びましょう』と、ふくふくとした幼い手で俺の手にトンボ玉を握らせた。

　あの時、手のひらに感じた小さなガラスのぬくもりは、今も俺の胸で同じ温度を保っている。

「同じ？」

　小さく呟つぶやいて、胸に下がるペンダントヘッドを着衣越しにグッと握り込む。

　……いいや、同じなわけがない。

　九年という歳月を経て、当時の幼い恋心とは比較にならぬほど、胸にあふれるリリアへの愛は熱く激しく、俺を狂おしく急き立てた。彼女を得たいその一心で、ここまで走り抜けてきた。

　そうして俺はついに念願を叶かなえ、愛するリリアを妻として迎えたのだ。

　――コンコン。

「入るぞ」

　ノックの後、高鳴る鼓動を抑えつけ、ゆっくりと扉を開けば……。

「セラヴィンさん、待っていました！　さぁ、もう準備はできていますよ」

　なっ!?　湯を浴びて紅潮した肌に薄絹の夜着一枚を纏まとっただけのリリアが、待ちかまえていたような素早さで飛び出してきて俺の腕を引く。

　まさか彼女から、こんなにも熱い出迎えを受けようとは……！　予想外に積極的な彼女の態度に戸惑うと同時に、否が応にもめくるめく初夜への期待が高まる。

「リリア、ずっと今日という日を待ちわびていた」

「私だって……っ、んっ」

　彼女への愛しさが膨らんで、あふれる思いに衝き動かされるように横抱きにし、艶めく薄紅色の唇を奪う。

　熱い吐息をこぼしながらトロリと目を細くする彼女に、言いようのない愛おしさが全身に巡る。腕に感じる柔らかな肌の感触。洗い上がりの髪から香る爽やかな石鹸の香り。そこにリリア自身の瑞みず々みずしい色香が加わって、俺を熱くかき乱した。

　名残惜しく口づけを解き、焦燥に駆られて向かった寝台へ彼女を下ろす。俺も寝台に乗り上がろうとしたところで……。

「それじゃセラヴィンさんは、さっそくローブを脱いじゃってくださいね！」

　リリアは俺に脱衣を指示すると、自身はナイトテーブルに置かれたボトル容器に手を伸ばす。迷いのない手つきでボトルを傾けると、俺に見せつけるように芳しい香りの漂うオイルを両手にまぶしていく。

　積極的すぎるリリアを前にクラクラと目め眩まいを覚えながら、最高に思い出深い夜の始まりを疑う余地もなかった。

「まずはハンドマッサージからいきますね！」

　……ん？　ハンドマッサージ!?

「実は私、ふたりで過ごす初めての夜って、どうしたらよいのか分からなくて困っていたんです。そうしたら、これをくださった女官の方がすごく親切で『最初はこれでマッサージなどボディタッチをしてリラックスするのがいい』って教えてくれました。私、昔はよくお父さんの背中に乗ってマッサージしてあげていたので、ちょっと自信があります。もし手順や力加減で要望があれば、遠慮しないでどんどん言ってくださいね！」

　唖あ然ぜんとして固まる俺をよそに、リリアは自信満々に答えると、オイルをたっぷりたたえた両手で俺の右手を取った。

　こうして、ありとあらゆる意味で俺の想像の遥か上をいく形で、俺とリリアの初めての夜は幕を開けた。




　東の空が白み始め、長かった夜が終わる。俺は健やかなリリアの寝息を聞きながら一睡もできぬまま朝を迎えていた。

「……リリア、お前は本当になにも知らぬまっさらなのだな」

　とはいえ、学びの機会に恵まれぬまま育った彼女の境遇を鑑かんがみれば、納得もできた。

　熱く肌を寄せ合って眠る夜に、期待を持っていたことは事実だ。けれど、俺とリリアの上にはこれから先、幾千もの夜が巡る。今いっときの足踏みがなんだというのだ。

　お前の隣で過ごす眠れぬ夜は、俺にとってかけがえのない至福の時間。お妃教育も、妻としての心得も、すべてはここから。ゆっくりと知っていけばいい。

　……愛しいリリア。俺は薄茶色の柔らかな巻き毛をひと撫なでし、彼女を起こさぬよう慎重に身を起こす。そうして名残惜しく、ひと晩共に温めた床を後にした。










再会




　――カラン、……カラン。

　舌の上で転がせば、歯にぶつかって、カランと澄んだ音が上がる。けれど幾度転がしてみても、口内のそれは舌に味を伝えない。

　――カラン。

　最後にもう一度転がして、唾液に濡ぬれたそれを口の中からつまみ出した。指先につまんだまま日にかざせば、日を弾きキラキラと光る。

　淡い色味の小さなトンボ玉は、見た目にはまるで飴あめ玉だまのようだ。

「ふふふ。……だけどやっぱり、トンボ玉じゃ甘くはないね」

　それでも、私は空腹をごまかすためにしゃぶらずにはいられなかった。空腹に胃い腑ふがキリキリと痛み、食道から喉の奥にかけて不快に張りつくような感じがした。

「今日こそ朝食に呼ばれたりしないかな」

　ポツリと呟いて、けれど次の瞬間には、それは難しいだろうと思い直す。

　お母様のあの感じだと、今回もまだ無理だろう。

　昨夜のお母様を思い浮かべながら、私はベッドヘッドを支えにして立ち上がると、重い足を引きずって文机に向かう。引き出しにトンボ玉をしまい、力なく寝台に戻る。その時、ふと部屋に設しつらえられた姿見に目がいった。

　そこには、レースをふんだんに用いた洒しゃ落れたネグリジェに身を包む少女が映っている。少女は小柄で痩せており、ふわふわとした肩下までの巻き毛にも艶はなかった。幼い肌にもハリは感じられず、アーモンドの形のパッチリとした二重の目も、頬がこけた顔面にあっては、ギョロギョロと悪目立ちしてしまっていた。

　しかしその豪ごう奢しゃな装いなどを鑑みれば、多少痩せて細かろうが、誰も少女が食うに困っているとは思わない。事実、私と顔を合わせるお客様は、誰も彼もが微笑みと共に『好き嫌いせずなんでも食べませんと大きくなれませんよ』と、こんなふうに告げる。

　私はそれに、いつもはにかみながら頷うなずく。

　そんな私を、横からお母様が貼りつけたような笑顔で見つめている。笑顔の奥で、お母様は娘の私を鋭い目でにらんでいる。けれど扇子で口元を隠し、目を細くして微笑むお母様の異常さに気づく者は誰もいない。

「……ふふふ、私に好き嫌いなんてないよ。だけどそうだなぁ」

　姿見の中の少女はこけた頬に笑みをのせるが、その表情に覇気は感じられない。

　それもそのはず、私はもう三日、まともに食べていないのだから……。

「セーラにもらった甘い飴玉が、また食べたいなぁ」

　生まれ故郷で出会った眩まばゆい美貌のセーラは憧れのお姉さんであり、そして親友でもあった。彼女の日に透ける淡い金髪と、故郷の湖沼地帯を彷ほう彿ふつとさせるブルーグリーンの瞳が懐かしく思い出される。

「セーラ、元気かなぁ……」

　私は彼女との綺き麗れいな思い出に浸りながら、そっと寝台に体を沈めた。

　私はリリア・スチュワード、先月十二歳になった。

　母の再婚で義父となったのがスチュワード辺境伯で、義父の治める辺境伯領は『デルデ公国』の西端に位置し、先頃まで政変で混乱していた『ニルベルグ王国』と隣接している。

　ニルベルグ王国の混乱時、義父は国境沿いに私兵を配備し、デルデ公国側に蟻ありの子一匹通さない強固な態勢を取った。

　デルデ公国に火種のいっさいを寄せつけなかった義父は、大公からの覚えもめでたい。もっとも水面下では、難民支援を端はなから放棄する強硬な姿勢に批判的な意見も多く上がっているのだが、義父はそれを歯牙にもかけていない。

　――カツン、カツン。

　響く靴音に、ビクンッと肩が跳ねる。物思いは一瞬で霧散して、意識は寝室の扉、その一点に集中した。

　――ガチッ、ガチッ！

　誰かが私の寝室の扉を押し開けようと、ドアハンドルを回していた。部屋の内鍵に阻まれて、金属が鈍くぶつかる音が響く。

　鼓動が胸を突き破りそうなくらい、バクバクと鳴っていた。

「話があるわ。ここを開けなさい」

　扉の向こう側からかけられた、お母様の凍てつくような声に、キュウッと心臓が縮む。

　……もしかして、私はまたお母様の逆げき鱗りんに触れるようなことをしてしまったのだろうか!?

　怯おびえから体が硬直した。

「聞こえていないの!?」

「は、はい！　お母様、今開けます！」

　続くお母様の鋭いひと声で、弾かれたように寝台から起き上がる。滲にじんだ涙を袖で乱暴に拭うと、よろめく足で扉に向かって駆けた。

　――カチャン！　ギィイイ……。

「なにをしていたの。すぐに開けなさい」

　慌てて内鍵を外して扉を開ければ、お母様が居丈高に言い放つ。

　今日のお母様は豊かな亜麻色の髪をハーフアップに結い上げて、スラリとした長身にハイネックのマーメイドラインのドレスを纏っていた。その立ち姿は気品にあふれ、社交場で貴婦人の鑑かがみと評されるにふさわしいものだった。

　しかし、私を見下ろすアイスブルーの瞳は凍てつくように冷たく、その表情は険しい。社交場での柔和な微笑みしか知らぬ人が今のお母様の姿を見れば、さぞ驚くに違いなかった。

「すぐに開けなくてごめんなさい！」

　キュッと身を縮め、背中を丸めて謝罪する。

　お母様はまるで汚い物でも見るみたいに私を一瞥し、すぐにパサッと広げた扇で顔の下半分を隠した。

「今日の午後、スコット子爵夫人からお茶会に母子でと、お招きいただいているわ。侍女を一名寄越すから、一時の出発までに身支度を整えておきなさい」

　……お茶会のお誘い!?

「は、はい！」

　お母様は用件だけ告げ、ドレスの裾を翻して行ってしまった。

　私はお母様の背中が廊下の角に消えるとすぐに扉を閉じた。そうして扉に背を預け、ズルズルと床にしゃがみ込む。忙しなくドクンドクンと響く鼓動が、鼓膜で反響していた。

　お母様の逆鱗に触れたわけではなかったと知り、安あん堵どから目尻に涙が滲む。

　しかも今回、私はお母様の怒りを買わなかったばかりじゃない。幸運なことに、この後クッキーの数枚、……ううん、うまくすればサンドイッチが食べられるかもしれない！

　私は空腹で痛む胃腑の辺りを撫でながら、湧き出る涙を堪こらえるように、ギュッと目をつむった。

　だけど間違っても、浅ましく貪ってはいけない。お母様の逆鱗に触れてしまえば、また数日、なにも口にできなくなってしまう。

「今日のお茶会は、なんとしても完璧な令嬢でいよう。お母様が自慢できる娘でいなければ……」

　私は決意と共に両手をギュッと握りしめた。




　お茶会を終え、スコット子爵夫人のゆっくりとした歩みに合わせて応接間から玄関へと移動する。夫人は上品に結い上げた白髪に、柔らかなハシバミ色の瞳をした温厚な老婦人だ。

「今日は来てくださってありがとう。おかげでとても楽しい時間が過ごせました。スチュワード辺境伯夫人は、こんなに素晴らしいお嬢様と立派なご主人をお持ちで羨ましい。まるで理想を体現したかのようなご一家で、本当に素敵のひと言に尽きますわ」

　スコット子爵夫人の言葉で、無事に〝完璧な令嬢〟を演じきれたことを確信し、ホッと胸を撫で下ろす。

「まぁ、そんな」

　スコット子爵夫人からの賛辞に、お母様もまんざらでもなさそうだった。

「ねぇスコット子爵夫人、今度はぜひ当家にもいらしてくださいな。もうじき当家のバラ園が見頃を迎えますの。そうしたらガーデンパーティーを開催しますから、その時はぜひご主人といらして」

「バラを眺めながらのガーデンパーティー、なんて素敵なんでしょう。その時は必ず、主人と伺うかがわせていただきますわ」

　お母様が機嫌よく語るのを横目に見て、胸に安堵が広がる。

「ではスコット子爵夫人、ごきげんよう」

「ごきげんようスチュワード辺境伯夫人」

　お母様が丁寧に腰を折り、馬車に向かう。私もすかさず淑女の礼を取り、お母様の後に続く。

「……あ、そうだわ！　ねぇリリア様、よかったらこれをお持ちになって？」

　スコット子爵夫人が思い出したように、玄関先に置いてあったバスケットを取り上げて、私に向かって差し出した。

「実を言うと、お茶会でお出ししたマフィンだけ私の手作りだったの。けれどパティシエの繊細な菓子が多く並ぶ中で、一番形が崩れたこれが私の手製だとはなかなか言い出せないでいたのよ。お茶の時、リリア様がおいしそうに召し上がってくださって本当に嬉うれしかったわ」

　私が答えるより先に、優しい笑みを浮かべたスコット子爵夫人が私の手に少し強引にバスケットを握らせた。ズッシリと重たいバスケットに目を丸くする私に、夫人は笑みを深くする。

　想定外のこの状況に際し、私は取るべき行動に迷った。ここで対応を間違えたら、また数日食事を抜かれてしまう。

「まぁまぁ、スコット子爵夫人、どうか気を遣わないで？」

　馬車に向かおうとしていたお母様が戻ってきて、私が持つバスケットに向かって手を伸ばす。

　私はお母様がバスケットに手をかけるよりも前、反射的にスコット子爵夫人にバスケットを差し出した。

「お気持ちは嬉しいのですが、これは――」

「いいえ、スチュワード辺境伯夫人、気を遣っているのとは全然違うのよ。こんなお婆ちゃんの手作りじゃご迷惑かとも思ったんだけど、私がリリア様に持って帰ってほしくて、いてもたってもいられなかったのよ。だから、もらっていただけたら嬉しいわ」

　ところが、私が皆まで言う前にスコット子爵夫人が言葉の途中を遮った。淑女の取る行動としては少々マナー違反だが、ニコニコとして人のよい彼女が取ったこの行動は不思議と失礼とは感じなかった。

　しかもスコット子爵夫人は茶目っ気たっぷりに微笑むと、空いた両手をわざと後ろに隠してしまう。

　もしかして、スコット子爵夫人は私の異変に気づいている……？　彼女の微笑みに、そんな思いがよぎった。

「まぁ、そうですか？　それでは、お言葉に甘えてありがたくちょうだいいたしますわ」

　お母様の言葉を受けて、私も慌ててスコット子爵夫人に礼を告げる。

「ありがとうございます。それから、今の言葉はまるっきりの謙遜です。だって夫人のマフィンは、パティシエのお菓子にまるで引けをとっていませんでした。その見た目も、もちろん味も。こんなにおいしいマフィンをお土産にまでいただけて、嬉しい限りです」

　お母様の手前、私はいつも、ある程度言葉を選んでいる。だけど今は言葉を飾らずに、思いのままを伝えた。

「受け取っていただけてよかったわ。それじゃあね、リリア様。またいらして」

　スコット子爵夫人はそっと私を抱き寄せると、温かな手でポンポンッと腕を撫でた。そのぬくもりと優しさに、亡くなったお祖母ちゃんを思い出した。

「あの、お母様、これは私がいただいてもよろしいのでしょうか？」

　帰りの馬車の車内、私はタイミングを見計らってお母様に尋ねた。

「勝手になさい。素人の手で作られた菓子など、私は口にしたくもない」

　車窓から移ろう景色を眺めていたお母様は、私を振り返りもせず吐き捨てるように答えた。私はお母様の許しを得て、正式に私のものとなったバスケットをキュッと懐に抱きしめる。

「はい」

『素人の手』と、お母様はスコット子爵夫人の手作りの品に侮蔑を込めた。だけど、私はかつてお母様の手で作られた料理を口にしたこともある。そして当時はお母様自身、父をはじめ家族に料理を供すために、その手を水や土で汚すことを厭いとってはいなかった。

　現在スチュワード辺境伯夫人であるお母様は、元はデルデ公国の伯爵家の生まれだ。しかし、婚約を直前に控えた十七歳の時、ガラス窓の入れ替えでやってきたガラス職人のお父さんと出会った。大恋愛の末に駆け落ちし、お母様はお父さんの実家のあるニルベルグ王国でガラス工房の女房になった。

　そして私はニルベルグ王国で産声をあげ、父母と、同居する父方の祖父母に愛されて育った。だけど八歳の時、政変による内戦に巻き込まれ、私は父と祖父母、大切な三人の家族を失った。

　実際に内戦が殺したのは三人。だけど私は思っている。内戦は、優しかった〝お母さん〟の心も一緒に殺してしまったのではないかと……。

　ガラス製作というのは高温の中での厳しい作業で、父も祖父も大汗を流しながら働いていた。だけど、滴したたる汗を拭いながら、ふたりはいつも笑っていた。

　工房に併設の売店では、祖母に代わってお母様が店先に立つこともあった。そうしてお母様もまた、確かに笑っていたのだ。

　父が生きている時、私はお母様を『お母さん』と呼んでいた。お母さんはいつだって私に優しかった。だけど父が亡くなって実家の伯爵家に戻り、私の知る〝お母さん〟はいなくなった。代わって現れた〝お母様〟が、私を厳しくしつけるようになった。

　そうして二年前、義父との再婚から、お母様はさらに変わった。しつけはその範はん疇ちゅうを超え、今では支配へと代わっている。

　私の胸には、優しかった〝お母さん〟と過ごした八年間の記憶がある。だけど私はもう四年、〝お母さん〟には会っていない……。

　横並びに座るお母様をチラリと仰ぎ見る。膝の上で重ねられたその手は、今は長い爪が美しく整えられて、指のいくつかには輝石がきらめく。それはまさに、水仕事とは最も遠いところにある貴婦人の手だ。

　そしてその横顔は文句なく、十人中十人が美しいと評する麗しさ。手入れの行き届いた肌と豊かな髪、華やかな装いも相まって、お母様は三十一歳という実年齢とはかけ離れた若々しさだった。

　その若さと美貌はむしろ、質素に暮らしていた四年前よりも磨きがかかっているようですらあった。

　……だけど果たして、お母様は幸せなのだろうか？

　カタカタと進む馬車の中、私は答えの出ない堂々巡りを続けていた。

　――ガタンッ！

　途中、石ころを踏んだようで馬車が大きく跳ねた。

「っ、危ないでしょう!?　気をつけなさい！」

　お母様が外の御者に向かって声を張る。

「奥方様、申し訳ございません!!」

　長く見つめていることがお母様にバレて、私まで不興を買ってはたまらない。私はそっとお母様から目線を外すと、さり気なく横の窓へと視線を向けた。

　再び馬車はカタカタと進み出す。

　私は満腹とまではいかないが、久しぶりに満たされたお腹とスコット子爵夫人の優しさに触れて綻ほころんだ心、膝にのるバスケットの重みを感じながら、心地よい馬車の揺れに身を委ねた。




　帰宅後、自室に戻った私は真っ先にバスケットを開けた。かわいらしいクロスを取れば、バスケットの一番上にはスコット子爵夫人お手製のマフィンが入っていた。

　けれど、マフィンだけではバスケットは埋まらない。下にも、別のなにかが詰められているようだった。

「……うそ」

　マフィンを取り出して、私は目を丸くした。

　バスケットいっぱいにギュウギュウに詰められていたのは、堅パンに、干し肉、乾燥ナッツといった、保存の効く食べ物ばかりだった。

　……あぁ、やはりスコット子爵夫人は気づいていた！

　目の前の品々に、スコット子爵夫人が私の窮状を察して身を案じてくれていることを悟る。

　目頭が熱を持ち、目に映る景色がじんわりと滲む。

　私のことを気にかけて、心を砕いてくれる誰かがいる。その事実が、私の心を否応なしに熱くする。

　故郷と大切な家族を亡くしてから、これまで幾度となく涙で頬を濡らしてきた。だけど今、私は初めて嬉しさから涙を流していた。

「スコット子爵夫人、ありがとうございます。それから今すぐには難しいけれど、夫人にいつかこの恩をお返しできるように頑張ります……！」

　小さく決意を呟いて滲む涙をグイッと拭うと、取り出した食べ物をお母様や使用人らの目につかぬよう、文机の引き出しとクローゼットの中の櫃ひつに分けて隠した。

　そうしてバスケットの中にマフィンだけを残し、わざと一番目につきやすいナイトテーブルの上に置く。これを見れば、お母様ももらったのがマフィンだけだと信じて疑わないだろうと思った。

　――コンッ、コンッ。

　私が外出用のドレスを脱ぎ、アクセサリーを外し終えたところで扉が叩たたかれた。

「夕食の前にお湯に浸かってしまうようにと、奥様が仰せでございます」

　外からかかる侍女の声で、無事に今日の湯あみと夕食が確保されたことを知る。

　お母様の気が変わってしまう前に湯あみを終えて、食堂に行かなくちゃ……！

「はい、すぐに行きます」

　私は侍女に返事をするとすぐに湯あみの支度を整えて部屋を後にした。

　脱衣所で衣服を脱ぎ、逸る心のまま浴室に飛び込んだ。湯けむりの漂う洗い場で、丁寧に体を洗う。

　その時に偶然、手のひらが乳房に触れた。見下ろせば、以前は真っ平らだったそこがわずかに丸みを帯びており、とても忌まわしいものとして映る。

　少なくとも今回、これがお母様の逆鱗に触れるきっかけとなったのは確かで、そのせいで三日間食事を許されなかったと思えば、忌々しい以外の何物でもなかった。

　だけど一方で、どうしてお母様がこんなに激げっ昂こうしたのか、私には分からなかった。

　私は先のお茶会で同席した同い年の子女が母から与えられたと語った、肌着の胸当てを欲しただけ。

　膨らみの出始めた乳房は、直にドレスを着用すると擦れて違和感を生む。それの解消に、彼女の語った胸当てが有効に感じたからだ。

　けれど私の要求が侍女頭から耳に入り、お母様は激昂した。これまでも私の言動によって不興を買ってしまったことは幾度もあったけれど、今回のお母様の怒りは大きかった。

　スコット子爵夫人からお茶会に招かれたことで、絶食は三日間で終わりを見た。だけどもしこのお茶会がなかったら、私はいったいいつ食べ物を口にすることができただろう。

「……もう、胸当てなんていらない。お母様がこんなに怒るって分かっていたら、欲しがったりしなかったのに」

　小さく呟きながら、ここでふと気づく。

　そういえば、この屋敷に来たばかりの頃にも、お母様がものすごく怒ったことがあったっけ。

　あの頃はまだ、私もお母様、お義父様と三人で食事をしていて、その最中、お義父様がお母様になにか囁ささやいた。途端にお母様の顔から表情がなくなり、あれ？っと思った次の瞬間にはもう普段通りの柔和な笑みに戻っていた。

　ところがお義父様が食卓を立った後、お母様は人が変わったように怒った。なぜ怒られているのかすら分からぬまま、私は震えながら許しを乞うていた。

　……あの時、お義父様はなんて囁いたんだっけ？

「だめだ……、思い出せないや。まぁ、思い出したところで今さらどうなるものでもないか」

　少し乱暴に胸の辺りをタオルで擦ると、足先まで全身をくまなく洗い、洗髪まですべて済ませて湯船へと飛び込んだ。

　潤沢なお湯に浸かれば、ふんわりと心と体がほぐれる。私は湯船の壁に背中を預け、ホウッと宙を仰いだ。

　――カタンッ。

　……え？　誰か、入ってきた!?

「あ、あの！　入っています!!　私が入浴しています、すぐに出ますから！」

　浴室の扉が開かれる音を聞き、反射的に扉に向かって声を張った。

　侍女の誰かが備品の補充かなにかで来たのだろうか？　どちらにせよ、入浴を急ぐあまり鍵をかけ忘れてしまったのは、私の落ち度だ。

　体はまだ芯まで温まっていなかったけれどタオルを手元に引き寄せて、湯船を出る準備をした。

　……え、なんで？

　私の思考は混乱していた。入浴中と告げれば、入室者はすぐに出ていくものと思っていた。なのに入室者は湯けむりの中、一歩、また一歩と湯船に近づいてきていた。

　どうして!?

　バクバクと心臓が胸を突き破りそうな勢いで鳴っていた。私はタオルを握りしめ、湯船の奥で身を縮める。

　入室者の姿は湯けむりに霞かすみ、いまだ定かでなかった。

「リリア、儂わしだ。背中を流してあげよう」

「お義父様!?」

　聞こえてきた声に心臓が大きく跳ねる。頭の奥で、キーンという金属音が反響していた。

　私はかつて猫撫で声で自室を訪ねてきたお義父様に扉を開き、体をまさぐられたことがある。たまたまやって来た侍女を見て、お義父様はそそくさと部屋を出ていったが、その時のおぞましい感触を思い出すだけで肌が粟あわ立だった。

「私はもう、お風呂はひとりで入れます！　体も洗い終わっていますし、もう出るところですから」

　胸が鷲わし掴づかみにされてしまったみたいに苦しくて、満足に呼吸ができない。それでもなんとか声を絞り出して答えた。これ以上ないくらい湯船の壁にピッタリと背中を寄せて、カタカタと震える体を守るみたいに抱きしめる。

「なに、儂らは親子なんだから、遠慮することなどない」

　湯けむりを割り、お義父様が現れた。お義父様は嫌らしい笑みを浮かべながら、私に向かって手を伸ばす。

「っ!?」

　握っていたタオルが掴まれて、強引に引かれる。タオルは私の手を離れ、お義父様に奪われた。お義父様は好色な目で、私を舐なめ回すように見下ろしていた。

「さぁ、上がるんだ。儂がリリアの体を綺麗に洗ってあげよう」

　ガタガタと体は震え、歯と歯がぶつかってカチカチと音を立てた。

　お義父様はタオルを浴室の床に放ると、再び私に手を伸ばす。その手がついに、私の肌に触れる――。

　――ガタンッ!!

「あなた、帰っていらしたなら、ひと言おっしゃってくださいな。それからリリアは赤ん坊ではありませんから、入浴くらいひとりでできましてよ？　ですからさぁ、こちらで一緒に食前酒からいただきましょう」

　扉が乱暴に開かれた直後、浴室内に響いたお母様の声には、隠しきれない険が滲む。

　だけど今、私にとっては天からの救いの声にも等しかった。意思とは無関係に目頭がジンと熱を持った。

「いやなに、儂が脱衣所の前を通りかかったら扉が開きっぱなしになっておったのだ。清掃中に戸も閉めぬ使用人の無作法を注意しようとしたら、リリアが入浴中だった。あげくリリアが浴室から儂に向かって、背中を流してほしいと甘えてみせるものだから、ついな」

　お義父様はスラスラと流れるように事実と異なる内容を語り、お母様はそれに微笑んで頷いた。

「まぁ、そうでしたの。本当にリリアはいつまでも甘えたがりで困ったものね。さぁあなた、ここはもう出て食堂に行きましょう。……リリア、あなたは自室に戻り、己の態度を反省なさい」

　お母様は私に向かって吐き捨てるように言い、お義父様の背中をそっと促した。

　――カタンッ。

　ふたりが扉の向こう側に消える。

　その瞬間、私は湯船の壁をズルズルと滑り落ちるようにして、力なく頭頂までお湯に沈んだ。目からあふれる大量の涙が、潤沢に張られたお湯に混じる。声にならない声が呼気と共に口から漏れ出て、あぶくになって水面にのぼる。

　悲しかった。この状況でお母様が見せた、私への態度。そして出ていく瞬間に、お母様が私に向けた侮蔑のこもった眼差し。それらが残像となって、こびりついて離れない。

　……だけど私に、悲しむ資格はないでしょう？

　この時、私の脳裏には、かつてお母様が囁いた台詞せりふが反響していた。

『どうしてあの人がお前を助けて死ななければならなかったの？　私の大切なあの人を返してよ、この人殺し』

　父と祖父母を亡くし、身を寄せたお母様の実家の伯爵家で、お母様は私に向かってこう言った。

　焼け崩れる工房で父は私を助け、犠牲になった。私はお母様から最愛の人を奪い、その上で命を繋つないでいる。だから私は、お母様の態度に悲しむ資格なんてない……。

　――バチャンッ！

　やがて息が続かなくなって、私は水面に顔を出す。

「ねぇ、お父さん？　私には、お父さんの最期の言葉はとても難しいよ」

　父は最期に、私が『お母さんの助け』になることを望んだ。

　故郷の湖沼地帯で焼け落ちる工房を背に、父は熱でただれた喉から死力を振りしぼるように『僕を失って、きっと彼女は苦しむから。だからどうか、お母さんの助けになってやってくれ』と言い残し、天へと昇っていったのだ。

「でもね、お父さん、本当は私もね……っ」

　私も、助けてって思っているよ？　この状況から誰かが助け出してはくれないかって、ずっとずっと。

「ぅううっ。ぅ、うっ……」

　涙はしばらく、止まりそうになかった。




　それから三年の月日が流れ、私は十五歳になっていた。

　あの浴室の一件以降、私はお義父様に対し、これまで以上に自衛を徹底した。寝室や浴室の内鍵はもちろん、使用人の配置を意識して、不用意にひとりきりになることを避けた。

　一方で、お母様からは相変わらず食事などの厳しい支配が続いていた。

　だけど私も少しずつ作戦を練り、井戸の水をこっそり汲くみ上げては保管し、散策を装って庭に出ては足を伸ばして木の実を集めた。

　そんな散策の折、私は屋敷の裏手に広がる山林にひっそりと佇たたずむ貯蔵小屋を見つけていた。

　何代も前から放置された小屋の中は、とても人が過ごせる状況ではなかった。しかし、だからこそ密かに物を置いたり時間を過ごしたりするのには、うってつけ。ここならお母様やお義父様、使用人らの目が届かない。

　私はその日から、人目を忍んで貯蔵小屋の掃除に取りかかった。そうして幾日もかけ、積もる埃ほこりに張り巡らされた蜘く蛛もの巣、それらすべてを取り払い、自分だけの安息地を手に入れたのだ。

　今日も、私は新しいガーゼが入ったバスケットを持って、貯蔵小屋の戸口を開けた。

　実は、この三年の間で私にも月の障さわりが訪れるようになっていた。けれど私は、お母様はもちろん、使用人にも告げることをしていない。

　だから、脱脂綿やガーゼといった手当てに必要な物は、すべて使用人らの目を盗んで手に入れていた。これらは入手できる時に多く貯めておかなければ、あっという間になくなってしまう。

　いつも通り戸を閉めて、目張りとして下げた古布に手をかける。

　――カタッ。

　えっ!?

　古布の向こう側からあがった小さな物音に、ビクンと肩が跳ねる。私は布の端を掴んだ体勢のまま、硬直して動けなくなった。

　全身から汗が噴き出して、ドクドクと鼓動が騒ぐ。極度の緊張で、目が白黒した。けれど頭だけは休まずに、この場の最善を模索していた。

　……布の向こうになにかがいる！　ネズミや猫、アナグマといった小動物であればいい。けれどここは、私が自分自身の手で掃除をし、破損個所は木材で補修もしているのだ。ならば侵入経路はこの戸口となるが、私が訪れた時、戸はきちんと閉まっていた。

　これらを加味すれば、自ずと知れる。中の侵入者は、自らの手で侵入後に戸を閉めることのできる人間だ……！

　ゴクリとひとつ、喉を鳴らす。同時に私は、覚悟を決めた。

　……謝ろう。

　家人の誰であるかは分からないが、こんな場所にお義父様やお母様がいるとは思えないから、きっと使用人だ。布の向こうの人物が誰であれ、ここの存在が見つかってしまったからには確実にお母様に報告が上がる。

　ならばここは、下手な言い訳はせず謝った方がいい。集めた品々が取り上げられてしまおうとも、数日間食事にありつけなくなろうとも、折せっ檻かんを受けるよりはいい。

　実は、三年前の出来事には続きがあった。

　――あの日、お母様は夜更けにひとり、私の寝室を訪れた。そして私に向かい、『お義父様を誘惑するな』と言い放った。

　あまりにも事実とかけ離れた追及に驚き、私は思わず浴室での真相を訴えたが、お母様は見る間に激昂した。私の頬を張り、『虚言癖の悪い娘』と罵って、硬い芯金の入った扇でひどく打ちつけた――。

　私の背中には今も、その時の裂傷が引きつれた傷跡となって残っている。たとえ事の真相が別にあろうとも、お母様への反論は論外なのだと、身をもって知らされた。そうして古傷は今でもたまに疼うずいて、暴力の恐怖を思い出させる。

　だからそう、言い訳も反論もしてはだめ。願わくば、この布の向こうの人物が、少しでも穏便な形でお母様に伝えてくれる人だといい。

　私は祈るような思いで、ついに握っていた布を引き開けた。

　――パサッ。

「ヒッ!!」

　布の向こう側に広がっていたのは私の想像を遥かに超えた光景だった。

　奥の壁に背をもたせかけるようにして、こちらに鋭い目を向けているのは二十代中ほどであろう大柄な男性で、おびただしい量の血で赤く汚れた外がい套とうに身を包み、顔面や伸びた髭ひげ、ざんばら髪にも血と泥をこびりつけていた。

　尋常ならざる様相の男性を前に、私は目張りの布を握ったまま硬直した。

　ただしそれは、男性に対する恐怖ばかりが理由ではない。見るからに怪しい風貌にあって、不釣り合いなほど鮮やかに光る彼のブルーグリーンの瞳に、吸い込まれるように視線が外せなかったのだ。

「グッ」

　突然、男性が小さく呻うめきを漏らしたと思ったら、その体がグラリと傾かしいだ。

「あ、あなた大丈夫!?」

　ハッとして、男性の元へ駆け寄る。大量の血に濡れた男性に触れることに、不思議と躊躇はなかった。

　しかし私が伸ばした手は、その肩に触れる直前で男性自身によって弾かれた。

「……かまうな。これは俺の血ではない。返り血だ」

　男性が荒い呼吸の合間に、切れ切れに告げる。

「っ、でも……！」

「俺にかまうなと言っている」

　男性は煩わしそうに吐き捨てたけれど、到底納得できるものではなかった。

　……ならばなぜ、脂汗を滲ませながら荒い呼吸を繰り返すのか。それは他ならない彼自身が傷を負っているからではないのだろうか？

「毒矢が掠かすったのだ。しかし俺は幼少期より体を毒に馴ならし、耐性をつけている。毒はじきに抜ける。お前は行け。そして、ここで俺を見たことは忘れろ。そうすれば、お前の不利益となることもない」

　男性は私の内心の疑問に答えるかのように口早に告げ、最後は力なく肩で息をした。

　彼が許可なしに領内に踏み入った侵入者であることは間違いなく、毒が抜ければ私自身が害される可能性もある。私は、彼を残してここを去るべきだ。

　踵きびすを返し、戸口に向かった。

「……これを飲んで」

　だけど、気づいた時には戸口の近くに保管していた水袋を掴み上げ、彼の元に戻っていた。

「どんな毒かは私には到底分からない。でも、水分摂取は毒を薄めて体外への排出を早めるでしょう？」

　水袋を差し出すと、男性は緩慢に私を見上げた。

　男性と私の視線が間近に絡む。次の瞬間、彼は大仰なくらいに肩を跳ねさせた。目は極限まで見開かれ、真一文字に結ばれていた唇は薄く開いて、声なきまま小さく動く。

　……え？　なに？

「あ！　もちろん毒なんて入ってないから安心して！」

　彼の反応に戸惑うが、すぐにピンときた。

　男性はきっと、この水を警戒しているんだわ。ただでさえ毒で体を蝕むしばまれているのだから、それも納得ね。

　私は男性の憂慮を取り払うべく、自ら水を口に含んでみせた。

「ほらね？　だから、安心して飲んでちょうだい」

　ひとつ喉を鳴らし、改めて水袋を差し出すが、男性は私を一心に見つめたまま微動だにしない。

「ここには清潔なガーゼもあるわ。怪け我がの処置をしましょう。矢が掠った場所はどこ？」

　男性の反応を怪訝に思いつつも、床に力なく投げ出されたその右手に、少し強引に水袋を握らせた。

「……リリア、なのか？　……いや、まさかそんなわけがない。俺はきっと、毒で頭をおかしくしているのだ」

　男性は手の中の水袋に目線を落とすと、緩く首を振りながら何事か呟いた。

「どうしたの？　もしかして傷が痛む？　……ええっと、ちょっと失礼するわね」

　小さな呟きの内容は聞き取れなかったけれど、心配になった私はひと言断りを入れて、外套の留め具に手をかけた。

「お、おい！」

　少し焦ったような声を聞く。しかし毒に蝕まれた男性の動きは緩慢で、私が留め具を外す方が早かった。留め具が外れ、肩にかかる外套がハラリと滑り落ちた。

「っ、ひどい怪我じゃない！」

　負傷箇所は一目瞭然だった。筋骨隆々の逞たくましい左腕が矢じりを受けてえぐれ、生々しい傷口からは今も止まらぬ血が流れている。

　予想よりも深い傷に驚くと同時に、広範囲に血が付着する傷口周辺を清めるには汲み置きの水だけでは心もとなく感じた。

「少し待っていて！」

　男性に言い置くと、空いた水袋と桶おけを手に小屋を飛び出した。大急ぎで小屋と屋敷の中ほどにある井戸に向かい、脇目も振らずに井戸水を汲み上げて桶と水袋に注ぎ入れる。

　満タンになった水袋と桶を抱えて小屋に戻った時、男性は私が渡した水を飲んでいた。その様子にホッと安堵の息をつき、棚からガーゼとナイフを掴み上げて男性の元に向かう。

「シャツを切らせてもらうわ」

　一応、ひと声断りを入れた。

「……勝手にしろ」

　男性はその風貌とは不釣り合いな、仕立てのよいシャツを着ていた。とはいえ、そのシャツとてこの有様になってしまっては、今さら仕立てもなにもあったものではないのだが。

　私は男性が水を飲み終わるのを待って、既にぼろきれとなってぶら下がるだけのシャツの左袖を肩下で切り落とした。そうして傷に触らぬよう、男性の左腕をそっと取る。

「そ、それじゃ、いくわよ!?　水をかけるわよ!?　し、沁しみたらごめんなさい！」

　しかし、見るからに痛そうな傷口をいざ前にすれば及び腰になった。

　ううっ、ただでさえ痛そうなのに、水とかかけちゃったら、もっと痛むに決まってる。だけど、毒矢を受けたままには……。

「俺がやる」

「えっ？」

　声と同時に、私の手から水袋が奪われた。ポカンとして見上げる私を尻目に、男性は躊躇なく自分の左腕に水をかけた。

　浴びせられた透明な水は男性の血と混じり、薄い朱色になって男性の指先に伝う。息を呑のむ私とは対照的に、男性は唇を真一文字に引き結び、呻き声ひとつ漏らさない。

「ガーゼをくれ」

「は、はいっ！」

　求められ、慌ててガーゼを差し出せば、男性はガーゼを傷口に押し当てた。そのまま自分の右手でガーゼの上から負傷箇所を握った。

「……あ！　私が押さえています！」

　血を止める意図で押さえつけていることに気づき、すぐに男性と代わる。男性は気丈に振る舞ってはいるものの、その消耗は相当のようで、続きを静かに私の手に委ねた。

「……すまん。少し、休む」

　男性は絞り出すように告げると、荒くひと息ついて、そのまま瞼を閉じた。

　貯蔵小屋に静寂が満ちる。

　壁に背中を預けて座る男性はたまに唇を薄く開き、苦しげに呼気を吐き出した。私は握る手の力だけは緩めぬまま、間近にある男性の顔を眺めていた。

　汚れと血を吸ってぼそつく髪と顎髭に隠されているが、その顔が彫りの深い、整った造作をしていることは想像ができた。

　そうして漆黒の長い睫まつ毛げに縁どられた瞼の後ろ。彼の瞳は、宝石のように輝くブルーグリーンだった。

　その瞳が、私をここに残らせた。懐かしいような、どこか郷愁を誘うような不思議な瞳に魅せられて、ここを去る選択肢が取れなかったのだ。

　それからどれくらい時間が経っただろう。毒に侵されて紙のように白かった男性の顔に少しずつ血色が戻り、傷を押さえたガーゼにも新たな血の滲みがなくなった。

　……よかった。私はひとり、安堵に胸を撫で下ろした。

　その時、男性の瞼がピクリと小さく震える。次いで長い睫毛を割り、鮮やかなブルーグリーンが現れた。

「ずっと押さえていて大変だっただろう。もう、大丈夫だ……」

　男性の形のいい唇が開かれて、最初に耳にした時よりもハリのある声を聞く。その目も寝入る前とは一転して、今はしっかりと生気が宿る。どうやら体から毒が抜けてきたようだった。

「すまんが、あの水を使わせてもらえるか？」

「もちろんです！　これはあなたのために汲んできたものだから、遠慮しないで使ってちょうだい」

　水が張られた桶を示して問われ、私は慌てて桶と共に乾いた手ぬぐいを差し出した。

「すまないな。表で汚れを落としてくる」

　男性は桶と手ぬぐいを受け取ると、危なげない足取りで立ち上がり、戸口に消えた。

　……え？　うそ。

　戻ってきた男性を見て、私は衝撃に固まった。

　血と泥を洗い落とした男性は、先ほどまでとはまるで別人のようだった。

　シャープな頬に、すっきりと鼻筋の通った高い鼻、秀でた額には本来の輝きを取り戻した艶やかな黒髪が影を落とす。そうして同色の長い睫毛に縁どられた目は、宝石よりいっそう輝くブルーグリーン。

　目の前の男性は、息を呑むほどに美しかった。私は精せい悍かんな美貌を見つめたまま、すっかり言葉をなくしていた。

　その時、私の脳裏に懐かしい故郷の情景が広がる。そこでは、セーラが男性とよく似たブルーグリーンの目を細め、微笑みを浮かべていた。

　どうしようもなく心が騒いだ。

「どうかしたか？」

「……い、いえ！　なんでもありません」

　訝いぶかしげに問われ、慌てて答えた私の声は裏返っていた。

「桶と手ぬぐいはここに置かせてもらうぞ」

「はい」

　毒から回復し、すっかり生気を取り戻した男性に、手当てをしている時には感じなかった落ち着かなさを覚えていた。

「俺はセラヴィンだ。今回はお前の勇気に助けられた。だが、見ず知らずの男に誰彼かまわず安易に手を差し伸べるのは危険だ。優しさを見て、それを付け入る隙と捉える輩やからもいる。不用意に親切な態度を取るのは諸刃の剣だ」

　桶と手ぬぐいを置くと、男性……いや、セラヴィンさんは私に向き直り、噛かんで含めるように告げる。

　澄んだブルーグリーンを見つめながら、私はセラヴィンさんが口にした『誰彼かまわず』という言葉に内心で首を傾げていた。

　怪我をして苦しんでいたのが彼でなかったら、果たして私は同じように手を差し伸べていただろうか？

「……次から気をつけます」

　自分自身よく分からない胸の内を言葉で表すことは難しくて、結局私は曖昧に微笑んで頷いた。

「それからセラヴィンさん、私はリリアといいます」

　私が名乗った瞬間、ブルーグリーンの双そう眸ぼうが柔らかな光を帯びてきらめき、口元は甘やかに綻んで弧を描く。セラヴィンさんはゆうるりと天を仰ぐと、万感の思いのこもる目で遠く一点を見つめた。

　そうして私に視線を戻した時、彼の顔にはとろけるような笑みが浮かんでいた。その笑みの眩さに、ドクンと胸が跳ねる。体温が一気に上がったように感じた。

「……そうか、リリアか」

　セラヴィンさんは一言一句噛みしめるみたいに私の名前をゆっくりと反復する。

　結ばれた音は、耳に慣れ親しんだ私の名前だ。だけど彼が紡ぐ私の名前は、まるで別物みたいに優しい響きだった。

　これまでとはかけ離れた甘やかな笑みと態度。驚くと同時に、私はセラヴィンさんの突然の変化に戸惑っていた。

「リリアはここの領に住んでいるのか？」

　セラヴィンさんはほどなくして満面の笑みを収めたけれど、醸す空気がこれまでとは段違いに柔和になっていた。同様に眼差しからも出会いがしらのような険が消え、今は包み込むように温かい。

「住んでいるのは領主館です。義理ですが、スチュワード辺境伯が父なので」

　セラヴィンさんの変化に心がざわつく。胸はずっと、常よりも速い鼓動を刻んでいた。

「そうか、それでか……」

「え？」

「いや、なんでもない」

　わずかな違和感を覚えたけれど、セラヴィンさんは緩く首を振って、すぐに話題を変えてしまった。

　私とセラヴィンさんはそのまま横並びに腰かけて、いろいろなことを話した。

「生命すら脅かす毒に馴らすって、体はつらくなかったですか？」

「かなりの苦痛を強いられたのは間違いないな。それによりいっとき生死の境をさまよい、その後に長い静養期間を要した。……だが、おかげで出会えたわけだがな」

　言葉の最後は、小さくて私の耳には届かなかった。

　セラヴィンさんと過ごす時間は、初対面とは思えないくらい肩の力が抜けて、とても自然なものだった。ふたりの会話は尽きなかった。

　話題は、私の身の上についてにも及んだ。

「お嬢様がこんなところで過ごさねばならないとは、お前も苦労が絶えないな」

　私は言葉を濁し詳細を告げることはしなかったのだが、セラヴィンさんは私の置かれた環境とこの貯蔵小屋の現状から、言外の意味までを汲み取ったようだった。

「それが、そう悲観したことばかりでもないんです。ものっていうのは考えようで、実を言うと私はこの気ままな日常を楽しんでもいるんですから。事実、憩いとしているここが自分好みにちょっとずつ整っていく様子には心が浮き立ちますし」

　すっかり黙り込んでしまったセラヴィンさんに、私は努めて明るく言った。けれど、彼はますます表情を曇らせる。

「すみません、なんだかしんみりさせてしまって。ただ、私の状況に関しては昨日今日のことではありませんから、自分でちゃんと対処を心得ているので大丈夫です。どうか、あまり思い悩まないでください」

　セラヴィンさんを悩ませてしまったことが申し訳なく、私はこんなふうに言葉を続けた。

「リリア、一年待ってくれ。そうすれば俺が、お前に新しい景色を見せてやる」

　……え？　告げられた言葉の意味は、すぐには理解が追いつかなかった。

「助けてくれた礼に、一年後、俺がお前をここから連れ出してやる」

　混乱して見上げる私に、セラヴィンさんは真剣そのものの目をして語る。間近に見る透き通るブルーグリーンの瞳に、吸い込まれてしまいそうだと思った。

　ゴクリとひとつ喉を鳴らす。

　私は瞬きも忘れ、彼の瞳に見入った。そうしてセラヴィンさんの言う『景色』へと思いを馳はせた。

　窮屈な日常を飛び出して、セラヴィンさんと共に眺める景色。それは果たして、どんなにか眩いだろう。

「……待っています。一年後に、連れ出してもらえる日を」

　セラヴィンさんの瞳に向かって微笑んで答えた。彼はわずかに目をみはり、次いでクシャリと苦しげに顔を歪ゆがめた。

「苦しい今を救ってやれず先の約束しか叶わない俺の言葉を、本気で捉えられないのも無理はないな」

　セラヴィンさんが苦渋を滲ませて呟くのを耳にして、私は返答に窮した。事実、私は彼の言葉を本気に捉えてはいなかった。

　セラヴィンさんを疑っているわけではないが、語られた内容はどこか現実味を伴わず、空想の域を出ない。しかし、だからこそ私は彼の言葉に夢が持てる。

　夢ならば、願うのは自由だ。夢の中でだけ、私はお母様にも、お父さんの遺言にも、なんにも縛られることなく自由な未来が描ける。

「しかし、俺は必ず一年後に証明してみせる。そうして約束通りお前を連れ出したその時は、俺の望みをひとつ聞いてくれ」

　実際に、そんな未来があるのだろうか？　……分からない。だけど、想像すれば胸が確かに熱を持つ。

「約束します。その時は、いくらでもあなたの望みを聞きます」

「ははっ！　いくらでもとは、さすがに大盤振る舞いをしすぎだ」

　私の答えに、セラヴィンさんは高らかな笑い声をあげた。だけどすぐにスッと表情を引きしめて私を見つめた。

「ひとつでいい。俺が望むのは、ただひとつだ」

　怖いくらいに真剣な眼差しが、『ひとつ』という一語に込めた言外の重みを伝えていた。私は目を逸らすことのできぬまま、強い光を宿すブルーグリーンに見入った。

　突然、セラヴィンさんが弾かれたように私から視線を外す。彼の纏う空気は一変し、鋭く張り詰めたものへと変わる。

　……なに？　いったい、なにが起こったの？

「大丈夫だ」

　セラヴィンさんは困惑する私の耳元で囁くと、腰から短剣を引き抜き戸口に向かって構えた。

　私は状況がまるで把握できないまま、前に立つ広い背中を見つめていた。

　――カサッ。

　耳が草を踏む小さな音を捉え、私はやっと小屋に近づく第三者の存在に気づく。

　もしかして、毒矢を射た人物がセラヴィンさんを追いかけてきたのだろうか。だとしたら、見つかれば無事では済まない！

　全身に脂汗が滲み、緊張で喉がカラカラになって張りついた。外から微かに聞こえてくる話し声に、ジッと耳を澄ます。

「本当にリリアだったのか？」

　……っ!?　うそ、どうして……!!

　その声を耳にした瞬間、心臓がバクバクと断末魔のように鳴り響く。体から段々と血の気が引いていくのが分かった。

「はい、確かにリリア様が井戸からこちらの方向へ走っていくのを見ました」

　私はこれまで行動には慎重に慎重を重ね、周囲への警戒を怠ったことは一度もなかった。だけど先ほど水を汲みに行った時は、事を急ぐあまり周囲への警戒を忘れてしまっていた。

　自分の迂う闊かつさを呪いながら、滲む涙を堪えるようにギュッと瞼に力を込めた。

　迫るふたりの足音を恐々とした思いで聞く。その足音が、小屋を目前にしてピタリと止まる。

「其方そなたはもうよい、小屋の中は儂が見ておく」

　聞いた直後は、お義父様が侍女に語った言葉の意味が分からなかった。

「え？　しかし……」

「ここから先はもうよいと言うておろう。其方は屋敷に戻れ」

　困惑の声をあげる侍女に、お義父様がきつい口調で命じる。

　お義父様は侍女を帰らせて、ひとりで小屋に入ろうとしている。そこには果たして、どんな意図があるというのか。

「ちなみにこのことは誰にも口外するでないぞ。それがひいては其方自身のためにもなる」

「……承知いたしました」

　お義父様の声を受け、侍女の足音が遠ざかる。

　おぞましさに全身の肌が粟立った。体の芯から震えが湧き上がり、歯と歯がぶつかってカチカチと音を立てた。

　忍び寄る人物がセラヴィンさんの追手ではないのなら、少なくとも命が脅かされる状況にはなり得ない。けれど私はこの状況に、命が脅かされるよりも大きな恐怖と絶望を覚えていた。

「あれはお前の養父だな？」

　セラヴィンさんの低い囁きに、私はなんとか首を縦に振ることで応える。彼は唇を引き結び、短剣を握る手に力を込めて前へと向き直った。

「リリア、いるのだろう？」

　侍女の気配がなくなって、ひと呼吸の間を置いてかけられた猫撫で声に、喉の奥がキュッと詰まった。

「なに、ここにいるのは分かっておる」

　――ガラッ。

　喜色に弾む声の後、ついに戸が開かれる。私は反射的にギュッと瞼をつむった。

「ん？　なんだこの目張りの布は……ァ、ガッッ！」

　――ドサッ。

　お義父様の呻き声と、直後に床に倒れ込む音がした。

　ゆっくりと瞼を開き、最初に視界に飛び込んだのはセラヴィンさんの逞しい背中だった。わずかに目線を横に移せば、彼がその手に短剣の柄を突き出すようにして握っているのが目に入った。

　そこからさらに目線を落としていくと、お義父様が床に白目を剥むいて昏こん倒とうしていた。それを見て、お義父様の脅威がセラヴィンさんの手で遠ざけられたことを知る。安堵に胸を撫で下ろし、ずっと詰めていた息を吐き出した。

「お前はこれまで、こんな状況で日々を過ごしていたのか!?」

　突然、セラヴィンさんが私を振り返って叫んだ。その目は、激しい怒りに燃えている。

「……ええっと、自室には鍵もありますし、使用人の配置は把握しているのでひとりにならなければ大丈夫ですよ？」

「馬鹿なことを！　これが大丈夫なわけがあるか!!」

　遠回しな私の返答に、セラヴィンさんは肩をわななかせた。

「やはり一年を待たず、俺と……っ！　だめだ、それではお前の安全が保障できないっ！」

　私はこの時、憤りを隠そうとしないセラヴィンさんを前にして、ひどく不謹慎な感情を抱いていた。

　これまで、ずっとひとりでお義父様の魔の手に怯えながら過ごしてきた。救いの手を差し伸べようとする者はなく、対抗する手段は逃げることしかなかった。

　そんな中で初めてセラヴィンさんは盾となり、私を守ってくれた。私の身を案じて、私のために激しい怒りの炎を燃やす。そのことが切ないくらいに嬉しくて、私の心と体をあふれるほどに熱くする。

「……セラヴィンさん、一年後で大丈夫です」

　ゆっくりと告げれば、セラヴィンさんが痛いくらい真剣な目を向ける。その瞳を見つめながら、私の中で認識が改まる。

　一年後の約束は、決して夢ではあり得ない。それはセラヴィンさんによって果たされる未来なのだ。

「施錠をしっかりして、侍女らの目の届くところで過ごすようにすれば、これまで通り屋敷だけで十分に暮らしていけます」

「屋敷だけ、だと？」

　セラヴィンさんは眉間に皺しわを寄せた。

「はい。ここは、お義父様が目覚める前に燃やします。手伝ってもらってもいいですか？」

　このまま残しておいても、ここはもう私の憩いとしては機能しない。どころか、お義父様が目覚めた時、手入れされた空間と私が運び入れた品々を見られては火種にしかなり得ない。

「……っ、俺のせいか。俺が入り込んだばかりに、お前が憩いとしていたここの存在が知れてしまった……、本当にすまない！」

　セラヴィンさんは苦渋に歪んだ顔で声を震わせた。

「やめてください！　忍び寄るお義父様の手から助けてもらって感謝こそすれ、セラヴィンさんに謝ってもらうのは違います。それに実を言うと、私は嬉しかったんです。あなたが私を案じて、私のために怒ってくれて、こんなに幸せなことはありません。それからここを燃やすのは、もう不要だからです。私はここに救いを見出さなくても日々を暮らしていけます」

　先の見えない暮らしの中で、この場所が三年間、私につかの間の憩いを提供してくれた。しかし小屋は、既にその役目を終えた。セラヴィンさんを助け、私たちを引き合わせるという大役を果たし、幕を閉じるのだ。

「本当にいいんだな？」

「はい」

　小屋を燃やすことに躊躇はいっさいなかった。セラヴィンさんがお義父様を運び出し、私はその間に必要最低限の物だけを選りすぐる。一年の期間と思えば、無理に多くの物品を持ち出そうとはしなかった。

「それだけか？」

　麻袋ひとつ握りしめて小屋から出てきた私に、セラヴィンさんが訝しげに問いかける。

「はい。だって、ゴールが見えていますから」

　安息の場所だったここはなくなる。しかし、小屋を失った私に安息がないのかといえば、そうではない。

　セラヴィンさんが、私の希望。

　これまで私は、目の前の一日一日を無事に過ごしきることがすべてで、未来への展望など描く余裕もなかった。けれど希望が胸に光を灯し、柔らかに照らす。

　一年後の未来を指折りに数えながら過ごす日々は、どんなにか輝きに満ちたものとなるだろう。

「一年後に待っています」

　私はセラヴィンさんを見上げ、しっかりと告げる。

「必ず迎えに来る」

　見つめ合う視線に温度などないはずなのに、彼の熱い眼差しは私を焼いてしまうのではないかと錯覚した。

　セラヴィンさんが私の心と体を熱くする。胸の高鳴りは苦しいくらいで、彼にのぼせてしまいそうだった。

　セラヴィンさんがスッと前に進み出て、握っていた火のついた木切れを小屋に放った。落ちた木切れから、火が見る間に小屋へと燃え移る。やがて木造の小屋は赤い炎に包まれた。

　燃えゆく小屋を前にして、私の心は静かだった。

「リリア」

　セラヴィンさんが歩み寄り、大きな手がスッと顎にあてがわれた。その手にわずかな力がこもり、クイッと上を向かされて、トクンと鼓動が跳ねる。

　鼻先が触れそうな距離にまでセラヴィンさんが迫り、反射的に目をつむれば、優しいぬくもりがそっと唇を掠めた。

　ほんの表層だけをふんわりと撫でて、ぬくもりはすぐに遠ざかった。同時に、顎に添えられていた手の感触も消える。

「一年後、お前を胸に抱きしめたなら、その時はもう二度と離さない」

　耳元で吐息と共に熱い囁きを聞いたのが最後。セラヴィンさんの気配は煙に巻かれたように一瞬で消えた。慌てて瞼を開いたけれど、既に彼の姿はなかった。

「こっちだ！」

「なんと、小屋が燃えている！」

　立ち昇る炎と煙に気づいた使用人たちが、バタバタとこちらに押し寄せてきていた。

　それらの声を少し遠くに聞きながら、私の世界がキラキラと光り出す。セラヴィンさんが灯した希望が勇気づける。心がかつてないほど明るく照らされていた。

「……セラヴィンさん、一年後を楽しみに待っています」

　私の小さな囁きは、小屋が燃え落ちる音にまぎれた。










果たされた約束と温かな腕




　セラヴィンさんとした再会の約束が、私の心を支えた。つらい時も苦しい時も、瞼を閉じればいつだって彼の熱い眼差しが私を励ましてくれた。

「もうじき一年？　……早いなぁ」

　あと数日で、あの日から一年になる。セラヴィンさんとの〝約束の日〟は目前だった。

　……だけど今日で、セラヴィンさんとの再会を指折りに数えて過ごす日々は終わり。

「私、今日を区切りとして、あなたとお別れするわ」

　私にとってこの一年は、まるで一生分の喜びを凝縮したみたいに幸多い日々だった。

　私は眠りの中で幾度となく体感した。セラヴィンさんに『迎えに来た、もう二度と離さない』、そう熱く叫ばれて、強く抱きしめられる瞬間を……。

　そんな幸福な夢で目覚める朝は苦しいくらい幸せで、切ないくらい愛しくて涙が出た。

「本当は、あなたと一緒に『新しい景色』が見たかった。けれど他の男性の妻となる私にはもう、あなたの迎えを待つ資格がないわ……」

　誰からも望まれない私という存在に、セラヴィンさんが希望を見出した。生きている意味を与えてくれた。ふたりの未来が重なり合うことはなくても、彼が胸に灯した希望は優しい光となって、私の一生涯を照らし続けてくれるだろう。

　直面する現実はつらく、決して平へい坦たんな道ではないけれど、あなたが照らす光の下ならば、私はきっとどこまでだって屈することなく歩んでゆける。

「さようなら、セラヴィンさん。……これからも、どうか見守っていてください」

　虚空に向かって微笑んで、そっと瞼を閉じる。瞼の裏に、夕暮れの優しい光景が当時のぬくもりと共に浮かび上がった。

「リリア」

　階下からかけられたお母様の呼び声に、ビクリと肩が跳ねた。

「マクレガン侯爵家の迎えの馬車がいらしたわ。早くいらっしゃい」

　回想から、一瞬で意識が今へと舞い戻る。

　マクレガン侯爵というのは、私の結婚相手。孫と祖父ほども年齢の離れた老侯爵は、これが三回目の結婚だそうだ。私は今日、そのマクレガン侯爵家に上がる。

　ちなみにこの結婚に際し、お母様は先方から多額の支度金を受け取っている。

「はい！　今行きます！」

　私は用意していた手提げ鞄かばんを握りしめると、六年間寝起きした部屋を飛び出した。あらかじめ、支度はすべて整えている。部屋の片付けも同様に済ませている。

　今さら、感慨にふけるつもりなどさらさらなかった。それよりも、長く待たせればお母様を怒らせてしまうのは目に見えていた。今日くらいは穏便にと、そんな思いがあった。

　私は階段を駆け下りた。そうして玄関ホールを視界に捉える直前で歩みの速度を落とし、ゆったりと優雅な所作でお母様とマクレガン侯爵家の使者の前に降り立った。

「お待たせいたしました」

「では、私は馬車で待たせていただきます。積もる話もおありでしょう。母子最後のお別れが済みましたら、馬車の方にお越しください」

　使者の老ろう爺やはこんなふうに言い残すと、私たちを気遣って、ひとり玄関ホールを後にした。

　私は今日、屋敷を出て侯爵家に嫁ぐ。だからこれが、お母様との別れとなる……。

　使者が去り、玄関ホールには私とお母様のふたりが残った。重苦しい沈黙が、この場を支配していた。

「……お母様、お世話になりました」

　一向に口を開こうとしないお母様に代わり、私から口火を切る。

　お母様は答えずに、いつも通り顔の下半分を扇で隠したまま私を見つめていた。その顔はいつもと同じ無表情で、瞳にも温度はない。

　諦めはとっくについているつもりだったけれど、別れの今日はどうしてか胸がツキリと痛んだ。

「今まで、ありがとうございました」

　それでも最後の別れに際し、私は腰を折って『ありがとう』の言葉を選んで告げた。思うところは多くあれど、今までの十六年に対して告げる言葉はやはり〝お母さん〟への感謝がふさわしいと思った。

　これにも、お母様から返事はなかった。折っていた腰を起こすと、私はお母様を玄関ホールに残し、ひとり使者が待つ馬車に向かった。

　その途中で足を止め、おもむろに晴天の空を仰ぐ。

　……お父さん。私の支度金は、お母様の助けになるよね？

　問いかけに、天国の父からの答えはない。私は物言わぬ青空からそっと視線を逸らした。

　馬車の揺れに身を委ね、車窓から移ろう景色を眺める。馬車が走り出してから私はずっと車窓の外に視線を貼りつけていたが、それは単に景色が見たいというのが理由ではない。

「屋敷では主が首を長くして、今か今かと到着を待ちわびているでしょう」

「……そうですか」

　煩わしい使者との会話を避けるために、私はわざとそうしていた。

「いやはや、それにしても我が主は果報者だ。いえね、私は主とは乳兄弟で、同い年なんです。しかし、その女房に関してはえらい違いでございます」

　悪い人ではないのだろうが、使者の老爺は聞きたくもない内容をペラペラと語る。

「私はと言えば、古女房が家政をしきって尻に敷かれっぱなし。本当に参ってしまいますよ」

　馬車に乗り込んで早々に私はその多弁に辟へき易えきしたのだが、使者はかまわずに道中ずっとしゃべり通しだ。

「それが片や、年若い奥方をとっかえひっかえ、まったく羨ましい話で……っと、こりゃ失礼。今のはどうか、ここだけの話に。あ、そうそう！　そういえば、我が領では――」

　カタカタという馬車の走行音を後ろに聞きながら、使者の声は意識の外へと切り離す。お母様に倣ならったわけではないが、私は途中から使者に対し返事や相あい槌づちのいっさいを放棄した。

　そうして見るともなしに外の景色に視線を向けていれば、ふと車窓に私自身が映り込んでいることに気づく。

　そこには、淑女然としたお母様とはタイプを異にする愛あい嬌きょうのある少女の姿があった。パッチリとした緑色の目に小作りな鼻と口。今はその頬もこけてはおらず、肌艶もよい。結い上げられた巻き髪は艶やかで、陽射しを受ければ光を弾いてキラリと輝いた。

　十六歳になって、私を取り巻く状況は少し変わっていた。

　事の本質はなにひとつ変わっていないのだが、お義父様が病に伏せったことで、スチュワード辺境伯家の実権をお義父様の弟が握るようになった。

　お義父様との間に子のないお母様は、基本的に死後の資産を相続できない。お母様は身ひとつでスチュワード辺境伯家を追い出されることを恐れ、病床に付きっきりでお義父様の看病にあたるようになった。同時に結婚支度金を当て込み、私の婿捜しにも奔走した。

　意図せぬ流れではあるが、これにより私は三度の食事と体の保証を得ることになったのだ。

　……体の保証、か。とはいえ、それが老侯爵に下げ渡すための準備となれば、あまり喜ばしいとも思えなかったが。

「だけど、私にはお似合いね」

　フッと自嘲気味な笑みがこぼれた。

　私に幸せは似合わない。いや、事は似合う、似合わないのそれ以前。そもそも私には幸せになる権利がない。お父さんを死に追いやった私が、どうしてお母様を置き去りにして、ひとり幸せを掴めるというのか。

　だからそう、この使者が仕える老侯爵が私の伴侶には似合いなのだ。なによりこれが、お母様のためにもなる……。

「似合い、ですか？　いやいや！　若く美しいリリア様は、主にはもったいないほどです！　いやはや、瑞々しくハリのある肌といい、艶やかな髪といい、まったく羨ましい限りで――」

　呟きを聞きつけた使者が、私に向かって身を乗り出すようにして頓とん珍ちん漢かんな物言いを続けた。

「……すみませんが、少し休ませていただきますね」

「おやおや！　昨晩はなかなかお休みになれなかったのでしょうか？　いや、嫁入りを前に緊張するなという方が難しい話でしたな。私としたことが、気が回りませんで――」

　朗々と語る使者が私の視界に割り込んでくるのがどうしようもなく煩わしくて、私はギュッと瞼を閉じると狸たぬき寝ね入いりを決め込んだ。

　使者の声は、しばらく経ったところでやんだ。

　けれど私の肩から力が抜けることはなかった。刻一刻と近づくマクレガン侯爵との対面に、否が応にも緊張が高まる。温かな陽気に反し、私の指先は血の気が引いて冷えきっていた。

　……だめだな。もうとっくに諦めはついていると思ったんだけど。

　少しでも気を抜けば震えそうになる指先を使者にバレぬようにキュッと握り込む。そうして緊張を逃がすようにホウッと小さくひと息ついた。

　私の吐息も内心の葛藤も、すべてをカタカタという走行音に巻き込んで、馬車は順調にマクレガン侯爵家に向かって進んだ。

「まもなく到着でございます」

「はい」

　使者の声が、まるでこの世の終わりでも告げられたように感じた。カラカラに渇いた喉でなんとか返事をして、降りる準備を整える。

　馬車はマクレガン侯爵邸の敷地内を進み、屋敷玄関に横づけする形で止められた。しかし侯爵家の玄関に出迎えの姿はなかった。

「出迎えがないとは何事だ？　……いや、ずいぶんと屋敷内が騒々しいな」

　使者も出迎えがないことを訝しみ、御者が用意した踏み台に足をかけながら首をひねっている。

「リリア様、なにやら屋敷内がばたついているようで。出迎えもなく恐縮でございますが、なにとぞお気を悪くなさいませんよう」

　使者は恐縮しきりの様子で私に向かって頭を下げた。

「いえ、それは全然かまいませんので……」

　私も使者の後に続き、馬車を降りる。使者の言うように、屋敷内からはザワザワと人が行き交う気配と、扉越しにも言い合うような男性の声が漏れ聞こえていた。

　なんだろう？　来客対応に関し、これまで作法などとんと気にしたことのない私も、花嫁を迎えるにしてはずいぶんと異常な状況だと内心で首を傾げていた。

　――コンッ、コンッ！

　先に馬車を降りた使者が両開きの玄関扉に向かい、強めにノッカーを叩く。

「なにをしておるのだ!?　リリア様がいらっしゃったのだぞ！　早うここを開け、お出迎えせんか！」

　使者が中に向かって声を張れば、重厚な扉はすぐに開かれた。

　あぁ、ついに私は婚家に足を踏み入れるのだ。

　バクバクと胸が早鐘を打ち、ドレスの下の両脚は無様に震えていた。

　――ギィィイイ。

　薄く開いた隙間から、まず大柄な男性のシルエットが浮かぶ。次いで、仕立てのいい長衣と腰に下がる輝石をあしらった立派な長剣を視界に捉え、息を呑んだ。

　まさか、侯爵本人だろうか!?

　直視するのを恐れ、気づけば反射的にギュッと目をつむっていた。

「リリア」

　……え？

　聞こえてきた第一声に、私は幻聴を疑った。だって、ここでその人の声が聞こえてくるのはおかしい。

「迎えに来た」

　けれど再び、低く甘い声が優しく私の耳を打つ。私は小刻みに睫毛を震わせながら、ゆっくりと瞼を開いた。

　目にした瞬間、あり得ない状況への『どうして？』を凌りょう駕がして、ただ一年ぶりに見まみえた愛しいその人の姿に歓喜した。

　一年前よりも精悍さが増していた。落ち着きのある威風堂々とした佇たたずまいは、貫かん禄ろくすら感じさせる。元々ガッチリとしていた体たい躯くはさらに筋肉がつき、いっそう逞しさを増していた。

　だけど私を見つめるブルーグリーンの輝きは、一年前と寸分も変わらない。

　目頭がジンと熱を持ち、喉の奥が詰まる。

　ボリュームのあるスカートの下になんとか隠していた足の震えは、隠しきれないほど大きくなっていた。

　その人がトンッと一歩を踏み出せば、あっという間にふたりの距離が詰まる。間近に見るブルーグリーンの双眸に、ヒュッと喉の奥が鳴り、両のまなじりからブワッと涙があふれ出た。

「……セラヴィンさん」

　口にした私の声は掠れていた。

　目元に手が伸びてきたと思ったら、掠めるような優しいタッチで涙の雫を拾う。だけど柔らかな感触に誘われるように、また新たな涙が滴った。

「俺とした約束を覚えているか？」

　セラヴィンさんの低い問いかけに頷いた。

　……忘れるわけがなかった。セラヴィンさんの語った一言一句すべてを、まるで昨日のことのように鮮明に覚えている。

「俺の望みはただひとつ。お前を俺の妻にする。そうして俺は、もう二度とお前を離さない」

　なんだかとても、ふわふわした。心も体も、気を抜けばすぐにでも宙に浮き上がってしまいそうな心地がした。

「……これは、夢？　私は白昼夢を見ているんでしょうか？」

「夢でたまるか。お前の幻影を夢想して過ごすのは、もうおしまいだ。俺は夢の中のリリアでは飽き足らない」

　私の呟きに、セラヴィンさんが力強い言葉を返す。

　まるで視線が彼に縫い留められてしまったかのようだった。そのまま見上げていると、スッと頭上に影が落ち、彼の美貌が迫った。

　あっ！と思った瞬間には唇にそっと唇が重なって、ふたりの距離はゼロになる。埋まったのは、セラヴィンさんと私の距離だ。だけど実際の距離だけでなく、まるで一年分の時間までもが埋まったかのような錯覚に陥る。

　口づけが解かれても、唇に残る彼のぬくもりと感触はなかなか消えなかった。

「お前は俺のものだ」

　熱い吐息と共に、セラヴィンさんの囁きを聞く。気づいた時には、私は逞しい胸にすっぽりと抱かれていた。

　嗚お咽えつで喉が詰まり、とてもではないがまともに言葉を紡げる状態ではなかった。

「お前の答えは聞かない。なぜなら、お前の答えは一年前に聞いているからだ」

　私の答えは端はなから不要だった。かつての約束は、一年の年月を経て現実となって実を結ぶ。

　まるで防波堤が決壊してしまったみたいに、ますますあふれる涙は止まりそうになかった。だけど逞しい胸板にそっと目元を押し当てられて、こぼれ落ちる前にセラヴィンさんのシャツに吸い取られた。

　どれくらいそうしていただろう。セラヴィンさんのぬくもりに包まれて嗚咽はやみ、涙は止まった。

　私がセラヴィンさんの胸から顔を上げた時、玄関から使者をはじめとした人の姿はなくなっていた。だけど屋敷の奥へ視線を向ければ、彼の配下と思しき複数人が距離を置き、控えていることに気づく。羞恥とあまりのいたたまれなさに顔を真っ赤に染めて、逃げるように目線を落とした。

　そんな私の様子を見て、頭上のセラヴィンさんがフッと表情を緩めたのが分かった。そのゆとりがほんの少し恨めしい。

「なに、恥ずかしがることなどない。彼らは、俺がリリアを迎えるためにニルベルグ王国軍から選りすぐった兵士らだ。当然彼らは、俺たちの関係を承知している」

　……え？

　羞恥の最中にあって、セラヴィンさんが語った『ニルベルグ王国軍から選りすぐった兵士』という言葉が頭の中で反響していた。

　セラヴィンさんは、自ら兵士を動かせる立場にあるの？　彼がニルベルグ王国の出身だろうというのは、出会いの状況から察していた。だけど今の言い方は、まるで彼が国の要人ででもあるかのようだ。……ううん、もしかしたら私は混乱していて、なにか聞き間違えたのかもしれない。

　そう結論づけて、セラヴィンさんに問いかける。

「あの、セラヴィンさんはどうしてここに？　それに、マクレガン侯爵はどうしたんですか？」

　わずかばかり冷静さが舞い戻った頭で考えてみれば、そもそもなぜセラヴィンさんがここにいるのか。再会の喜びにばかり気を取られていたけれど、これは普通に考えてあり得ないことだ。

　一年前の約束を守るにしても、私を先回りするようにマクレガン侯爵家で待ちかまえていたのはどうして……？　なぜ、そんなことができたのだろう。

「最初にマクレガン侯爵に関してだが、奥で俺の側近と今後について協議中だ。ちなみに侯爵には既にこの婚姻の違法性を説明しており、快く婚姻の無効を了承してもらっている。だからお前はなんの心配もいらん」

　セラヴィンさんの答えに、新たな疑問がいくつも湧いた。なにより、彼が語った言葉には明らかな嘘うそもある。

　屋敷の外にまで聞こえてきた言い争うような声……。今考えればあれは、マクレガン侯爵の怒鳴り声に違いない。

　少なくとも侯爵は、婚姻無効を快く了承などしていない。

「ええっと、婚姻が違法だった？」

　だけど私が口にしたのは、一番大きな疑問。

「あぁ、リリアは正式にスチュワード辺境伯の籍には入っておらず、国籍はいまだ出生国であるニルベルグ王国にある。ニルベルグ王国との国交が絶たれている今、国を跨またいでの婚姻はできん」

　……あ！

　セラヴィンさんに聞かされて、気づく。私自身、お母様の再婚と同時に対外的には『リリア・スチュワード』の名を名乗るようになっていたから、すっかり忘れていた。けれど私はお義父様と養子縁組はしておらず、正式にはお義父様の籍に入っていない。

　ならば国籍は、いまだニルベルグ王国のまま……！

　目を丸くして見上げる私に、セラヴィンさんは鷹おう揚ように頷いた。

「当然、スチュワード辺境伯夫妻、マクレガン侯爵共にこれを知らなかったはずはない。侯爵の若い女好きは有名な話だ。監査が入ることは稀まれで、調べがつくことはないに等しいゆえ、双方共に油断をしていたのだろう」

　そうか、この婚姻は法的には認められないものなんだ。

　だけど若い女性を望む侯爵と、支度金の入手を急ぎたいお母様の利害が一致して、婚姻は強行された。正式な入籍手続きは、両国の国交回復を待ってするつもりだったのだろう。

　現在デルデ公国は、ニルベルグ王国と国交正常化交渉の最中だ。

　政変中と前政権時代、両国は完全に国交断絶の状態だった。しかしニルベルグ王国が新体制となり、安定した政権運営が見込めるようになった。デルデ公国はニルベルグ王国に国交回復を申し入れ、現在使節団を派遣している。識者の間では、両国の国交回復も間もなくだろうと囁かれていた。

「……そうだったんですね」

　とはいえ、現行法に背くこの婚姻はセラヴィンさんの言葉通り違法だ。

「もちろん、婚姻に際しての金銭授受も違法だがな」

　付け加えるようにセラヴィンさんが言った。

　デルデ公国は規制が緩い。貴族社会において結婚支度金は暗黙の了解となっているから、これに関しては仮に明るみになっても断罪されるとは考えがたい。

「そうして俺がなぜここにいるのか、その答えはひとつだ。お前がいる場所に、俺は行く。どこだろうと、俺はお前を手に入れるために場所も手段も選ばん」

　まっすぐに私を見つめるブルーグリーンの瞳の強さに、熱く心が震えた。

「とはいえ、お前が多額の支度金と引き換えに老侯爵の元に嫁がされると知った時は、胸が押しつぶされそうだったが」

　私とお母様の関係を想像したのだろうか。セラヴィンさんの瞳が労いたわるように細められた。

　彼の手が伸びてきて、宝物にでも触れるような丁寧さで私の頬を包み込む。触れられた部分から、優しいぬくもりと共に愛しさが湧き上がった。

「間に合って、本当によかった」

　止まったはずの涙が一滴、ホロリとまなじりから頬へと伝えば、セラヴィンさんが指先でそっと拭い取った。

「セラヴィンさん、本当に迎えに来てもらえるなんて……」

　なんだか無性にホッとして、気づいた時にはこんな言葉が口を衝いて出ていた。

　するとこれまで穏やかに私を見下ろしていたセラヴィンさんが、その顔に不遜な笑みをのせる。

　……え？

「ほう。よもやリリアが、俺の言葉を信じていなかったとは」

「え!?　……い、いえ、決してそういうわけじゃ」

　慌てて釈明してみせる私の鼻先に、セラヴィンさんが迫った。

「いや。あの状況でした口約束に無理があったのは承知している。だが、これからは違う。お前が俺の妻だと、いくらだって分からせてやる」

　瞬きをする間に、セラヴィンさんの胸にグッとかき抱かれた。その懐にすっぽりと閉じ込められて、唇に柔らかな熱が押し当てられる。

　熱い口づけに翻弄されて、セラヴィンさん以外、すべての感覚が遠ざかる。のぼせたみたいに頭が真っ白になって、セラヴィンさんのことしか考えられなくなった。

　セラヴィンさんは広く逞しい胸の中に、まるで私を守るみたいに抱きしめる。私はそれに、きつく抱き返すことで応える。

　幸せになってはいけないはずだった。だけど今、セラヴィンさんという絶対的な存在が、大きな愛とぬくもりでもって私をすっぽりと包み込む。

　今この瞬間は、胸の中で奔流みたいにほとばしる愛おしい感情が、お母様への後ろめたさも、お父さんの遺言への使命感も、すべてを押し流して洗う。

　私はまっさらな心でただ、セラヴィンさんとの相愛に酔いしれた。




＊＊＊




　――ついに、ここまできた。俺は明日、リリアを迎えに行く。

　浮き立つ心を抑えつつ、この日も俺は政務机に向かい、朝から終わりの見えない政務に励んでいた。

　長窓から影を落としていた西日が地平線に沈み、夜の帳とばりが下りる。

　――カタン。

　ランプに油を注ぎ足し、侍従が王の間を退室した。その物音で、俺の集中の糸が途切れた。

「……もうこんな時間か」

　朝からろくに休憩も取らず、既に数時間、同じ体勢を維持したまま決裁書類を読みふけっていた。意識すれば、バキバキに凝り固まった体が痛んだ。軋きしむ肩と首を回しながら、朝から温め続けた玉座の上でグッとひとつ伸びをする。

　おもむろに長窓へと目線を移せば、眼下にニルベルグ王国の王都が一望できた。

「長く待たせてしまったな。だが、やっと約束通りお前を迎えに行ける」

　リリアと再会を果たした一年前のあの時、俺は叔父上の放った追手から毒矢を受け、気力体力共に限界が近かった。国境を侵した自覚はありつつも、それ以上の移動は不可能で、目の前の小屋に飛び込んだ。

　するとそこに、内戦の混乱で行方知れずとなってしまった初恋の少女が成長した姿になって現れた。少女は女神のように清らかで美しく、相変わらずの猪ちょ突とつ猛もう進しんで肝が据わっていた。俺は、募りすぎた妄念が弱ったところに幻を見せたのだろうと思いつつも、初恋の少女の面影を色濃く感じさせるその姿に目も心も釘くぎ付づけとなっていた。

　リリアの名乗りを聞いたあの瞬間の歓喜を、俺は生涯忘れることがないだろう。この奇跡のような巡り合わせが、抜け殻のようだった俺に本当の意味で王位奪還を決意させたのだから。

　俺は約束通り、一年という期間の中で叔父上から王位を奪還した。リリアを呼び寄せたいその一心で、この場所まで駆け上がったのだ。

　……リリアを迎え入れる環境は整った！

　見上げた夜空に、記憶の中の七歳と十五歳、ふたつのリリアの微笑みが浮かび上がった。

　――コン、コンッ。

「俺だ、入るぜ」

　振り返れば、幼少時からの側近で今はニルベルグ王国軍の将軍を務めるルーカスが、俺の返事を待たずに扉から顔を覗のぞかせた。

　ルーカスは俺よりもふたつ年かさの二十四歳。筋肉に覆われた引き締まった長身に、粗削りだが整った造作の顔。印象的なヘイゼルの眼を持つ、ニルベルグ王国きっての色男だ。

「いよいよ明日だな。今晩は祝い酒といこうじゃねぇか」

　ルーカスは俺に向かい、気安い様子で手にした酒瓶と二脚のグラスを掲げてみせた。

「なかなかいい酒じゃないか」

　政務机を立ち、ルーカスと共に奥の応接ソファに腰を下ろす。

「だろう？　俺の秘蔵の一本だが、今日ばかりは特別だ」

　ルーカスは言葉通り、持参したグラスに一級品のワインをなみなみと注いでいった。

「ところで、アントニオの具合はどうだ？」

　叔父ルドモントの起こした謀む反ほんにより国王だった父が討たれたのは、俺が十四歳の時だ。

　当時、父は病床に伏せって久しく、側近らによって三歳年長の兄への譲位の準備が進められていた。ルドモントの凶行は、兄への譲位があと数日と迫った時だった。

　王太子である兄は謀反の第一報と同時に王宮を離れ、側近らと共に、かつて十三歳の俺が静養した西岸の湖沼地帯に身を潜めた。潜伏の情報を得たルドモントは、湖沼地帯の三つの街や村に火を放つ暴挙に及んだ。それにより兄は死に、リリアとの思い出の地は焼け野原に変わった。

　俺は父の最側近であったルーカスの父、アントニオの手引きでなんとか王宮を脱したのだが、そこからは地獄のような逃亡生活が始まった。

「おかげさんで、もうすっかり元通りだ。今朝なんかはお前に対して、『風邪くらいで登城禁止をくらわせるとは何事か、年寄り扱いするな』と腐ってたぜ」

「そうか」

　ルーカスの答えに苦笑が浮かぶ。

　忌き憚たんなく俺に物を言うのは父親のアントニオ譲りで、俺はこの父子のこういったところをとても好ましく感じていた。

　とはいえ、そのアントニオも長年の逃亡生活とその後の政権の立て直しで無理が祟たたったのか、最近は体調を崩すことが多くなっていた。

「実は、アントニオには復興大臣の任を降りてもらおうかと思っている。本人には告げていないが、父の代からここまでアントニオはずっとニルベルグ王国のために走り抜けてきた。アントニオには言葉に余るほど世話になった。だからこそ、ここいらで引退し、休んでもらおうとずっと考えていたのだ」

「はははっ。親父が聞いたら憤慨するぜ。あの人は、死んだお前の親父さんと竹馬の友で、お前のことも我が子以上にかわいくて仕方ないんだ。亡き親父さんの意思を継ぎ、お前のために体張って奔走するのが生きがいのようなもんだ。いきなり大臣職を奪われて休みなんて言い渡されてみろ、あっという間にもうろくしちまう」

　予想だにしない返答に、俺は唖然としてルーカスを見返した。

　……俺がかわいい、だと？

「おいルーカス、冗談もほどほどにしろ。俺は奴に何度殺されかけたか数えきれんぞ」

　鍛錬と称し、真剣を手に悪鬼のようなみなぎる気迫で切りかかられた時は、本気で死を覚悟した。事実、当時の刀傷は全身の至るところに残っている。

「なにより毒を体に馴らす訓練では、アントニオの指示で増量のペースが速められ、生死の間をさまよったのだからな」

　俺は物心ついた時には、王太子である兄とふたり兄弟だった。しかし元々は兄の上にさらにふたりの兄がいたらしい。

　ふたりの兄は対外的には病死となっているが、実際は物証こそないもののルドモントに盛られた毒で死んだというのが、側近らの共通認識だった。

　それらの教訓を受け、兄と俺には幼い頃から毒に体を馴らす訓練が施されていたのだ。

「ははっ！　そういえば、そんなこともあったな」

「……とはいえ、そのおかげでリリアと出会えたのだがな」

　毒で生死をさまよった俺は、ひと夏王宮を離れ、湖沼地帯で養生することになった。

　幼少期から摂取していた毒物の影響もあってか俺の成長は緩やかで、同い年の男子に比べ華きゃ奢しゃで小さく、まるで少女のような見てくれをしていた。それを逆手に取り、俺はセーラという女名を名乗り、身分を隠して養生生活を送った。

　そうして毒の影響もあらかた抜けた夏の終わりに、七歳のリリアと出会ったのだ。十三歳のことだった。

「ほう、怪我の功名とはまさにそのことじゃねーか」

　偶然によい結果をもたらしたという比喩に異存はない。しかし、ここで言う『怪我』に相当する過失は、俺ではなくアントニオがやらかしているのだが……？

「まぁとにかく、お前が無駄な気ぃ回してんなら、それは親父のためにならん。なにに生きがいを見出すかは人それぞれだ。だから遠慮なく、死ぬまでこき使ってやればいい、そういうことだ」

　俺が異議を唱えようと口を開きかけたところで、ルーカスが殊ことの外ほか真面目な顔で告げる。

　実父に対するルーカスのざっくばらんな物言いに、俺は言葉が出なくなった。

「そんじゃ、親父の件はこれで終わりだ。俺の方から、体調が戻ったら適当に復帰しろと伝えておく。まぁ、十中八九明日から登城してくるだろうけどな」

　ルーカスはヒョイと肩をすくめてこの一件を締めくくり、なみなみとワインが満たされたグラスの一脚を俺の前に置いた。

「では、お前からの祝い酒をありがたくいただくとしよう」

「ああ、今宵は男ふたりで乾杯といこうじゃねーか」

　不思議なことに、あれだけ考え抜いて出した俺の結論よりも、ルーカスの言葉の方がよほど的確にアントニオの本質を衝いているように思えた。

　俺たちが握ったグラスを高らかに掲げ、クイッとあおったのは同時だった。

「それにしたって、まさか本当にこの短期間で王位奪還を成し遂げちまうとはなぁ。俺は最初にお前から計画を聞かされた時、正直言葉を失ったぜ。それがあれから一年、無む謀ぼう以外の何物でもないと思った計画は現実になって、こうして順調にリリア嬢奪還の日を迎えている。これはやはり、お前が元から王の器だったってことなんだろう」

　グラスの二杯目を空けたところで、感慨深げにルーカスが言った。

「いいや。お前やアントニオをはじめ、父の時代からの側近や地方領主ほか、支援者の尽力があってこそだ」

「親父さんの時代に深い協力関係にあったデルデ公国がてんであてにならなかったのには、逆に驚いたけどな」

　続くルーカスの言葉に、幼少のみぎりに顔を合わせたこともあるデルデ大公の姿がよぎった。

　王宮を追われてまず、アントニオはこれまで友好関係を築いていたデルデ公国に助けを求めた。しかし亡命を望む書簡には返答すらなく、デルデ公国は俺にいっさいの援助を与えてはくれなかった。

　一国の判断にはあらゆる思惑が絡んでくる。だから複雑な感情はあれど、俺にデルデ大公を恨みに思う気持ちはなかった。そう、なかったのだが……。

「俺は援助が得られなかったこと以上に、先だって寄越された使節団に驚いたがな」

「言えてら。お前が王位に就いた途端だもんな。それまで隣国の混乱のいっさいを知らぬ存ぜぬで貫き通してきたくせに、まったく面の皮が厚いこった」

　ルーカスは呆あきれたように吐き捨てた。

　俺とて本音の部分では、手のひらを返したようなデルデ公国の態度に思うところは多くある。

「だが、国のためを思えば交渉もやむを得ない。デルデ公国との国交回復が叶えば、両国の国民に恩恵は大きいからな」

　そうして現在、外交担当大臣らの下で、デルデ公国との国交正常化交渉が進められていた。

「それに異存はないな。なにより、そのおかげでリリア嬢奪還がこうもスムーズに運べるわけだ」

　交渉開始から両国間には一気に融和ムードが漂い、デルデ公国は早々に国境から、配置していた国境警備員を撤退させている。関所の開放こそ条約の締結を待っているが、両国間の行き来は事実上の黙認状態となっていた。

「ああ、これまでの国交断絶状態とは段違いに、安全にリリアを連れて帰れる。そういった意味では、デルデ公国からの申し入れはまさに渡りに船だ」

　ルーカスが俺の空いた杯に気づき、酒瓶を寄せて傾ける。瓶の口から深い朱色の液体がグラスに移る様を見るともなしに見ながら、俺は思いを新たにしていた。

　幼い俺は、病床の父も王太子だった兄も救うことができなかった。どころか、最初の出会いから八年の歳月を経て再会した初恋の少女もまた、救うことができなかった。

　リリアの苦境を十分すぎるほど知りながら、成人を迎えてなお、俺は変わらずに無力だった。身を切る思いでリリアに一年後の再会を約束した。情けないがそれが、あの時の俺が取れる精いっぱいだった。

　そうして、あれから一年。今度こそ俺は違たがえない！　リリアと再び見まみえた後は、命を賭してリリアを守り抜く!!

「俺は、使える手はすべて使う。だが、端はなからそれらをあてにしようとは思わん。俺の国と俺の愛する者は、己の手で守る」

　グラスを持つのと反対の手をグッと握り、決意を込めて告げた。

　ワインを注ぎ終えたルーカスがチラリと俺に視線を向ける。その目が切なさを孕はらんで陰る。

「なんだ？」

「いやな、俺はお前よりは長く人生経験を積んでいるわけで。兄貴分としちゃ、お前のその達観ぶりがちょいとばかり切ないわけだ」

「人生経験とはまたずいぶんと大仰だな。ふたつしか違わんだろう？」

「そのふたつは存外に大きいと思うがな。とはいえ、俺を差し置いて先に嫁を娶めとって身を固めようというくらいだ。甘やかに一夜の情を分け合う女は欲しいが、ひとりの女に四六時中束縛されるなど俺はごめんだ。そういった意味では、責任を当たり前に果たすお前の方が精神的にはよほどに大人なのかもしれん」

　ルーカスの言葉は必ずしも正しくない。少なくとも俺は責任感でリリアを生涯の伴侶に望むわけではない。

「大人も子供もない。これが運命と思える女に出会ってしまえば、一生涯を賭すことに寸分の躊躇もない」

「俺にはお前の言葉がよく分からん。俺はきっと、その『運命と思える女』というのに出会っていないのだろう」

　ルーカスは俺をジッと見つめた後、グラスを傾けてクッとひと口ワインを含んだ。

「これまでは所帯持ちの男を羨んだことなんざ一度もなかったが、運命などとこっぱずかしい台詞をてらいもなく言ってのけるお前を見ると、少しだけ心が波立つような気もするな」

　含んだワインを味わうようにゆっくりと飲み下し、ルーカスは静かな声音で付け加えた。

　ルーカスはこれっきり口を閉ざし、場は静寂に満たされる。俺もまた、静かにグラスを傾けた。

　これ以降、杯を重ねる俺たちに言葉はなかった。しかし、この瞬間に思うところはきっと同じだ。

　寒空に震え、追手に怯えて逃げ惑った七年間。その逃亡生活中には想像もできなかった穏やかな夜を、俺たちは美酒と共に堪能した。

　こうしてリリア奪還の前夜は粛々と更けていった――。




＊＊＊




　――トクン、トクン。

　セラヴィンさんの腕にすっぽりと抱かれ、その胸から響く鼓動を聞く。

　刻むリズムが、温かな腕が、柔らかに私を見下ろす眼差しが、すべてが苦しいくらいに愛しかった。私は耳で、肌で、目で、全身でセラヴィンさんを感じながら、再会の奇跡に震えていた。

「ぼちぼち出発するぞ」

　突然かけられた声に、ビクリと肩が跳ねた。セラヴィンさんの胸の中から声の方へと目線を向ければ、大柄な男性が呆れたように腕組みして、こちらを見ていた。

　セラヴィンさんに負けず劣らずの鍛え上げられた長身と、粗削りながら整った容貌とヘイゼルの瞳が目を引く。その体格と鋭い眼光も相まって、男性が与える印象は少し怖い。ところが、私と視線が合った瞬間、男性は白い歯を見せてニカッと笑ってみせた。

　えっ!?

　突然見せられた男性の笑みにたじろぐ。

「ほう、こりゃあセラヴィンが虜とりこになるのも納得だ」

　男性はカツカツと大股で歩み寄ると、いまだセラヴィンさんの腕に抱かれたままの私を覗き込み、感嘆したように言った。

　え？　な、なに？

　私の頭はますます、こんがらがる。

「改めましてリリア嬢、俺はニルベルグ王国将軍のルーカスだ。あんたのことはセラヴィンから耳にタコができるほど聞かされていたからか、初めて会った気がしない。だが、実際にこうして会ってみると、誇張でもなんでもなく、あんたは魅力的だ。もしセラヴィンに愛想が尽きたら言ってくれ」

　目の前にズイッと差し出された、節くれだった分厚い右手。

　え、ええっと……。

「は、はじめましてルーカスさん。あの、私がセラヴィンさんに愛想を尽かすことはありませんが、もし私がセラヴィンさんに愛想を尽かされてしまったら、その時は相談させてもらうようにします」

「はっ！　ははははっ！」

　ルーカスさんの手にそっと自分の右手を重ねながら答えれば、なぜかルーカスさんは肩を揺らして笑い出す。

「いや、なるほど！　あんたはやはり、セラヴィンが惚ほれ込んだだけのことはある」

　クツクツと肩を揺らし続けるルーカスさんを、私はなにがなんだかよく分からないままポカンと見つめていた。ちなみにルーカスさんが肩を揺らせば、取られたままの私の右手も共にガクガクと揺れた。

　……人って、見た目によらないのね。

　第一印象で怖い人かと思ったけれど、むしろ逆で、ルーカスさんはまさかの笑い上戸だ。

「おいルーカス、いい加減にしないか。リリアが困っている」

　これまで私たちのやり取りを静観していたセラヴィンさんが、ルーカスさんの手首をむんずと掴む。

　するとルーカスさんの手が緩み、私の右手が解放された。セラヴィンさんはそれを見て、掴んでいたルーカスさんの手をぞんざいに放った。チラリと見えたルーカスさんの手首は、ちょっと赤くなっていた。

「すまんすまん……っと、そうそう。マクレガン侯爵とは穏便な話し合いの末、すべて無事に決着した。違法な婚姻の事実を公表しない代わりに、侯爵もまたすべてに口をつぐむそうだ」

　……え？

　もちろん、大々的にこの事実を公表されてしまうのは、マクレガン侯爵にとって痛手だろう。だが、それを加味しても、果たしてこの決着は本当に穏便な話し合いで決定したものなのだろうか？

「ちなみに支払い済みの支度金に関しても、スチュワード辺境伯家への返還などは求めないそうだ」

「っ、そんなことがっ!?」

　ルーカスさんがもののついでみたいに続けた台詞が、私に先の疑問など吹き飛ばすほどの大きな衝撃をもたらした。胸がドクンと大きく跳ね、その後もバクバクと鳴っている。

「一応念書ももらってるから確かだぜ」

　ルーカスさんは晴れやかな笑みを浮かべ、断言した。

　これまで、お母様への心の呵か責しゃくにずっと苛さいなまれてきた。その呵責を鎮め、光明をもたらすかのように、聞かされた内容が胸で反響していた。

「……本当に、婚姻の事実がなくとも支度金はそのままお母様の手元に残るんですね」

　知らされたこの事実は、私にとって大きい。それは、私の未来を左右するほどに。

　カタカタと震える指先をギュッと握り込む。

「もう十分だ。お前はもう、十分すぎるほどに頑張ってきた。これ以上、デルデ公国に心を残すことはない」

　握った拳に、セラヴィンさんの手のひらがトンッと重なる。そうしてセラヴィンさんは、まるで私の心を読んだみたいに柔らかな声音で囁いた。

「セラヴィンさん……」

　セラヴィンさんはあえて、『デルデ公国に心を残すことはない』と言った。だけど『デルデ公国』は、本当は『お母様』という言葉に置き変わるのだろう。

　私が選ぶ未来が赦ゆるされていくような、そんな心地がした。

「俺とニルベルグ王国に来い」

　セラヴィンさんに力強く言いきられれば、清廉な光が胸を照らし、暗雲のように木霊こだましていた憂いが霧散する。

「はい」

　支度金はお母様に対しての贖しょく罪ざいだった。だけど同時に、お母様の金銭的な助けとなれることは、私にとっても一いち縷るの救い。そうして私は、そんな救いにすがってでもセラヴィンさんの手を取りたい。いいえ、私はセラヴィンさんの手を取って共に行く！

　私は今、初めて自らの意思で、セラヴィンさんと過ごす幸福な未来を望んでいた。

「私はあなたとニルベルグ王国に行きます。どうかよろしくお願いします！」

「もちろんだ」

　ブルーグリーンの瞳を見つめて告げれば、セラヴィンさんは柔らかに目を細くして微笑んだ。

「それじゃ、計画通り事後処理にサイモンの部隊をデルデ公国に残らせる。それでいいな」

「そうしてくれ。サイモンに任せておけば間違いない」

　ルーカスさんが付け加えた報告に、セラヴィンさんは淡々と頷いて答えた。

　ふたりの様子を横目に、少々強引にも思えるこの決着こそ、あらかじめ用意されていた筋書きなのだと察する。私にとって都合よく事が進むよう、すべてにおいて周到に事前調整と根回しがされていた。

　セラヴィンさんはこの一年、私のためにどんなに奔走してくれていたのだろう。

　あふれる歓喜に胸が詰まり、苦しかった。嬉しくても胸は苦しくなるのだと、この新しい発見に私は幸福を噛みしめた。

「それから、マルゴーの部隊を先達としてスコット子爵邸に向かわせている。俺たちもあまり間を空けず、ここを発とう」

「スコット子爵邸!?」

　ルーカスさんの口から飛び出した名前に私は目を丸くした。

「国を跨いでお前を奪還するにあたって、デルデ公国内での協力者となってくれたのがスコット子爵夫人だ」

　疑問に対する答えは、隣のセラヴィンさんから返ってきた。

「……スコット子爵夫人が、協力を？」

「お前の情報を求めて周辺を探っている時に偶然出会った。彼女は、お前のことをとても案じていた。お前の力になりたいと自ら協力者を買って出てくれたんだ。俺は彼女と定期的に繋ぎを取り、お前の情報を逐一教えてもらうようになった。今回のマクレガン侯爵との結婚も、情報元は彼女だ」

　驚きはわずかな間を置けば深い感謝に置き換わる。まなじりにジンと熱いものが滲んだ。

　スコット子爵夫人は積極的にお母様と交流を持ち、折に触れて我が家を訪れてくれていた。お母様は家格の劣るスコット子爵夫人に対し居丈高で失礼な態度を取ることも多かったのだが、夫人はそれらすべてを笑顔でかわし、決してお母様との交流を断とうとはしなかった。

　そうして我が家を訪れるたびに私の元に顔を出し、なにかと気遣ってくれたのだ。

「そうだったんですね。私はこれまで、スコット子爵夫人に感謝してもしきれないほど助けていただいていて……。その上まさか、夫人がセラヴィンさんとの橋渡しまでしてくれていたなんて」

　瞼をギュッとつむれば、ホロリと涙が頬を伝った。瞼の裏側には、夫人のコロコロとした笑顔が浮かぶ。

　その微笑みに、私は言葉では言い尽くせぬ感謝を告げる。だけどあふれるほどの感謝は、どんなに伝えてもすべてを伝えきれそうになかった。

　あぁ、せめて最後に直接顔を合わせて私の口からお礼を伝えたかった。

　スコット子爵夫人の笑顔の残像が消えると、私は叶わぬ願いを振り払い、ゆっくり瞼を開いた。

「スコット子爵領とスチュワード辺境伯領は隣接している。ニルベルグ王国と広く国境を接しているのはスチュワード辺境伯領だが、スコット子爵領も一部国境に接している。ニルベルグ王国の王都に向かうには、どちらの領からでも距離的にはさほど変わらん。これがスコット子爵夫人とのいったんの別れにもなる、スコット子爵領を経由するルートで帰国しよう」

　セラヴィンさんが口にしたのは、まるで私の心の内側を読んだみたいな台詞だった。

　だけど、セラヴィンさんの言葉は嘘ではないが必ずしも正しくない。距離的にはそう変わらずとも、スチュワード辺境伯領から直接国境を越えた方が道のりは平坦だ。

　だからこれは、私への心遣いで取られたルート……。

　胸が詰まってしまい、私は声にならない声で頷いてみせるのが精いっぱいだった。セラヴィンさんは朗らかな笑みでトンッと私の肩を抱くと、玄関の外へと促した。

「では出発しよう。あぁ、それから余分に馬を連れてきていたのだが、行きに隊で負傷馬が出てしまったんだ。途中で調達するつもりだが、すまんがそれまでは俺と相乗りで我慢してくれ」

「いえ。実は私は乗馬ができないので馬の調達は不用です」

　セラヴィンさんから何気なく告げられた言葉に、私は気恥ずかしさもあって少し早口に答えた。なぜなら貴族子女が乗馬を嗜たしなんでいないというのは、とても珍しいことだった。

　乗馬にダンス、ピアノやヴァイオリンといった何なに某がしかの楽器演奏、これらは貴族子女の花嫁教育として、幼少時から家庭教師を付けて学ぶのが一般的だ。

　けれど私は、幼少時を一般市民として暮らし、その後のお母様の実家では世間体を気にした祖父母によって存在を隠されるようにして過ごしていた。だから当然、外部から家庭教師が招かれることもなかった。それでも、淑女として最低限の所作や口調は、お母様の実家で暮らした二年間に祖母に教え込まれた。

　それからスチュワード辺境伯家に移った後も家庭教師が付けられることはなく、私は一般的な貴族子女が当たり前として身に付けているそれらをなにひとつ身に付けてはいない。

「そうか」

　セラヴィンさんは特段気にしたふうもなく、あっさりと頷いた。

　玄関の外には既に、セラヴィンさんとルーカスさんの愛馬と思しき二頭が待機していた。

「すみません、乗馬経験のない私とずっと相乗りは負担だと思いますが――」

「負担なわけがあるか」

　セラヴィンさんは私の謝罪を遮ると、そのままウエストをヒョイッと掴み上げた。

「きゃっ!?」

　セラヴィンさんは腕力だけで私を抱き上げ、待機していた馬上に悠々と乗せる。そうして自身も軽々と私の後ろに乗り上がった。

「俺は嬉しい。馬上でお前を腕に抱き、共に過ごせることがな」

「っ！」

　セラヴィンさんが耳元で囁いた台詞が熱く胸を詰まらせた。

「……私も嬉しいです」

　のぼせたようになりながら私がやっとのことで返せば、頭上でセラヴィンさんがフッと笑んだ気配がした。

「ゆっくり走らせる」

　セラヴィンさんは宣言通り、ゆっくりと馬を走り出させた。

　初めての馬上は想像以上に視界が高い。しかしわずかな恐怖心は、後ろからしっかりと回された腕の感触とぬくもりが払い去った。

　ルーカスさんが後続の兵士に向かい何事か指示を出せば、兵士は列を成してセラヴィンさんの後ろに続く。馬首を西南に定め、一路スコット子爵領を目指した。

「道中ずっとそれでは途中で疲れてしまう。遠慮せず俺に体重を預け、寄りかかってくれ」

「は、はいっ」

　私が気恥ずかしさと遠慮から力を抜ききれずにいれば、頭上からセラヴィンさんの声がかかる。同時にウエストに回る腕に力がこもり、深く抱き寄せられた。それにより私の背中がトンッとセラヴィンさんの胸に沈む。

　セラヴィンさんは、そのまま腕の力を緩めなかった。結局根負けしたのは私で、体から力を抜くと、逞しい彼の胸にトンッと体重を預けた。




「リリア様！」

　スコット子爵邸では、スコット子爵夫人が屋敷玄関に立って、私の到着を待ちかまえてくれていた。

「スコット子爵夫人！」

「よかったわ！　本当によかった！」

　セラヴィンさんの手で馬上から下ろされるや否や、私は駆け寄ってきた夫人の腕に、ギュッと抱きしめられていた。

　これまでは、そっと手を取られ優しく握られるのが精々だった。ここまでの熱い抱擁は初めてで、嬉しいと同時に少し驚く。

「私はあなたの苦境に気づいていたのに、なにかやりようがないかと思いながら結局なにもできないまま、何年もズルズルときてしまった……。つらい状況から助けてあげられず、本当にごめんなさい」

　スコット子爵夫人は私を抱きしめたまま、涙ながらに謝罪する。

　だけど私に言わせれば、夫人が謝罪することの方がおかしい。私は夫人の心遣いで、どんなに救われてきたかしれないのだ。

「そんなことありません！　スコット子爵夫人がさりげなく渡してくださった品に、私は幾度となく命を繋がれました。だけど、いただいたのは食べ物だけじゃありません。お会いするたび、遠回しに私の状況を案じる言葉をかけていただいて、そのたびに心がふわりと綻びました」

　スコット子爵夫人を固く抱き返し、私も思いを伝えた。

　自分のことを案じてくれる誰かがいる。それはまるで、暗闇に差し込むひと筋の光のよう。私はその光のおかげで闇に呑まれずに、ここまでやってこられたのだ。

「……リリア様は不思議ね。多くの辛酸を舐めながらも、決して輝きを失わない。そんなあなたを、私はいつも眩まぶしい思いで見ていたわ」

　それは違う。私には、スコット子爵夫人が差し出してくれる優しい手と柔らかな微笑みが、いつだって眩しかった。

　けれどこの時、私の視界は涙で滲み、湧き上がる感情が喉を詰まらせて言葉が出なかった。

「だけどリリア様はもう、大丈夫ね。手をこまねいて見ているだけの私とは違う。あなただけの騎士が、その腕で救ってくださったんですもの。これまで苦渋を味わってきたからこそ、この後の人生には幸福しか残っていないわ。そうよね？」

　スコット子爵夫人は言葉の最後にそんなふうに付け加え、悪いた戯ずらな目でセラヴィンさんを見上げた。

「もちろんだ。この後は俺がリリアを守る。災厄のいっさいを彼女に寄せつけてなるものか」

　セラヴィンさんはそれに力強く答えた。

　まっすぐに語られた台詞を耳にして、ギリギリで堪えていた涙の防波堤は決壊した。

「リリア……」

　セラヴィンさんにそっと抱き寄せられ、私の泣き顔はセラヴィンさんのマントの内側に隠された。

「まぁ、頼もしいわね」

　スコット子爵夫人はいつものようにコロコロと笑った。だけどその声は、涙でくぐもって掠れていた。

「そうそう、少し待っていてね」

　そう言ってスコット子爵夫人は屋敷玄関に消えた。戻ってきた夫人の手には、これまでの別れ際と同じようにバスケットが握られていた。

　セラヴィンさんの懐に抱かれ、いったんは止まりかけた涙。だけどパンパンに膨らんだバスケットを目にした瞬間、再び涙があふれ出す。

「これは、お祖母ちゃんからのお土産よ。……ふふふ、お祖母ちゃんだなんて、ちょっと厚かましかったわね。だけどね、勝手ながら私、ずっとリリア様を孫娘のように思っていたの」

　これまで幾度となく、スコット子爵夫人から受け取ってきたバスケット。この日受け取ったそれも、これまで通りズッシリと重い。だけど腕に感じる以上に、今日のバスケットは胸に重たく感じた。

「……同じです、スコット子爵夫人。私も優しいあなたにお祖母ちゃんの姿を重ねていました」

「まぁ、光栄だわ。ちなみにね、今日のバスケットの中身はこれまでリリア様がおいしいって褒めてくださったマフィンやケーキといった手製のお菓子ばかりなの。日持ちは期待できないから、早めに食べてちょうだいね」

　これまではお母様の目を盗み、残りを気にしながら、いただいた乾パンやナッツを食べていた。だけど、そんな暮らしはもう終わり。これからはただ心のまま、いただいたお菓子を味わえる。

　胸にギュッとバスケットを抱きしめて、まっすぐにスコット子爵夫人を見つめた。

「お祖母ちゃん、お土産をありがとう。それから、これまでずっと見守っていてくれてありがとう」

　あふれる涙を止める術すべはなかったけれど、『お祖母ちゃん』と呼びかけて、精いっぱいの感謝を告げた。

「これからもずっと見守っているわ。もちろん、これから見守るのは幸福に過ごすあなたの姿よ。それからね、私たちの距離が少しばかり遠くなってしまうことは、ちっとも問題じゃないわ。私はもうお婆ちゃんだから、駆けつけるにはちょっと時間がかかるけれど、今は便利な時代よ。早馬があっという間に、手紙でも物品でもなんでも届けてくれちゃうんだもの」

　スコット子爵夫人の物言いに、自然と笑みが浮かぶ。

「私、手紙を書いてもいいですか？　今までのことやこれからのこと、相談にのっていただきたいです」

「もちろんよ！　私の方がほんの少しばかり人生の先輩だから、もしかしたらなにかいいアドバイスができるかもしれないわ」

　私とスコット子爵夫人はもう一度ひしと抱き合い、最後はまた微笑み合ってお別れした。




　スコット子爵領を発ち、長く馬を走らせて、ようやく辿たどり着いた国境沿いの町の宿。

「スコット子爵夫人に会わせてくださって、ありがとうございました」

　案内された客間で、私は隣で荷物の整理をしていたセラヴィンさんに囁いた。

　やはり、スコット子爵領経由での帰国路は足場が悪く、馬脚の進みも目に見えて鈍かった。

「なに、スコット子爵夫人の元を訪ねたのは、リリアばかりが理由ではない。大切な孫娘を嫁にもらうのだ。俺の口から直接お祖母様に挨拶をするのは道理だ」

　セラヴィンさんは荷袋から顔を上げると、私の頭をポンッと撫でながら言った。

　セラヴィンさんはいつも私に、想像すら及ばない夢のような言葉をくれる。

「セラヴィンさん……」

　だけど甘く優しいそれらは、決してその場しのぎの慰めでも、もちろん夢でもあり得ない。すべてセラヴィンさん自身によって叶えられ、現実となる。

　そうして今、一年前の約束は果たされ、私はセラヴィンさんの妻として迎えられる。ならば私もまた、精いっぱいの誠意で彼に応えたいと思った。

「……あの、セラヴィンさんは王国所属の兵士を指揮しているんですから、ニルベルグ王国にあって高い地位にあるんですよね？　恥ずかしながら、私はこれまで淑女教育とは無縁に育っています。なので、これからセラヴィンさんの奥様として恥ずかしくないように一生懸命勉強します」

　私の精いっぱいの決意表明に、なぜかセラヴィンさんからの反応がない。

「セラヴィンさん？」

　怪訝に思って見上げれば、セラヴィンさんは目を見開いたまま固まっていた。しかも、焦ったような、苦虫を噛みつぶしたような、とにかく、とてもひと言では言い表せない複雑怪奇な表情をしている。

「……お前に伝えなけばならないことがある」

　長い、とても長い間を置いて、セラヴィンさんはゆっくりと切り出した。その表情からは並々ならぬ決意が透けて見えた。

「はい？」

「リリアはニルベルグ王国についてどの程度知っている？」

　次いでもたらされた質問。

「……ニルベルグ王国では、八年前のクーデターで王と王太子が討たれて、王弟のルドモント公爵が王位を簒さん奪だつしました」

　重く口を開いた。

　私はこれを知識でなく、実際の体験として知っている。このクーデターにより、私は家族を失っている。心に暗く影を落とす、苦すぎる記憶だ。

　もちろん、時の王や王太子を悼いたむ気持ちがないわけではないけれど、私にとっては見も知らぬ人たちの死より、身近な家族の死の方がよほどに受けた傷は大きい。

「それ以降は人伝に聞いた内容ですが、即位から数年は、少なくとも表面上は安定した統治が敷かれていたようです。でも内情は散財によって火の車で、増税を強行したものだから、不満を噴出させた領主らが結託して正統な後継者である前王の子を引っ立てて王位を奪還した。って、こんな感じですよね？　確か、新王が即位してまだ数カ月しか経っていないはずです」

　私はセラヴィンさんに、自分の知り得る情報を告げた。

「なるほど、実に忠実に内情を捉えている」

　セラヴィンさんは苦笑して頷いた。そうしてスッと表情を引きしめると、まっすぐに私を見つめて口を開いた。

「一年前は告げることができなかった。だが今やっと、俺はなににもはばかることなく伝えられる。その引っ立てられた前王の子というのは、俺だ」

　……え？

「一年前、俺は逃亡生活を送っていた。常に追手に怯える暮らしでは、リリアを伴うことはできなかった。だから俺は王位奪還を決意した。そうして目的を達し、俺は今、ニルベルグ王国の王だ」

「セラヴィンさんが、……ニルベルグ王国の王？」

　理解が追いつかないまま、告げられた言葉を反復すれば、セラヴィンさんは私の目を見つめ力強く頷く。

「そうだ。俺がニルベルグ王国の王だ」

　……そう、なのか。

　内心の動揺は、到底言葉では表せないくらい大きかった。だけど改めて並々ならぬ風格をたたえたセラヴィンさんを見れば、意思とは別のどこかで無理矢理にでも納得させられてしまう。

　セラヴィンさんは、それくらいの存在感と説得力を持っていた。

　……あれ？

「だけど、そうなると私は？」

　セラヴィンさんが国王陛下というのは分かった。でも、そうするとその妻となる私は……？

　なぜかこの方程式だけは、頭の中でどんなに考えを巡らせても一向に答えに行き着かない。いや、行き着けない。

「リリアは王たる俺の妻。ニルベルグ王国の王妃だ」

　セラヴィンさんは、一言一句含めるようにゆっくりと語る。

　だけど返ってきた答えは、私にセラヴィンさんが国王という以上の混乱をもたらした。

「……私の国籍がニルベルグ王国にあるって、セラヴィンさんは知っていましたよね。ならば私の実父が平民だったこともご存知ですよね？」

「平民出身だろうが関係ない。俺が選んだ俺の妃だ。誰にも文句は言わせん。なにより俺は、リリアが王妃たる資質を十分に備えていると確信している。後は、その資質を活かす術を学べばいい。そのための時間も人員も、俺があらゆる準備を整えている」

「そんなのは買い被りです。もし、その資質が開花しなかったらどうするつもりですか？」

　戸惑いの中にあって、思いついたままを矢継ぎ早に口走る。

「それはいらぬ心配だと思うがな。だが仮に王妃の資質がなくとも、微笑んで俺の隣にいてくれれば、最低限王妃としての体裁が整う。あとは俺が王と王妃ふたつの責を担い、リリアを王妃として隣に立たせる」

　セラヴィンさんは私の憂いを吹き飛ばすかのように力強く答える。しかも私を王妃に据えることに対し、一片の迷いも滲ませない。

「もしも、私が王妃としての一番の役目を果たせない、……その時は？」

　口にして、こんな『もしも』を問いかける自分の愚かさに目眩がした。だけど気づいた時には、極限を悠に超えた混乱が私に言わせていた。

「年齢などのタイミングは難しいが、最終的には臣下に嫁いだ叔母上の血筋から養子をとることになるだろう。ただひとつ確かなのは、俺はリリア以外に妃は娶らん」

　セラヴィンさんは呆れるでもなく、淡々と口にする。私がした一番愚かな質問に対してもたらされた、一番心揺さぶられる答え。湧き上がる歓喜が、苦しいくらいに胸を熱くする。

　歓喜は全身に巡り、収まりきらない熱が滴りとなって、まなじりからあふれた。

　突然泣き出した私にセラヴィンさんは少し驚いた様子で、そっと肩を抱きしめた。

「どうしたリリア？　なぜ泣く？」

　私はこんなにも熱く、深く、愛されている。もう心に迷いはなかった。

「……セラヴィンさん、よき妻、よき王妃となれるよう、精いっぱい努力します。もしかすると、セラヴィンさんが呆れるくらい至らないところばかりかもしれません。だけどどうか、私を支えてください」

「もちろんだ。なにがあっても俺がリリアを支える。王妃としての道のりは、必ずしも平坦なばかりではないだろう。だが、お前が窮した時は必ず俺が力になる。俺と共に乗り越えていこう」

「はい」

　セラヴィンさんの愛に包まれて、私の幸福な涙はまだしばらく止まりそうになかった。










お妃教育




　私が王宮で暮らすようになって、一週間が経った。到着の翌日から、私は連日お妃教育に励んでいる。

「今日はここまでにいたしましょう」

　向かいから声をかけられて、私は長くにらめっこしていたマナー教本から顔を上げた。

　すると、ゴードン伯爵夫人が柔らかな笑みをたたえて私を見つめていた。

　ゴードン伯爵夫人は、私のお妃教育を担う教師のひとりだ。お妃教育のうち、社交場での振る舞いから、会話選びといった作法全般の指導を請け負ってくれている。実はルーカスさんのお母様で、指導こそ厳しいが、その人柄はとても朗らかで親しみやすい。

「はい、ゴードン伯爵夫人ありがとうございました」

　私は教本を閉じ、指導の礼を告げる。

「続きはまた明日、お教えいたします。……ふふふ、それにしてもリリア様は本当に優秀ね。呑み込みだってとても早くて、驚かされますわ」

　指導が終わると、夫人は指導中とは一転して打ち解けた様子で語る。

「いえ、それは買い被りです。私は優秀とは対極で呑み込みも遅いので、必死の予習復習でなんとか補っている状況です」

　ゴードン伯爵夫人は目を細め、私に優しい眼差しを向ける。

「本当に謙虚ね。その努力を惜しまずにできるのだから、やはりリリア様は十分に優秀だと思うけれどね」

　そうして柔らかな口調でゆっくりと続けた。

「私はこの一週間、間近にあなたを見てきたからこそ分かるの。どうか自信を持って？　私が指導する所作や会話術は、単なるテクニックにすぎない。学べば習得できるそれらは、当たり障りなく場を繋ぐだけ。人の心を動かす効力はないわ。けれどあなたの言葉には真心がある。耳触りのいい上っ面の会話以上に、あなたの語る一言一句は人の心の深いところに訴える。それは学んで身に付けられるものじゃない。あなたにしか持ち得ない、なによりも強力なあなただけの武器よ」

　やはり、ゴードン伯爵夫人は私への過大評価がすぎる。

「私には身に余るお言葉です……」

　だけど、まっすぐに告げられた賛辞は私の心を温かにしてくれる。

　思えば、自分の言動を褒められたり認められたりというのは、お父さんやお祖父ちゃん、お祖母ちゃんが亡くなってから初めてのことだった。

　肯定が力になる。胸が、前向きな気持ちで満たされる。

「果たして、本当に私にそんな武器があるのか……。けれどゴードン伯爵夫人、私は自分をもっともっと磨きます。私はセラヴィンさんの隣に立つと決めました。だからあと半年、おんぶに抱っこにならないように自分の足でセラヴィンさんの隣を歩けるように頑張ります」

　婚姻式は半年後の吉日に決定し、既に広く国内外に告示も済ませている。

　本当は、セラヴィンさんはもっと早期の挙式を望んでいたようだが、旧政権の勢力を鎮めたばかりの新政権は国内の調整に日夜てんてこ舞いの状態。さらに今はデルデ公国との国交正常化交渉をはじめとした外交関係も立て込んでいる。

　なにより私自身、不勉強のまま王妃として立つことに不安があった。これらの状況を踏まえて取られたのが、半年という準備期間だった。

　あと、半年……。この短い期間で、私はなんとしても王妃としての体裁を整えるのだ。

「まぁ、ふふふ。やっぱりリリア様、あなたはとっても魅力的。そうしてあなたなら、セラヴィン陛下の隣を歩くだけじゃなく、その荷物まで一緒に持ってしまえそうね」

　朗らかにゴードン伯爵夫人が笑う。

　そんなふうになれたらいい。セラヴィンさんが心の重荷を分け合うに足る、そんな存在に私はなりたい。

「それでは、また明日参りますわね」

「はい」

　私はいつも通り、ゴードン伯爵夫人の見送りに席を立った。

「あら？」

　すると、ゴードン伯爵夫人が私のスカートに目をとめて小首を傾げた。

「少し失礼しますね」

　ゴードン伯爵夫人はそう言って、私の背面に回り込んだ。

「どうかしましたか？」

「ほんの小さくですけれど、ドレスに染みが付いてしまっているみたい」

　怪訝に思って振り返れば、ゴードン伯爵夫人が声を低くして囁いた。

「っ、やだっ！」

　慌ててお尻の辺りに目線をやり朱色の汚れを見つけると、頬にカッと朱がのぼる。

「同じ女同士ですから、そう慌てなくとも大丈夫ですよ。それに小さな染みですもの、どこも汚してはおりませんし、誰も気づいてはおりませんわ」

　動揺する私とは対照的な、いつもと変わらないゴードン伯爵夫人の穏やかな様子に、救われる思いがした。

「私もね、障りの際には、幾度肌着やドレスを汚したかしれませんのよ」

　夫人のおかげで不要な焦りはなくなった。けれど現実問題、汚れたドレスをそのままにはしておけないし、差し迫って処置は必要だった。

「すみませんが、奥で着替えてきます。お見送りできなくて申し訳ないのですが、今日はこれで失礼します」

「えぇ。私のことはかまわないでちょうだい」

　私はゴードン伯爵夫人の前を足早に通り過ぎ、クローゼットに向かうと、手持ちの荷物の中から脱脂綿を引っ張り出した。

　……よかった、マクレガン侯爵家に向かうためにまとめた荷物の中に、念のために少しだけ入れておいて。

　私がニルベルグ王国に来て、一週間。その間、セラヴィンさんは不足がないようにかいがいしく身の回りの物に気を遣ってくれたけれど、さすがに女性特有の事情の品物までは気が回らなかったようだ。

　私自身も慌ただしい日常に忙殺されて、すっかり油断してしまっていた。

「……待って、手当てはいつもその綿を当てておられるの？」

　私が脱脂綿を持って手洗いに向かおうとしたら、ドア付近に立つゴードン伯爵夫人に腕を取られた。

「？　はい」

　手の中の脱脂綿は、別に特別なものではない。怪我の手当てなどに使用する、ごく一般的なものだが、なにかおかしいところがあっただろうか？

　少し怪訝に思いながら私が即答すれば、ゴードン伯爵夫人はなぜかとても驚いた様子を見せた。

「このままここで待ってらして！　確か当家が賜る控えの間に置いたままになっていたと……とにかく！　私、すぐに戻りますので！」

「え？」

　口早に告げると、ゴードン伯爵夫人は私の答えを待たず、常になく急いだ様子で部屋の外に駆け出した。いつも優雅な足さばきで歩む夫人が、ドレスの裾を翻して忙しなくドアの向こうに消える。

　私は呆あっ気けに取られ、ゴードン伯爵夫人が消えたドアを見つめて立ち尽くした。

　……ええっと。とりあえず、夫人の戻りを待とう。

　本音では、すぐにでも手当てに向かいたい。だけど『待って』と言われた手前、このまま手洗いに消えるのもはばかられ、私は静かにゴードン伯爵夫人を待った。

「お待たせいたしました」

　言葉通り、ゴードン伯爵夫人はものの数分ですぐに部屋に戻ってきた。その手には、白いポーチが握られている。

「手当てにこれをお使いになって。専用の物が入っているから」

　ゴードン伯爵夫人は息を弾ませながら、私に向かってポーチを差し出す。

　状況から夫人が私のために専用の手当て一式を取りに走ってくれたことは分かった。だけど突然のことに戸惑ってしまい、咄とっ嗟さに反応ができなかった。

「あぁ、遠慮はなしよ。恥ずかしい話だけれど、私はもう、これらが不要になってしまったのよ。処分しようしようと思いながら、ずっと置いたままになっていたものだから」

　固まったままの手にポーチがグッと押しつけられて、私はゴードン伯爵夫人の勢いに圧されるように受け取った。

「ありがとうございます。お言葉に甘えて、使わせていただきます」

　促されるままポーチを開け、中味を目にした瞬間、私は首をひねった。

「……あ、ええっと？」

　私には、初めて目にするそれらの使い方が分からなかったのだ。

「これはね、こんなふうに肌着に取りつけられるようになっているわ。それからこれが専用の肌着よ。好みもあると思うけれど、ひとまずのことと思って使ってちょうだい」

　ゴードン伯爵夫人は私の無知にも、もう驚いた様子を見せなかった。いつも通り穏やかな表情で、そっと中から一枚、シート状に加工された脱脂綿らしきものを取り上げて、私に向かって身振り手振りで使い方を教えてくれた。

「……すみません。ありがとうございます」

　私は恐縮しきりで、今度こそポーチを手に、足早に手洗いへ向かった。




　教わった通りに手当てを終えると、汚れたドレスと肌着を手早く水で流して吊つるし、着替えを済ませてから部屋に戻る。

　部屋では、ゴードン伯爵夫人が帰らずに私を待っていた。夫人は私に気づくと、腰かけていた応接ソファから立ち上がって歩み寄る。

「ありがとうございました。こんなに便利に加工された道具があるなんて、知りませんでした。おかげでとても快適に処置ができました」

「それはよかったわ」

　ゴードン伯爵夫人は優しく微笑んで私の肩をそっと抱き、応接ソファに促した。

「ねぇリリア様、不ぶ躾しつけなことを聞くけれど、お母様や屋敷の侍女に手当ての仕方を教わったことはない？」

　並んで腰かけると、ゴードン伯爵夫人はやんわりと事の核心を衝く質問を投げかけた。その口調は親身で、眼差しは真摯だった。

「……ありません。そもそも月の障りのことは、お母様はもちろん屋敷の誰にも話していないので。だけど、なんとなくですが、お母様は私に月の障りが訪れたことを知っていたような気もします。その上で、あえて見て見ぬ振りをしていたのではないかと」

　母との関係を隠すつもりはなかったが、かといって積極的に言いふらしたい内容ではない。けれどゴードン伯爵夫人の質問の意図が好奇や興味本位でないことは瞭然で、気づいた時には私は聞かれた以上の内容を夫人に打ち明けていた。

「以前に参加したサロンの会話でヒントを得ていたのが本当に幸運でした。おかげで、いざ障りが訪れた時も焦らずに済みました」

「それはどういうこと？」

「そのサロン主催者のご婦人は、愛犬を我が子のようにかわいがっていました。サロンの日、彼女が愛犬を抱き上げると、手がわずかな血で汚れてしまったんです。彼女はすぐに気づいて、清潔な脱脂綿で愛犬の下肢を拭ってやりながら、『犬も人も同じで、大人になると面倒で嫌ね』と言ったんです。その時の私はまだ小さかったのですが、その血が犬の下肢から流れたこと、大人になれば人間にも同じ現象が起こること、その時は脱脂綿で拭うことを、見て覚えていました」

「……そうだったの。どんなにか心細かったでしょうね」

　肩を抱くゴードン伯爵夫人の腕に力がこもる。

　そのぬくもりと力強さに、胸のつかえがスーッと外れていくような心地がした。私は温かな腕に身を委ね、これまで誰にも告げられずに胸に堆積していた思いをポツリポツリと語った。

「ところが、それがそうでもないんです。以前、胸当てを望んだ時のお母様の激昂ぶりが、よくも悪くも教訓になっていて。私には、そもそもお母様や侍女になにかを相談するという選択肢がないので、そういった意味では割りきっていましたから」

「……っ」

　ゴードン伯爵夫人は目に涙を滲ませ、声を詰まらせた。けれど肩を抱く腕だけは緩めぬまま、私に人肌のぬくもりを伝える。

　その優しさに気が緩んだのだろうか。私はこれまで誰にも語ったことのない心の内側をゴードン伯爵夫人に打ち明けていた。

「きっと、お母様には私の成長が疎うとましいものだったんですよね……」

　ところが、実際に口にした言葉は私の中でどうしてかしっくりこない。

　なんだろう？　どこか物の本質を見誤っているような、釈然としない、この違和感のようなものは……。

　言葉の途中を不自然に途切れさせ黙り込んでしまった私を、ゴードン伯爵夫人は赤ん坊をあやすみたいな手つきでトントンと抱きしめる。

　――トン、トン、トン。

　私は答えの出ない堂々巡りにいったん終止符を打ち、優しいリズムに身を委ねた。

　すると突然、脳裏にかつての記憶の一片が蘇よみがえる。その記憶の中で、幼い私は右手を母、左手を父と繋いで歩いていた――。




『それで自治会長はなんておっしゃったの？』

『自治会費は地元住民だけでなく、保養で利用する方にも負担をお願いしたいって、そう答えていたよ』

　お父さんとお母さんは、ずっとふたりで難しそうな話をしていた。ふたりの真ん中にいながらも、私はひとりすっかり蚊か帳やの外でつまらなかった。

『そうですか……』

　お母さんが少し暗い表情で頷いて、ここでふたりの会話が途切れる。

『あなた、それなんだけれど実は――』

『ねぇお父さん！』

　難しいふたりの話に飽きていた私は、待っていましたとばかりに、このタイミングでお父さんと繋いだ左手を引きながら声をあげた。

『うん？　どうしたリリア？』

　お母さんの話し出しと私の声が重なったことには気づいていた。だけどお父さんは、腰を低くして私と目線を合わせてくれた。

『お父さん、抱っこして！』

『抱っこか！　よしリリア、おいで！』

　私がねだれば、お父さんはすぐに私に向かって両手を広げた。

『わぁ、高い！　私、お父さん大好き！　私、大きくなったらお父さんのお嫁さんになるー！』

　お父さんの腕に抱き上げられ、私は大はしゃぎで興奮気味に語る。

『それは嬉しいな！』

　お父さんはとろけるような優しい目をして答えた。そうして私は、高くなった視界からなんの気なく横を歩くお母さんを見下ろす。

　お母さんと私の目線が絡んだ。その瞬間、幼い私はピタリと動きを止めた。

『うん？　リリア、ずいぶんと大人しいじゃないか？　あぁ、眠くなってしまったかな』

　私はもう、はしゃぐ気にはなれなかった。問いかけるお父さんの声も、どこか遠く聞こえた。




　――浮かんだ記憶は、たったこれだけ。

　あの時、母は私と目が合うとすぐに視線を逸らした。だけど幼い私の目には、恐ろしい化物でも見たような歪んだ母の表情が確かに結ばれていた。

　ほんの一瞬、脳裏をよぎっただけの記憶。だけど、これまでとは違った切り口から私にものを見せてくれた。今まで考えつきもしなかった、お母様の行動原理が浮かび上がる。

「いえ。どうやらお母様は、単純に私が疎ましいというだけではなかったようです」

　お母様は、お父さんを死に追いやった私のことを憎んでいるのだと、ずっと思っていた。お父さんの時間は八年前で止まったまま、私だけが成長していくことが厭わしいのだと理解していた。

　だけどこうして改めて思い返してみれば、お父さんの生前から、お母様の歪いびつさの片鱗が見え隠れしていた。これらは、単に〝憎い〟〝厭わしい〟という感情だけでは説明がつきにくい。

「お母様はもしかすると、お父さんや義父の関心を買う、私という存在を恐れていたのかもしれません」

　口にして、胸にストンとはまる。それは、パズルのピースがピッタリと合わさるみたいな、収まるべきところに収まったような、そんな心地。

「ご苦労なさったわね」

　ゴードン伯爵夫人は、静かに私を抱きしめて背中を優しくさすった。

「だけど私は、これまで決して苦しいばかりではありませんでした。折に触れ、手を差し伸べてくださる方もいらっしゃいました。深く愛してくれた父や祖父母の記憶もしっかりと胸にあります。改めて思い返してみれば、苦しかった以上に幸福で優しい記憶が多くあることに気づかされます」

「あなたは本当に柔軟でしなやかでらっしゃるのね。それこそまさに一国の王妃として重要な資質だわ」

　果たして私が本当に王妃として立つに足る度量を備えているのかは分からない。

「そうおっしゃっていただけると嬉しいです」

　だけど私は王妃に、なによりも王たるセラヴィンさんの隣に立つにふさわしくなりたい。

「私ね、本当はずっとリリア様のような娘が欲しかったの。ご存知の通り、私には武骨者の息子がいるだけだから」

　ゴードン伯爵夫人は『武骨者の息子』の件で、ヤレヤレと大仰に肩をすくめてみせた。

　いつも優雅な夫人のしたコミカルな仕草に、私は思わず小さく吹き出してしまった。

「なにかあればひとりで抱え込まず、話してくれたら嬉しいわ。大層なことは言えないけれど、悩みを共有して一緒に考えることはできるから、ドンと来てちょうだい！」

　夫人は満面の笑みを浮かべ、ドンッと胸を叩いてみせた。

「私だって夫人のようなお母様がいたらどんなに嬉しいか！　これからは遠慮なく頼らせていただきます！」

　新たな地で、また新しい縁が結ばれる。こんなにも多くの優しさに支えられている私は本当に、果報者だ。




　お妃教育の開始から十日が経った。

　今日と明日、私のマナー教育はいつもの座学ではなく、サロンへの招待を想定した実地訓練になっていた。

　今日は王宮の応接間で、明日は実際に王都にあるゴードン伯爵家を訪問し、より本番に近い状況でおさらいをする予定だ。

　応接間に向かう途中、数部屋手前の談話室の前に差しかかったところで、薄く開いた扉から複数人の話し声が聞こえてきた。

　……あ。これ、セラヴィンさんの声だわ。

　聞き耳を立てるつもりはなかったのだが、中から漏れてくる聞き慣れた声に気づけば、自然と足が止まっていた。

「早急に手を打たねば、復興資金が枯渇する。とはいえ、国民にこれ以上の負担はかけられん。また高位貴族らに寄付を願うしかない」

　……復興資金が、足りない？

　私はそのまま中の会話に耳を澄ませた。

「寄付に頼るのは限界が見えておりますぞ」

「そもそもお前が頭を下げて回ったところで、払わねえタヌキは絶対にびた一文払わねえぜ。エリオット子爵なんかがいい例だ」

　中からはセラヴィンさんのほか、ゴードン伯爵とルーカスさんの声が聞こえてきた。

「それでも目の前で資金が出ていく現状がある。一時しのぎだろうがなんだろうが、先立つ物には代えられん」

「クソッ！　私腹を肥やすことしか考えられねえ業ごう突つく張ばりの貴族共が、いくらかでも出せば状況が違ってくるものを！」

　漏れ聞こえる会話を耳にしながら、私の脳裏には数日前に受けた法律の授業の内容が思い浮かんでいた。

　ニルベルグ王国では、法律で『自然災害などにより国民生活に著しい打撃が生じた時は、これの補填として既存の税に上乗せて臨時徴収が可能』と定められている。

　過去の自然災害において実際にこの法が適用され、人頭税から臨時徴収がなされたこともあった。ちなみにニルベルグ王国では、国民はひとりいくらと国に対して人頭税を負っている。貴族らはこれとは別に領から上がる収入に対し一定額を国に治めるのだが、先の臨時徴収は人頭税にしか課された記録がない。

　ただし、人頭税からしか徴収してはいけない、などの表記はどこにもない。

　――カタン。

「突然すみません」

　いてもたってもいられずに扉から中に向かって声を張れば、全員の視線が一斉に私に集まった。

「あの、今の復興資金のお話ですが、私からひとつ聞いてもいいでしょうか？」

　真剣な話し合いの最中に割って入った私に注ぐ視線は、わずかに険しい。一瞬だけひるんだけれど、ここまできて口をつぐむ選択肢はなかった。

「なんだ、言ってみろ」

「復興財源として領収税に上乗せて臨時徴収をしてはだめですか？」

　セラヴィンさんの許しを得て、胸に浮かぶ思いを打ち明けた。

「なに、領収税に!?」

「そんなのは例がないぞ！」

　告げた瞬間、ルーカスさんとゴードン伯爵は驚きを隠せない様子で互いに顔を見合わせた。

「……いや、例がないだけだ。領収税に課してはならないという表記はない！」

　セラヴィンさんはわずかに考えるような素振りの後、興奮気味に叫んだ。

「はい。そもそもこの法というのが、改革元年の北部大雨災害の際に追加制定されたものですから、自然災害による被害を全国民が等しく負担しようという意図が根底にあったのだと思います。だからこれまでも、すべて人頭税に対して課されてきました。けれどセラヴィンさんのおっしゃるように、これまでに例がないだけで、この臨時徴収を領収税に課してはいけないという表記はどこにもありません」

　三対の目が、射貫くような強さで私を見つめていた。私は緊張にひとつ喉を鳴らし、さらに言葉を続けた。

「現法に則のっとれば、決議は議会での過半数の承認で可能となっています。議員の多くは、セラヴィンさんの王位奪還に際し支持基盤となってくださった方たちですから、議会にかければ過半数に達するのではないかと」

「至急草案を起こし、明日の議会にかける！　アントニオ、さっそく取りかかってくれ」

　セラヴィンさんはスッと表情を引きしめると、ゴードン伯爵に指示を出す。

「ハッ！」

　指示を受けたゴードン伯爵が足早に談話室を後にする。

「そういうことなら、俺も草案作りを手伝おう！」

　ルーカスさんもすぐにゴードン伯爵の後を追う。

「リリア嬢、あんたはすごい！　これならば窮する国民の身を痛めず、貯め込むばかりの貴族共からぶん取れる！　でかした!!」

　ルーカスさんはすれ違いざまにトンッと私の肩を叩き、興奮を隠さずに告げる。このひと言で、緊張でこわばる肩からスッと力が抜けていった。

「お役に立てたならよかったです」

　私の答えにルーカスさんは白い歯を見せて笑い、廊下の向こうに消えた。

　頭上に影がかかり、反射的に見上げれば、セラヴィンさんが真向かいから私を見つめていた。

「草案の仕上げまで政務室に詰めることになる。おそらく今晩は部屋には戻れない」

「はい、今夜は先に休ませてもらいます。頑張ってください」

　しっかりと頷いて答えたが、セラヴィンさんは私を見つめたまま動こうとしない。

「あの、セラヴィンさん？　どうかしましたか？」

「……ルーカスの言葉を借りれば、お前はすごい。それこそ、俺の想定など遥かに超えて。お前ほど王妃として立つにふさわしい者はないと確信した」

　突然もたらされた身に余る評価に、パチパチと目を瞬かせる。

　既成概念というのは、時に人の目を曇らせる。私はかつて故郷の湖沼地帯で、自治会長が自治会費を地元住民のみならず、保養で一時滞在する貴族らからも募ることで財源を維持させた一件を覚えていた。これは当時、自治会費は地元民からの徴収で賄うものと思い込んでいた人々の度肝を抜いた。

　今回の一件もこれと同じで、政治の中心から距離のある立ち位置と習いたての法知識で、たまたま思い至ったにすぎない。

「いえ、これは本当にたまたまなんです。それより、いきなり現れた私の意見にセラヴィンさんが耳を傾けてくださって嬉しかったです」

「果たしてそうかな。俺は今から半年後が楽しみでならない」

　今の私には過ぎた評価。けれどあと、六カ月……。私は王妃にふさわしい能力を備え、セラヴィンさんの隣に並びたい。

「半年後にもそう言ってもらえるように、頑張らなくちゃなりません」

　セラヴィンさんは目を細くして微笑んで、私の目尻の辺りにそっと唇を寄せる。しっとりとした感触とぬくもりに、トクンと胸が熱を持つ。

「あまり根を詰めすぎないように、ほどほどにな」

　耳元で言い残し、セラヴィンさんは談話室を出ていった。彼が消えた後も、私の胸に灯った熱はなかなか引かなかった。




　翌日、ゴードン伯爵邸でマナーの実地訓練を終えた私は、花々が美しい庭園を夫人と共に歩いていた。

「本当にごめんなさいね。明日からの予定と思っていたのに、急に今日の午後から施工開始になってしまって。リリア様をこんなに長く歩かせる予定ではありませんでしたのに」

「いいえ、まったく問題ありません」

　恐縮しきりで頭を下げるゴードン伯爵夫人に、私は慌てて首を横に振る。

　実はゴードン伯爵家は、老朽化した庭の石畳の整備のために明日から業者を入れる予定になっていたのだが、なんの手違いか、急に今日の午後から始まってしまったらしい。

　マナーの実地訓練を終えた時には既に屋敷玄関から正門までが封鎖され、玄関に馬車が乗りつけることはもちろん、正門までまっすぐ歩いて向かうこともできなくなっていた。

「むしろ王宮では部屋にこもってばかりですから、こうやって外の空気を吸いながら歩くのはいい気分転換になります」

「そんなふうに言っていただけると本当にありがたいわ。正門の門番には、リリア様のお迎えの馬車が来たら西門に回ってもらうように言づけておりますから、もう少し散策にお付き合いくださいませ」

　私は夫人と並び、屋敷から庭園を挟んで配された西門に向かって歩を進めた。

「はい。今日はお天気もいいし、庭園のお花もとても綺麗。得をした気分です」

「まぁ！　それはよかったわ」

　私がグッと伸びをしながら言えば、夫人はコロコロと笑った。

　庭園を抜けて西門が近くなると、表からざわざわとした気配が伝わってきた。内容までは分からないが、言い合うような声が聞こえてくる。

　……なんだろう？　私と夫人は、門の付近から聞こえてくる喧けん騒そうに顔を見合わせた。

「ここでお待ちになって」

　夫人はスッと表情を引きしめて言い置き、先に一歩を踏み出して門戸に手をかける。

「騒々しい、何事ですか？」

　夫人は門戸を開け放つと、外に向かって誰すい何かする。

「奥様！」

　門の外に立っていた門番が困惑した様子で夫人を見上げた。

　外には門番のほか、門番に食ってかかる老齢の男と、それを遠巻きに見守る群衆の輪ができていた。私の迎えの馬車はまだ来ていないようだった。

「あんた、ゴードン伯爵の奥方かい？　ゴードン伯爵の帰宅はまだか？」

　門番を押しのけるようにして、男がズイッと前に身を乗り出した。身なりのいい男は、上品とは程遠い不躾な態度で夫人に迫る。

「ええ。主人でしたらまだ議会から戻っておりませんわ。あなた、議員を務めるエリオット子爵ではありませんこと？　本日の議会はずいぶんと閉会がお早かったのですね。……あぁ、よほど議決がスムーズだったのでしょうか？」

　……え!?　この男が議員！

　目の前の男が議員と聞かされて初めて、私は男の剣幕が今日の議会、ひいては臨時徴収に付随するものだと気づく。

「ふざけるな！　あんなふざけた議会の席にいられるか！　お前の亭主はおかしいのか!?　復興大臣だかなんだか知らんが、領収税から臨時徴収しようなどどうかしている！　同じ貴族でありながら、この裏切り者がっ!!」

　激昂した男が懐からなにかを掴み上げ、夫人に向かって腕を振りかぶる。

「危ない！」

　気づいた時には、勝手に体が動いていた。夫人を突き飛ばした直後、こめかみの辺りにゴンッという衝撃と共に鋭い痛みが走る。

「っ!!」

「リリア様！」

　一歩後ろにたたらを踏んで、ジンジンと熱を持つこめかみに手をあてがうと、ドロリと濡れた感触がした。怪訝に思って目の前にかざせば、手が朱色に汚れていた。

　……あ、これは血？　一拍の間を置いて、朱色の液体の正体に思い至った。

　ふと地面へと目線を下げれば、足元に血の付いた木片が転がっているのに気づく。屈んで掴み上げたそれは、議会の投票券だった。私は投票券を握りしめると男の前に進み出た。

「危険です！」

「おやめくださいませ！」

　ゴードン伯爵夫人や門番の男性が慌てて私を止めようとするが、かまわずに男と対たい峙じした。

「な、なんだお前は!?」

「エリオット子爵とおっしゃいましたか。あなたは投票もせずに議会を放棄して帰ってきたのですか？」

「なにが悪い!?　あんな胸むな糞くその悪い議案など聞いていられるか！　陛下は復興大臣の唱える戯たわ言ごとを真に受けて、少しばかり目を曇らせているのだ。投票などせずとも、儂が貴族らから決議無効の署名を集め、陛下に直訴してくれる！　そうすれば陛下も目を覚まされるに違いない」

　エリオット子爵は憤慨を隠そうとせず、居丈高に持論を展開した。

「あなたに議員を名乗る資格はありません。そもそもあなたは大きな勘違いをしています。『同じ貴族でありながら』とあなたはおっしゃいましたね？　違いますよ。王家をはじめ、貴族らが一般の国民よりも優遇されているのは、有事に際し身を挺ていして国の盾になる責を負っているからこそ。その責を果たさずに、己の利ばかりを追求しようとするのなら、議員以前。あなたは貴族位を放棄すべきです」

「小娘！　貴様、黙って聞いておれば馬鹿にしおって！」

　今にも掴みかかってきそうな勢いで叫ぶエリオット子爵を前に、私の心は冷静だった。

「貴族である前に、あなたはニルベルグ王国の一国民ですよ。なにより、国がなくなってしまえば、あなたの権威などこの木片よりもたやすく砕け散ってしまう」

　エリオット子爵は、私が差し出した投票券を乱暴に払った。投票券は弾き飛び、地面に落ちた。

「ふざけるな！　議会のなんたるかすら分からんような小娘が知ったような口をきくでない!!」

　エリオット子爵が怒りを露わにすればするだけ、キンと頭が冷えていくようだった。

「私は議会のなんたるかは分からなくとも、国のなんたるかはあなたよりも分かっているつもりです。王や貴族のために国があるのではなく、国のために王や貴族があるんです！」

　この時、私の口を衝いて出てきた言葉は、教本に書かれている文言とは正反対だった。だけどこれこそが根幹なのだと、エリオット子爵に語りながら私自身の胸にもまた理解が下りていた。

「馬鹿にしおってっ!!」

　激昂したエリオット子爵が掴みかかってくるのをスローモーションで見ていた。だけど不思議と恐ろしさは感じなかった。

　エリオット子爵の手が間近に迫り、来たる衝撃に備えて瞼を閉じる。

　しかし、いくら経っても衝撃は訪れない。ずっと聞こえていた周囲のざわめきも、なぜかシンと静まっていた。

　……なに？

　怪訝に思いながら、つむっていた瞼をゆっくりと開く。

「え！　セラヴィンさん!?」

　開いた目にセラヴィンさんと、その片腕に首を鷲掴みにされたエリオット子爵の姿が飛び込んだ。後ろには、ルーカスさんの姿もある。

　セラヴィンさんは私と視線が合うと、悲壮に顔をクシャリと歪ませた。

「へ、陛下!?　陛下はなにか勘違いをしておられますぞ！　陛下が拘束すべきは、議会のなんたるかも分からぬくせに御託を並べ立てるあの娘でございます！　あの娘は危険思想の異端者ですぞ!!」

　エリオット子爵は息も絶え絶えにセラヴィンさんの腕にすがって訴える。

「黙れ。この者は、王たる俺が唯一の妃と定めた娘。お前ごときがこの者を愚弄するなど、俺が許さん！」

　エリオット子爵の訴えをセラヴィンさんは一刀両断した。纏う空気は、触れれば切れそうなくらいに鋭い。

「な!?　陛下、あなた様はあの娘に騙だまされて――」

「俺は黙れと言ったはずだ。本来ならこの場で八つ裂きにしても足りぬ。だが俺は、リリアの目にこれ以上醜い光景をさらしたくない」

　セラヴィンさんはなおもすがりつくエリオット子爵を虫けらでも見るような目でにらみつけ、低音で告げる。

「連れていけ」

　ルーカスさんに向かい、セラヴィンさんがエリオット子爵を乱暴に押しやった。

　ルーカスさんはセラヴィンさんとひとつ目配せすると、問答無用でエリオット子爵を引っ立てて馬車へと消えた。

「リリア!!」

　セラヴィンさんは私に駆け寄ると、懐から手しゅ巾きんを取り出して傷口に当てる。

「あぁ、よかった！　出血はあるが、あまり深くはなさそうだ！」

「あの、どうしてセラヴィンさんがここに？」

「議会で領収税からの臨時徴収が、途中退席したエリオット子爵以外の全会一致で決議された。真っ先にリリアに伝えたくて迎えに来たのだ。それがまさか、こんな事態になっていようとは……！」

　傷口にあてがわれたセラヴィンさんの手も、背中に回されたもう片方の手も、どちらも小刻みに震えていた。

　震えを隠すみたいにグッと強く抱き寄せられて、セラヴィンさんの厚い胸にトンッと額がぶつかった。そうすれば、胸から響く鼓動がとても速いことに気づく。

「どうか無茶をしてくれるな。お前になにかあれば、俺は――」

　続く言葉は、私の耳には届かなかった。セラヴィンさんが言葉を呑み込んだからなのか、単に私が聞き漏らしただけなのかは分からない。けれど途中までしか聞けなかったセラヴィンさんの思いは、心の奥、深いところを苦しいくらいに締めつけた。

「ごめんなさい、セラヴィンさん。後先を考えない、私の悪い癖ですね。今後はしっかり、考えて行動するようにします」

　広い背中にギュッと両腕を回し、トクトクと駆け足の鼓動に耳を傾ける。セラヴィンさんは私を懐にすっぽりと守るように抱きしめた。

「陛下、こちらでリリア様の手当てをいたしましょう」

　横からかかるゴードン伯爵夫人の声で、セラヴィンさんがゆっくりと腕を解く。

「っ!?」

　その直後、突然セラヴィンさんに横抱きにされて、反射的に逞しい首に腕を回した。

　目を丸くする私に、いつもより近い位置にあるセラヴィンさんの美貌が迫る。額と額がコツンとくっつけられて、鼓動がドクンと大きく跳ねた。

「妃教育よりなにより、その癖をどうか一番に直してくれ。でないと俺の心臓が持たん」

　熱い吐息と共に苦しげに囁かれて、一瞬で頬に朱がのぼる。なんとか首をコクコクと縦に振って答えたけれど、のぼせてしまったみたいに頭の中はふわふわとしていた。

「まるで女神のようだな」

　するとここで、周囲を取り巻く人々の輪からポツリと声があがった。

「うちの亭主は王宮勤めなんだ。あのお方はリリア様といって、陛下の未来のお妃様さ。本当に素晴らしいお方だねぇ」

「なんと!?　あの方がお妃様に！　そりゃあニルベルグ王国の未来は明るい！」

「国王陛下万歳！　ニルベルグ王国万歳！」

　最初にあがった声を皮切りに、方々から湧き上がる歓声と拍手をセラヴィンさんの背中越しに聞いた。

「リリア様、万歳！」

　耳に飛び込んだ私を称える声に、驚きで頭が真っ白になった。

「皆、騒がせたな。今日の来訪は非公式ゆえ、正式なことは言えん。しかし、そう間を置かず俺はこのリリアと共に皆の前に立つことになろう。その時は今のように、この者を温かく迎えてやってくれ」

　セラヴィンさんが足を止め、観衆の輪を振り返って告げた。

　――ワァアアアア!!

　頭の中は白く塗られ、まともに考える隙もなかった。けれど耳をつんざくような歓声に混じる私の名前を聞くにつけ、熱いものがツーッと頬に伝っていくのを感じた。

　私はそのままセラヴィンさんの腕に抱かれて門戸をくぐり、屋敷へと来た道を戻ったのだが、これ以降の記憶は曖昧だ。その後の手当ても、王宮への帰路も同様に、ふわふわとしてあまりよく覚えていない。

　けれど胸に木霊する熱い歓喜は、深く魂に刻まれていた。

　王も王妃も、人々によって生かされるのだ。




　私が王宮に暮らすようになって二週間。その晩も、セラヴィンさんは月が一番高いところを通り過ぎてから寝室に現れた。

「セラヴィンさん、お帰りなさい。お疲れさまでした」

　私が駆け寄って告げると、セラヴィンさんはほんの少し困ったように微笑んで、そっと私の頭を撫でた。

　私を迎え入れるにあたって、セラヴィンさんは大臣をはじめ、王宮勤めの者たちに『妃を迎えに行く』と公言してはばからなかった。側近らに至っては、セラヴィンさんが私を救いたいがために王位奪還を決意したことまで詳細に把握していた。

　だから私はセラヴィンさんに伴われて王宮に来た時から、事実上の王妃として扱われている。

「起きていたのか？　お妃教育の予習で朝が早いんだ、俺を待たずに先に寝てくれていい」

　当然、寝室もセラヴィンさんと同室があてがわれ、最初の晩から私たちはずっと褥しとねを共にしていた。

「そうはいきません！　セラヴィンさんは私よりも早く起きて政務を始めているじゃありませんか。夜だって、毎日こんな時間まで。だけどなにより私が……えぇっと、その……」

　勢い勇むも、続く言葉は羞恥から言い淀よどむ。

「……わ、私が夜のお勤めをしたいのでっ！」

　私が意を決して告げると、セラヴィンさんがなぜか目に見えてガックリと肩を落とした。いつも凛り々りしくスッと上がっている眉も、今は眉尻が下がり、その消沈ぶりが窺うかがえる。

「セラヴィンさん？」

「……いいや、なんでもない。では、さっそく今晩もお勤めを頼もうか」

「はいっ！」

　私は元気よく答えると、意気揚々とセラヴィンさんの上衣に手を伸ばす。まずは首元から順繰りに留め具を外し、肩から上衣を滑らせて両腕から袖を引き抜く。そうしてセラヴィンさんをインナーのシャツ一枚の姿にすると、彼の手を引いて寝台に向かった。

「よしっ！」

　気合を入れ、寝台にのぼる。

　夜のお勤めは、私が想像していた以上に体力がものをいう。初めてセラヴィンさんと褥を共にした翌朝は、筋肉痛で全身が悲鳴をあげていた。

　だけどセラヴィンさんと夜を重ねるごとに、汗をほとばしらせ息を弾ませながら行う行為の一体感と、やりきったという爽快感の虜になっていった。

「さぁ、グイグイいきますよ！　もし痛かったら言ってくださいね！」

「……あ、あぁ」

　いまひとつ反応の鈍いセラヴィンさんを怪訝に思いつつも、私は連日のお勤めで着実に技術を磨いてきているのだから、なにがおかしいはずもない。ならばきっと、彼は連日の激務で疲れているのだ。

「力を抜いて私に身を任せてください。セラヴィンさんとこうして夜を過ごすようになってもう二週間です。私、段々コツが分かってきました。だから今日は、絶対によくしてあげられる自信があります！」

「……そうか。それは楽しみだな」

　……ん？　セラヴィンさんの声が、どことなく苦しそうに感じた。

　とはいえ、今のセラヴィンさんはうつ伏せになって枕に顔を埋めており、そのせいで声がくぐもって変なふうに聞こえているに違いなかった。

「いきますよっ！」

　威勢のいいかけ声と共に、私はバフンとセラヴィンさんの上に覆い被さる。そうして大汗を垂らしながら、彼の腰から肩にかけて、全体をグイグイと揉もみほぐした。




「セラヴィンさんどうですか？」

「あぁ、リリアのおかげですっかり体が軽くなった」

　セラヴィンさんは息を荒くする私の頬をサラリとひと撫ですると、優しく微笑んでそっと肩を押した。そうすれば私は仰向けの体勢で、ぽふんと敷布に横たわる。

「俺は湯を浴びてくるから先に休むといい」

　頭上に影が落ちたと思ったら、額にふわりと柔らかな感触が落ちる。

　触れるだけの額へのキスは、お勤めの終わりとおやすみなさいのサインだ。

「……はい」

　離れていったセラヴィンさんのぬくもりと感触をほんの少しだけ名残惜しく感じながら、そっと瞼を閉じた。

　セラヴィンさんの気配と足音が段々と遠ざかる。お勤めが終われば、セラヴィンさんはお湯を使うために退室する。もう二週間繰り返した、いつも通りの流れ。

　だけど、いつもよりほんの少し寂しい、どこか物足りないと感じるのはどうしてだろう？

　セラヴィンさんの手がドアノブにかかり、ゆっくりと扉を引くのが音で分かった。

「あの、セラヴィンさん」

　セラヴィンさんの姿が扉の向こうに消える前、気づけば私は彼の背中に向かって呼びかけていた。

「なんだ？」

　精悍な美貌の王様が、甘くとろけるような笑みをのせて振り返る。

　なんて綺麗なんだろう。そして、なんて逞しく魅力的なんだろう。

「こうやって夜ごと、お勤めを重ねていたら、いつか私の元にも赤ちゃんがやって来てくれるでしょうか？」

　心から欲しいと思った。こんなにも素敵な男性を父に持つ子を、他でない私が授かりたかった。

「あぁ、いつか俺とリリアの元にやって来てくれるだろう。ただし、俺たちの子はきっと親思いだ。焦らずにタイミングを図って、お前が正式に王妃として立ち、落ち着いた頃にやって来てくれるに違いない」

「セラヴィンさん……」

　聞かされた言葉が胸を詰まらせる。セラヴィンさんへのあふれるほどの愛が、狂おしいほどに私を熱く燃え上がらせる。

「だから、この一件に焦りは不要だ。なにより俺もリリアもまだ十分すぎるほどに若い」

「私、あなたと出会えてよかった。それからもう焦りはありません。だけどやっぱりセラヴィンさんの赤ちゃんは欲しいので、ますますお勤めは頑張らせていただきますね！」

　自ら口にした、淑女にあるまじき破廉恥な台詞。

「お、おやすみなさいっ！」

　私は恥ずかしまぎれにキュッと掛布を引き上げて瞼を閉じた。

「おやすみ。よい夢を」

　セラヴィンさんは優しく言い残し、扉の外に消えた。




＊＊＊




　満たされた思いで寝室の扉を閉めた。

　無邪気なリリア。そして、なににも代えがたい大切なリリア……。

　もちろん、焦る気持ちがないと言ったら嘘になる。綺麗ごとを別にすれば、当然ながら俺にも性欲があり、寝台を共にしながら交接をなせないことは苦しい。

　けれど俺は、彼女と名実共に夫婦となるのは婚儀の後でもかまわないと思っていた。彼女にも語った通り、俺も彼女もまだ若い。この先、夫婦として何十年と共に過ごすことを考えれば、長い人生の中、今いっときの足踏みは決して無駄ではあり得ない。

　今は慣れない環境でお妃教育に励むリリアと心を繋ぐための時間だ。あと半年、狂おしく眠れぬ夜は、愛しい彼女と積み重ねた記憶のひとつひとつを思い返して過ごそう。

「なぁセラヴィン、どうやったら連日連夜のマッサージで赤ん坊が宿ると思えるんだ？　リリア嬢は本当に、成人しているんだよな？　幼すぎやしないか？」

　寝室を出てしばらく進んだところで、暗がりからルーカスがヌッと姿を現して言った。

「聞いていたのか？　無粋だな」

　尋ねながら、しかし気配に聡さとい俺はルーカスの存在に気づいていた。そうしてルーカスが俺と彼女の会話を聞いていただろうことも察していた。

「いや、聞いたってよりは、通りがかったらちょうど聞こえてきた。別に、扉に耳を貼りつけて聞き耳を立てていたわけじゃない」

　ルーカスの弁明に、俺はヒョイッと肩をすくめるにとどめた。

　今さら、俺と彼女の清い関係を隠すことに意味はない。なによりこの二週間で、彼女が男女のことはもとより一般常識といえる部分についても疎いのは周知だった。

「聞き耳うんぬんはどうでもいい。だがルーカス、お前の言う『幼い』は間違っている。リリアは学ぶ機会に恵まれなかっただけだ」

　淑女教育だけではない。リリアの知識は、年齢に応じて親や近親者らから当たり前に教えられるべき基本が省かれてしまっていた。

「そこは間違いねぇな。むしろ彼女は、学ぶ機会を与えられなかったからこそ、見聞きした情報から吸収し自らの手で模索する力が桁違いだ」

　リリアの無知を知り、妃教育を請け負った全員が先行きを不安視した。だが妃教育を始めて二週間、今では教師陣全員が彼女の吸収力に舌を巻いている。

「そうだ。リリアは一を伝えれば、そこから十にまで考えを巡らせる。彼女の潜在能力は常人離れしている」

　乾いた大地が水を吸うように、リリアは教えられた以上を吸収していく。そうして身に付けた知識を消化して、さらに思考を柔軟に発展させる。

「優秀の定義は学力だけではない。なにより学力は後からでも積み重ねられるが、思考力は必ずしもそうではない。リリアはきっと歴史に名を残すほどの立派な妃となるだろう」

「……リリア嬢はもとより、俺はお前がそんな穏やかな表情を浮かべるなんざ思ってもみなかったぜ」

　リリアの話題から、突然ルーカスは俺の表情に話を飛ばす。

「藪やぶから棒になんだ？」

「かつての逃亡中、お前はまるで手負いの獣のように人を寄せつけなかった。追従する臣下らは皆、お前の王位奪還を掲げながらも、お前自身とどこか通じ合えないもどかしさを抱えていた。腐敗した政治に苦しむ地方領主ですら、積極的な意思を示さないお前の擁立に躊躇する者もいた」

　ルーカスが語る、真摯とは程遠いかつての自分の姿は耳に痛く、胸には苦いものが広がる。

　ただしそれも道理で、リリアと再会を果たす前は、俺の王位に対する認識は今とはまるで違っていた。父と兄を奪われ不当に国を追われる俺にとって、王位というのは忌むべき対象でこそあれ、望んで手にしたいものではなかった。

　人は煌きらびやかな見せかけに惑わされがちだが、王の実体はすなわち、骨身を削って国に尽くす奴隷だ。一国の舵かじ取とりは、そう甘くない。事実、俺の知る祖父も父も、己を犠牲にして国の発展のために日夜身を粉にして働いていた。

　それなのに叔父上は富権力に魅入られて、王の座を力で奪う暴挙に及んだ。身内にすら、一国を肩に背負う重責を理解されない……王とはなんと孤独で報われないのだろうと落胆していた。

　そしてなにより、日々の逃亡生活は否応なしに俺の心を荒すさませた。俺にとっては一国の未来より、自分が明日をどう生き延びるかの方が差し迫っていた。そんな状況下にあって、擁立を拒むことこそしなかったが当事者意識は希薄で、まるで他人事のように一歩引いて眺めていたのだ。

「それがリリア嬢と再会し、お前は百八十度も変わった。今では臣下から絶対の信頼を寄せられている。民の生活復興を最優先にした施策を敷き、領主らはもちろん国民からの圧倒的な支持もある。名実共に今のお前は名君で、そして、お前を名君たらしめるのはリリア嬢なんだろう。そういう意味では、彼女こそがニルベルグ王国の〝救国の女神〟と言えるんだろうな」

　ルーカスが続けて語ったのは、予想だにしない俺への肯定だった。そして、リリアに対するまさかの見解。

　先の臨時徴収の一件で、国民の一部がリリアの存在を知った。その者らの中には、彼女を『女神のようだ』と評する者もいたが……。

　物事というのは、すべて捉え方ひとつだ。リリアとの再会を経て、俺は彼女の安寧の暮らしを守るために、なんとしても俺の手で平和な統治を敷いてやろうと決意した。

　王として立ち、彼女が住まう一国の未来を負うことに、もはや躊躇はなかった。王位奪還の原動力が女かと笑う者もいるだろう。しかし俺はそうは思わない。愛した女ひとり守れずに、どうして一国が守れるだろう。

　愛する彼女と、彼女が愛する故郷を守るのは、他の誰でもない俺だ！

　ルーカスの言葉通り、俺を変えたのは彼女だ。そうして俺が名君と評されるのならば、そうさせるのも彼女だ。

「救国の女神とはなるほど、うまく表現したものだ。実にリリアにふさわしい」

　目を細めて語る俺を見つめ、ルーカスがゆっくりと口を開く。

「俺が言うのもおかしな話だが、リリア嬢を幸せにしてやれ。もう一週間も前になるが、突然おふくろが訪ねてきたことがあった。おふくろは俺に泣きながら訴えるんだ。あんなにいい娘が不遇のままでいいわけないってな。理由は明言しなかったが、察するに彼女の苦しい身の上でも聞いたんだろう」

　ゴードン伯爵夫人に涙ながらに訴えさせるほどの苦境……。

　胸がちぎれそうだった。自分が苦しいよりも、愛する誰かが苦しい方が身を切るようにつらいのだとリリアが教えてくれた。

　俺は無意識のまま、固く両の拳を握り込んだ。

「当たり前だ。これまでの苦労など忘れるくらい、俺が誰よりも幸せにする。他の誰でもない俺の手でリリアを幸せにしてみせる」

「そうだったな。こりゃ、余計なお世話だったな。だが、これだけは断言できる。リリア嬢を手にしたお前の人生もまた、幸福にあふれたものになるんだろう」

　幼少時から兄弟のように育ち、共に苦楽を乗り越えてきた同志とも言えるルーカス。そのルーカスからもたらされた祝福は、特別な感慨を伴って俺の胸の深いところにじんわりと沁み込んだ。

「まったく、妬かせてくれるぜ。軍宿舎に戻るつもりだったんだが、興も削がれちまったからな。俺も俺だけの女神でも見つけに行ってくっかな」

　ルーカスはヒョイとひとつ肩をすくめながら軽い調子で口にして、踵を返した。

「……ルーカス、俺からもお前にひとつ助言をしよう。一歩歓楽街に出れば、数多の美女がお前に甘やかに擦り寄って愛を囁き、柔らかに抱きしめて有頂天にさせてくれるだろう。俺もいっときの愛欲を満たす行為自体を否定はしない。だが、真の愛はそこにはない。お前の女神はきっと、そこにはいないぞ」

　俺の言葉に、ルーカスは足を一歩踏み出した状態でピタリと止まった。

　野暮を言うつもりはさらさらなかった。事実、いっときの情事を楽しむだけのつもりなら、娼しょう館かんをはじめとした遊び場はうってつけだ。

　けれど、ルーカスと長い付き合いの俺は気づいていた。先の言葉を口にしたルーカスは、その軽い口ぶりに反し目が真剣だったことに。

「……おいセラヴィン、それじゃいったい、どこで探せばいいんだ？　女との出会いの場は娼館以外にないだろう？」

　俺を振り返り至極真面目に問いかけるルーカスに、今度は俺がヒョイと肩をすくめてみせる。

　不器用と言うのか、なんと言うのか……。

「さてな。そんなのは自分で考えろ」

「って、オイ!?　自分だけ女神を手にして後は知らぬ存ぜぬはないだろうが！　俺にも女神の居所を教えろ！」

　かしましく喚き立てるルーカスに一瞥を残し、俺はかまわず脇を通り過ぎて王宮廊下を進む。

『女神の居所』とは、ルーカスらしい台詞だ。果たして女神と見まみえた時、武骨なルーカスがいったいどんな反応をするのか見物だな……。いつかの未来を想像すれば、自ずと頬が緩んだ。

「女神との出会いは奇跡。そして得がたいからこそ、女神なのだ」

　廊下の角を曲がり、ルーカスの気配が遠くなったところで呟いた。俺の小さな囁きは、聞く者なく夜の静寂に溶けた。










忍び寄る不穏な影




　リリアは持ち前の優秀さをいかんなく発揮し、婚姻式まで一カ月の期間を残して、お妃教育のほとんどを消化させていた。

　既に婚姻式の招待客リストも出で揃そろい、連日、王宮が一体となって入念な準備が進められている。すべてが順調に思えた。

　そんなある日、ルーカスが俺の政務室を訪れた。

「少しいいか？」

　将軍職に従事するルーカスは、日中の日が高い時刻は自ら部下の指導育成にあたっている。そのルーカスが昼前に俺を訪ねてくるというのは、非常に珍しいことだった。

　これが意味するところは、ルーカスが俺やリリアに密接に関わる何某かの情報を入手し、それを伝えるためにやって来たということだ。

「……諜報員がなにか仕入れてきたか？」

　書類から目線を上げて問いながら、今ばかりは俺の予想が外れてくれと願わずにはいられない。婚姻式を間近に控えたタイミングで面倒事は避けたいというのが正直なところだった。

「ご名答だ。デルデ公国へ派遣した諜報員が情報を上げてきた」

　無情にも、ルーカスは俺が想定した中で最悪の答えを返す。デルデ公国という言葉から、これから聞かされる報告がリリアに関係する事案だというのは容易に察しがつく。

　リリアが憂う内容を聞かされることは、俺が苦慮する案件を聞かされるより何倍も胸に重い。内心の落胆は大きかった。

「聞こう」

「端的に言う。リリア嬢の母君が公式文書偽造と横領の罪を犯し、デルデ公国から身をくらませた」

「なんだと？」

　聞かされた内容に、すぐには理解が追いつかない。

「驚くべきはそれだけじゃねぇ。デルデ公国を出た母君は、現在ニルベルグ王国に潜伏している可能性が高い」

　目をみはる俺に、ルーカスはさらに衝撃的な台詞を続けた。

「まず事の発端は、長く床に伏していたリリア嬢の義父の病死だ。母君が後妻だったのは知っているだろう？　子のない母君は財産を継げなかった。だがデルデ公国の法では、故人の遺言書があれば法定内の相続が可能だ。亡くなったスチュワード辺境伯も、母君への相続を記した遺言書を残して逝ったようだ」

「それが偽造だったというのか？」

「あぁ、偽造と分かったのは、遺言に則り財産分与がなされた後だ。当局が気づいて捜索に動き出した時には、母君は国を出た後だった。ちなみに裏も取れてる。捕縛した代筆屋がすべて吐いた。母君が罪を犯したことはもう間違いない」

　……なんということだ。文書偽造だけならまだしも、それによって得た資産を持ち逃げしたとなれば、貴族といえど死罪も免れぬ大罪だ。

「しかしなぜリリアの母親はそんな危ない橋を渡るような真似をした？　仮に夫の資産が相続できずとも、彼女はデルデ公国の伯爵家の出だ。実家を頼れば金銭的な困窮はあり得んだろう？」

「それがどうやら、両親亡き後に当主を継いだ弟から縁を切られていたらしい。母君はこれまでも駆け落ちやなんやで弟と確執が深かった。代がわりで、それが決定的になったようだな」

「実家から縁を切られ、夫の死後の生活に備えて犯罪を決意したか……」

　俺は正直、これをどうリリアに伝えるのが正解か考えあぐねた。いや、もしかすると俺の判断で手を回し、彼女には伝えない選択肢もあり得る。

　彼女にとって、お世辞にも優しい母ではなかった。その母のことで彼女が思い悩む姿は、俺自身、目にしたいものではなかった。

「ルーカス、この件はまだリリアには伏せて――」

　――パサッ。

　背後から上がった物音に、ハッとして振り返る。そうして目にした瞬間、俺はまだ見ぬ神を恨んだ。

　……あぁ、どうして。神の計らいは時に、あまりにも残酷だ。

　内庭に通じるガラス戸の横、はためくカーテンに隠れるようにして、摘み取った花々を腕に抱いてリリアが佇む。その足元には野花が一本落ちていた。

「……リリア」

「セラヴィンさん、今の話をもう一度、はじめから聞かせてください。お母様のことならば、私には知る権利があると思います」

　扉の外に控える近この衛え兵へい含め、俺の政務室には信用の置ける者しか置いていない。そうして彼らは皆、俺の意図を汲み、リリアを丁寧に遇する。

　リリアが政務室に俺を訪ねてくれば、彼らは躊躇なく彼女を室内に通す。とはいえ、彼女が俺の政務室を訪ねてくることは稀で、ルーカスが緊急の報告を上げてくること自体も稀。しかもこの日に限って、彼女は内庭から訪れた。さらに普段閉めきっていることの多いガラス戸は、今は換気のため薄く開け放たれたままになっていた。

　こうしたいくつもの偶然が重なって、彼女は俺たちの会話を耳にしてしまったのだ。俺は内心で重くひと息つくと政務机を立って、戸口で佇む彼女の元へと足を向けた。

「こちらで話そう」

　彼女が抱えた花ごとそっと肩を抱いて、政務室に引き入れる。

「綺麗な花をありがとう。後で花瓶を用意させる。今はいったん座って話そう」

　途中で彼女の腕から花を預かると、政務机の上のラックに立てかけた。そうしてゆっくりと、彼女を奥の応接ソファまで促した。

　ふたりがけの応接ソファの一端に彼女をかけさせて、その隣に俺も並んで座る。ルーカスは俺たちから一歩分の距離を置いたところに立って控えた。

「こちらにも、まだそう多くの情報が入っているわけではない――」

　俺はできるだけ言葉を選び、ルーカスから知り得た情報を伝えた。

　聞き終えたリリアは固く唇を引き結んだまま、俯うつむき加減で膝に置いた拳を握りしめていた。

「ルーカス、まずは母君の所在確認を急いでくれ。状況に動きがあれば、逐一俺に報告を上げてほしい」

　俺はリリアから脇に控えるルーカスに視線を移すと、今後の指示を伝える。そうして俺が目線だけで『ふたりきりにしてくれ』と訴えれば、ルーカスはすぐに察しヒラリと片手を上げて扉に向かう。

「よし分かった、さっそく取りかかろう」

「すまないな」

　扉が閉まると、政務室には俺とリリアのふたりきりになった。

　俺は、ソファの端で小さく背中を丸める彼女にそっと体を寄せた。腕を回し、細い背中を抱きしめる。反対の手は固く握られたままの彼女の拳に重ね、上から優しく包み込んだ。

「ルーカスが人員を厳選し、母君の捜索に向かわせる。じきに所在も知れるだろう」

　リリアの不安を取り払えるよう、努めて柔和に語りかけた。

「なにも心配はいらん。我が国とデルデ公国は、いまだ国交回復の条約締結には至っていない。よって、かつての犯罪人引き渡し条約も現行では効力を持たん。だから母君を発見した後の処遇に関しては、俺の方で母君の不利益にならぬよう取り計らう」

　俺が語ったのは、一国の王としてはあり得ぬ、不当な権力行使を前提にした言葉。けれど躊躇はなかった。

　ただひとり、生涯の伴侶と定めた愛しいリリア。そのリリアの憂いを取り払う〝力〟を俺は持っている。ならばここで使わず、いったいいつ使うというのか……！

「……セラヴィンさん」

　リリアがゆっくりと顔を上げる。その顔には苦渋が色濃く滲んでいた。

「お母様の処遇については、今はいったん保留にさせてください」

「保留？」

　彼女の口から飛び出した、不可解な台詞。俺が怪訝に反復すれば、彼女は重く頷いた。

「その計らいというのは察するに、デルデ公国での罪は不問のまま、母にこの国での新たな身分を偽装するとか、そういった類ですよね？」

　言い当てられたことに驚くと同時に、俺はリリアの頭の回転の速さに内心で舌を巻いていた。

　まさか彼女が真っ先にその発想に行き着くとは思っていなかった。そうして改めて目の当たりにした彼女の優秀さが、不謹慎にも嬉しいと感じた。

「それはセラヴィンさんにとって、あまりにもリスクが高い。あなたの不利益にしかなりません。なにより、王としての公正さを曲げることです。将来王妃となる私が、それを知りながら甘え、願っていいものではありません」

　俺はリリアのことをよく分かっているつもりでいた。不当に優遇されるのをよしとせぬ、清らかな心根もよく知っているはずだった。

「……けれど、母は私にとって唯一の肉親であることも事実で。だから、お母様の言い分や主張を聞いた時に、その計らいを絶対に願わないとは言いきれなくて。なのでずるくも保留と、……都合のいいことを言ってすみません！」

　それでも今、面と向かって告げられた台詞は、驚きを伴って俺の胸を熱くする。

　リリアはなんと思慮深く、そして深い懐を持つのだろう。

　改めて彼女に尊敬の念が湧く。

「なにがずるいものか。リリアほど公明正大な心で物事を見通し、行動できる者がどれだけいるか。そうして肉親への情はそう簡単に切り捨てられるものではないと、俺自身、身をもって知っている。お前の言った保留の意味、よく理解した。母君の処遇に関しては結論を急がずに、共に納得のいく決着を考えよう」

　俺はかつて叔父上に父と兄を奪われ、俺自身も命を狙われた。けれど幼い日に、叔父上の大きな手に頭を撫でられたこともあったのだ。

「ありがとうございます」

「では、ひとまずこの件は終わりだ。報告が上がってくるのを待とう。それからせっかくだ。今日は俺と昼食を共にしないか？」

「もちろん喜んで！　あ、だけどセラヴィンさんは、お忙しいんじゃ……？」

「なに、ちょうど切りのいいところだったんだ。それにいくら政務が忙しかろうと、俺は妻との昼食時間くらいは融通する。王とて、そのくらいの自由はあって然しかるべきだ。では行くか」

「はい」

　俺が手を取れば、リリアはふわりと微笑んだ。




＊＊＊




　お母様の処遇について、私が申し出た〝保留〟。あまりにも虫のいい訴えにもかかわらず、セラヴィンさんは共感し、賛同を示した。あまつさえ、『共に納得のいく決着を考えよう』と、そう言ってくれた。

　愛しい思いが、幾重にも折り重なって胸に積もる。心は、セラヴィンさんへの愛で苦しいくらいに満たされていた。

　セラヴィンさんと手を取り合って政務室を後にする。

「今日はリリアと共に昼食を取る。食堂にふたり分を用意してくれ」

　政務室を出てすぐに、セラヴィンさんが外に控えていた侍従に告げる。

「かしこまりました」

　侍従は柔和な笑みで頷くと、足早に厨ちゅう房ぼうの方向に消えた。

「急なことで、厨房の方たちには申し訳なかったですね」

　私は普段、昼食をゴードン伯爵夫人や他の教師の先生方と一緒に取ることが多い。

　一方のセラヴィンさんはというと、政務の合間に軽食をつまんだり、そもそも昼食自体を取らなかったりと、規則正しく昼食を取ること自体が稀なようだった。

「なに、夫婦ならば本来はこうして毎食を共にする方がむしろ自然と言えよう。今はどうしても国政にかかりきりになってしまっているが、婚姻式後にはきちんと調整する。俺は食事も含め、夫婦の時間はきっかりと持つつもりだ」

　セラヴィンさんを見上げれば、柔らかな光をたたえたブルーグリーンの双眸とぶつかった。

「……セラヴィンさんは魔法使い？」

「なんだって？　すまんが、よく聞こえなかった」

　私が小さく呟けば、セラヴィンさんがキョトンとした顔をして聞き返す。

「いえ、セラヴィンさんとお昼ご飯が食べられて嬉しいなって、そう言ったんです」

「そうか」

　私が答えれば、セラヴィンさんは納得した様子で微笑んで頷いた。

　まるで幸福のただ中を歩いているようだった。この幸福に私を誘うのはセラヴィンさん。彼といると、いつだって私の胸は温かで優しい思いで満たされる。

　セラヴィンさんの一言一句、微笑みも眼差しもすべてがまるで幸せの魔法のよう。だからセラヴィンさんは、魔法使い。私をとびきりの幸福に導く、私だけの魔法使いだ。




　食堂に着いた時には、既に食卓に二名分のカトラリーが用意されていた。私とセラヴィンさんは各々、用意された席に着いた。

「失礼いたします」

　私たちの着席を見計らい、さっそく給仕係が前菜を手にやって来る。

　私はこんなふうに一品ずつ順序立てて供される料理の存在を、八歳まで知らなかった。

　お母様の実家の伯爵家で初めて提供を受けた時、私は豪華さに驚くよりも、その窮屈さに辟易した。『あれはだめ』『これはだめ』と厳しい祖母の叱責を受けながら食べる豪華な料理を、私はこれっぽっちもおいしいとは思わなかった。なにより、そんな状況で取る食事はまるっきり食べた気がしないのだ。

　すっかりマナーが身についてからもこの感覚にあまり変化はなかった。もっとも今では、前菜から順番に供される料理の真意は腹を満たすことではなく、それ自体が社交なのだと理解している。要するに、長い時間をかけてゆっくりといただく昼ちゅう餐さんや晩餐は、会話を楽しむための興なのだ。

「やはり、こういった堅苦しいのは馴染まんな。確かに味はよいのだが、食った気がしないのが不思議なところだ」

　向かいから聞こえた台詞に、フォークとナイフを持つ手が止まった。一瞬、私の心が声になったのかと危ぶんだ。それくらい、セラヴィンさんが語った言葉は私の心をそのまま反映していた。

「……驚きました。それに、なんだか少し意外です」

「そうか？」

「はい。だってセラヴィンさんは、そもそもの生まれからして高貴です。こういった料理に馴染みきっているものだと思っていました」

「父が存命の時分、そういった暮らしに当たり前に身を置いていたことは事実だ。だが、十四歳からの逃亡生活では満足に食料が調達できず、草の根を噛んで凌しのいだこともあったのだ。そんな状況にあって、潤沢な量の温かいスープはなによりのご馳走だった。そして、そのスープはどんな美食も及ばぬほど舌に甘く、臓腑に染み渡った」

　セラヴィンさんは懐古に目を細め、ゆっくりとした口調で語った。

「どうやら俺は、七年に及ぶ逃亡生活ですっかり粗食が馴染みきったようだな」

　セラヴィンさんは苦笑と共に、こんなふうに締めくくった。

　私もかつて、空腹にキリキリと痛む胃腑を押さえながらトンボ玉をしゃぶってみたことがある。だけど少なくとも命の危険に怯えて過ごす状況ではなかった。

　私は本当の意味で、セラヴィンさんが過ごした逃亡生活の苦しさを理解することはできない。それでも、血の繋がった叔父さんに父兄を殺されて、自らも命を狙われながら七年もの逃避行に身をやつす……。セラヴィンさんの苦しみを思えば、目に熱いものが滲んだ。

「セラヴィンさん、私はこれまでずっと神様を恨みながら生きてきました。状況の苦しさに神様の所業を恨みました。だけど今、私は神様に感謝してもしきれません。セラヴィンさんを生き永らえさせてくださった神様に、心からの感謝を捧ささげたいです」

　まなじりで極限まで膨らんだ涙がホロリとこぼれ落ちる。私は慌てて俯き、手の甲でそっと拭った。

　すると、頭の上にポンッと温かな手の感触が落ちる。ハッとして見上げれば、いつの間にかセラヴィンさんがすぐ横に立ち、とろけるように優しい笑みで私を見つめていた。

　頭頂に置かれた手が、こめかみから頬をゆっくりと撫でる。そうして手のひらで優しく頬を包み込むと、その指先でまなじりに溜たまる涙を拭う。

「お前はどこまでも温かい」

　セラヴィンさんの指は、反対の目元もそっと拭って、ゆっくりと離れた。

「お前といると、まるで俺という存在までが清らかに洗い流されていくような心地がする。真の救いは実体のない神ではない。お前という存在が俺を生かす。お前が俺をこの場所まで導いたんだ」

「セラヴィンさん……」

　逞しい腕が回されて、広い胸にすっぽりと抱きしめられる。私はセラヴィンさんのぬくもりに身を委ねた。

「ずっとこうしていたいところだが、仕方ない」

　セラヴィンさんが扉の方向にチラリと目線を向けると、吐息と共に小さくこぼした。

「飯にするか。いつまでも給仕の者を扉の向こう側で立たせておくのも気の毒だ」

　え？　セラヴィンさんの言葉を怪訝に思い、その目線の先を辿る。

　見れば食堂の入口で、給仕係と思しき数名が所在なさげにこちらに背中を向けて立っていた。

「っ！　せっかくのお料理が冷めてしまう前に食べましょう！　きっとそろそろメインが届きますよ！」

　弾かれたようにセラヴィンさんの腕から脱すると、私はこれ見よがしな咳せき払ばらいの後、わざと声を大きくした。

　セラヴィンさんはクツクツと肩を揺らしながら、最後にトンッとひとつ私の頭を撫でて向かいの席に戻っていった。

「そうだな。せっかくの料理だ。温かいうちに食うとしよう」

　セラヴィンさんが席に着けば、訓練された王宮の使用人らは何事もなかったように給仕を再開させた。

　目の前に供されたメインのお皿。しかし綺麗に盛りつけられた柔らかそうなお肉を前にしても、私の心は浮き立たない。

　セラヴィンさんは『ずっとこうしていたい』と言った。だけど本当は、私こそがそれを望んでいたのだ。セラヴィンさんがくれる優しい抱擁の方が、何倍も私の心を有頂天にさせる――。

「リリア！　料理に手をつけるな!!」

　セラヴィンさんが突然、肉を刺したフォークを放り出し、私に向かって叫んだ。

　その声の鋭さに、私のフォークを持つ手がビクンと跳ねる。驚いてセラヴィンさんを見れば、怖いくらいに真剣なブルーグリーンの瞳とぶつかる。私はギシギシと軋むような動きで、今まさに口に運ぼうとしていたフォークを置いた。

　セラヴィンさんは力強く頷いて、足早に入口に向かった。

「全員、その場を動くな!!　近衛兵、至急厨房に向かい、すべての作業を中断させろ!!　現場はいっさい手を加えずに保存せよ!!」

　配備についていた近衛兵に、セラヴィンさんが鋭い指示を飛ばす。

「陛下、いったい何事でございましょう!?」

　騒ぎを聞きつけて、近衛隊長がセラヴィンさんの元に駆けつけた。それを皮切りに、王宮幹部らも続々と食堂に集まってくる。

　私は突然の事態に、まるで理解が追いついていなかった。セラヴィンさんを中心に幹部らの人の輪が段々と膨れていくのを、茫ぼう然ぜんと眺めていた。

　その中では、真剣な様子で何事か話し合いがされているようだった。

「リリア」

　人だかりが割れて、セラヴィンさんが私の前に進み出る。

「あの、いったいなにがあったんですか？」

「メイン料理の肉に毒が盛られていた。舌先に触れた肉から、微かに毒特有の刺激を感じた。かつて俺が馴らした致死性の毒に間違いない」

　……毒!?　喉の奥がヒュッと小さく鳴った。

「体は大丈夫ですか!?　苦しかったりはしませんか!?」

　私はセラヴィンさんの腕を掴み、その目を見上げて矢継ぎ早に問いかけた。直接毒を舐めてしまった彼の体調が気がかりでならなかった。

「心配いらん、俺にとってこの程度の毒はまるで問題にならん」

「よかった！　セラヴィンさんに何事もなくてよかった！」

　セラヴィンさんの答えに、私は胸を撫で下ろした。

「っ!?」

　次の瞬間、私はセラヴィンさんの懐に抱かれていた。近衛隊長や王宮幹部らをはじめ、今は先ほどとは比較にならない多くの人が食堂にひしめいていたけれど、彼ははばからず私を抱きしめて離さない。

「それは俺の台詞だ。お前が無事で本当によかった。俺が気づいたからよかったようなものの、あのまま口にしていれば……」

　セラヴィンさんはあえてその先を続けなかった。だけど聞かされずとも、続く言葉は明白だった。

　セラヴィンさんの声があと一瞬でも遅れていたら、私は……っ！

　ぞわりとした恐怖に背筋が凍る。心臓が断末魔の悲鳴みたいにけたたましく打ちつけていた。

　セラヴィンさんが私を抱く腕に力を込める。私はギュッと逞しい胸にすがった。

「でも、セラヴィンさんが毒に体を馴らしていたのが不幸中の幸いでした。犯人は、それを知らなかったようですが……」

　私はセラヴィンさんの胸の鼓動を聞きながら、あえてその先を考えることを放棄する。彼が無事でいてくれたこと、今はただ、この一点を神様に感謝した。

　けれど私の言葉に、彼は重く押し黙ったまま答えない。

「どうかしましたか？」

「……ここは現場保持のために封鎖する。いったん部屋に場所を移そう」

　セラヴィンさんは近衛隊長に目配せすると、私の肩に手を添えてそっと促す。

「あ、はい……」

　セラヴィンさんはまるで、私を懐に守ろうとでもするように肩を抱く手にギュッと力を込めた。

　私は彼に半ば抱えられるような格好で食堂を後にした。




「リリア、聞いてくれ。この犯行は俺を害する意図でなされたものではない。おそらく今回の犯行で狙われたのはお前だ」

　自室に戻り、しっかりと扉を閉じた後にもたらされたセラヴィンさんの第一声。

「私が……っ!?」

　予想だにしない言葉に驚き、呼吸の仕方を忘れた。

　なぜかは分からない。だけど私は、自分が命を狙われるという現実にまるで思い至っていなかった。

　それはもしかすれば、一カ月後に迫る立りっ后こうに対し、私の中でまだ認識の甘さがあったのかもしれないし、覚悟と自覚が伴っていなかったからかもしれない。とにかく、私の想像力が足りなかったことは間違いなかった。

「……そうだったんですね」

　けれど、少し冷静な頭で考えればすぐに分かる。あの料理は、そもそも私の昼食を想定して作られたものなのだ。セラヴィンさんはたまたま同席したにすぎない。

　ならば、狙われたのは私だ……。

「どうして私は考え至らなかったんでしょう。冷静に考えれば、平民出身の私とセラヴィンさんの結婚を快く思わない人がいるのは当然ですよね」

「……果たしてそうだろうか」

「え？」

　ところがセラヴィンさんは私の見解に眉間に皺を寄せ、考え込む素振りを見せた。

「我が国は貴族至上主義のデルデ公国とは違う。歴史を紐ひも解とけば、王族にも過去に数人、民間出の妃がいる。もちろん形式的にはいったん養子の形を取り、身分を整えて嫁いでいるが、王宮に近しい者ならばそんなことは周知だ。今さら民間出身の妃がひとり増えたところで目くじらを立てる者がいるとも思えん」

　実はセラヴィンさんとの婚姻にあたり、あくまで形式上ではあるが、私も一カ月ほど前にゴードン伯爵家の養子となっている。同様にセラヴィンさんからは、ニルベルグ王国が身分にわりあい寛容であること、前述のように過去には民間出身の妃も存在することも聞かされていた。

「とにかく、今はまだ状況がなにも掴めていない状態だ。少し窮屈に感じるかもしれんが、お前の身辺警護を徹底する。必ず俺や侍女、護衛の兵士らと行動を共にし、単独での行動は避けてくれ」

「分かりました」

　重く告げられたセラヴィンさんの言葉に、私はしっかりと頷いた。

「わっ!?」

　突然、セラヴィンさんが私を胸にキュッと抱きしめたと思ったら、大きな手でトントンと背中を撫でた。

「こうして俺が一日中守ってやれればいいのだが。そうすれば俺が何なん人ぴとたりとお前に寄せつけない」

　セラヴィンさんが口にした冗談に驚いて、私はパチパチと瞬きを繰り返した。

「リリア」

　セラヴィンさんが腕を緩め、少し隙間を作って上から私を覗き込む。

　私と彼の目線が絡んだ。まっすぐに私を見つめる瞳の強さにドキリとした。

「今の言葉は軽口や冗談ではない。俺の紛うことない本音はそれだ」

　頬にカッと朱がのぼる。この瞬間、私は不謹慎にも喜びを感じていた。

　命を狙われる恐怖すら凌駕して、セラヴィンさんの愛が私をあふれるほどの幸福で包み込む。

「とはいえ、俺の状況がそれを許してはくれんのだがな。名残惜しいが、そろそろ現場検証に向かわねばならん」

　セラヴィンさんは心底残念そうに、ホウッと小さくため息をついた。

「私はもう大丈夫です。だからどうぞ、戻ってください。皆があなたの指示を待っていますから」

　セラヴィンさんの愛に触れて、私の心はすっかり綻んでいた。だから今度は私が彼の背中に腕を回して、トントンッと優しく撫でて伝える。

　私たちは柔らかに抱き合って、互いのぬくもりを分けた。

　しばらくして、セラヴィンさんが惜しむように抱擁を解いた。ところが、すぐに扉に向かおうとはせず、おもむろに自身の襟元を探り始めた。

「お前が持っていてくれ」

　セラヴィンさんが首から外して差し出したのは、トップに円形の銀細工が下がったペンダントだった。

「ペンダントですか……？」

　両手で受け取ったペンダントは、かなりの重さがあった。それもそのはず、ただの飾りにしては銀細工がずいぶんと大きい。

　その銀細工に小さな取っかかりがあるのに気づく。

「もしかしてこれは、中になにか入っていますか？」

　おそらくこの銀細工は物入れになっていて、ここから開くようになっているのだ。

「あぁ、とても大切な物を入れている。俺にとってなによりも強力なお守りだ。これのおかげで今の俺がある。だから今度はお前がお守りとして持っていてくれ」

　取っかかりに爪をかけ、今まさに開けようとしていた私は、彼の言葉で銀細工からそっと手を離した。

「開けんのか？」

　セラヴィンさんは少しだけ驚いたように私を見た。

　彼の先の言葉は、決して中を見るのを止める意図で語られたものではない。だけど私に開ける意思がなくなった。お守りの中身を知ろうとするのが無粋に感じたのもあるが、それ以上に中身を知ることが私にとってさほど重要ではなくなったからだ。

「見なくとも十分に伝わります。これにはセラヴィンさんの思いがいっぱいに詰まっている。……なによりのお守りです」

　私は大切なお守りをキュッと胸元で抱きしめた。セラヴィンさんは眩しそうに目を細め、私を見つめていた。

「お前は本当に清らかで、そして温かいな」

　セラヴィンさんはそう言うと、私の手からそっとペンダントを取り上げて首にかけてくれる。

「名残惜しいが行ってくる。夕食はまた一緒に取ろう」

「っ」

　セラヴィンさんは唇に触れるだけのキスを残し、足早に扉へ向かう。

「カエラ、後を頼んだ」

「かしこまりました」

　セラヴィンさんは控えていたカエラ女官長に言い残すと、今度こそ部屋を後にした。

　パタンと扉が閉まり、セラヴィンさんの足音と気配が遠ざかる。すると直後、私の体がカタカタと震え出す。

　……私を殺したいと考える誰かがいる。

　セラヴィンさんの腕の中で一度は遠ざけた思考だった。彼といる時は抑えられていた不安や恐怖。彼がいなくなり、封じ込めていたそれらの感情がじわじわとあふれ出すのを感じていた。

『どうしてあの人がお前を助けて死ななければならなかったの？　私の大切なあの人を返してよ、この人殺し』

　突如、脳内に響き渡ったお母様の怨嗟の声に、ズンッと胸を撃ち抜かれたような衝撃が走る。

　……いいや。もしかすると私は命を狙われる以前に、そもそも今こうして生きていること自体がおかしいのだろうか？

　不安や恐怖といった負の感情が及ぼす作用は大きく、じわじわと健全な心を蝕む。それらは容赦なく、私をかつての記憶の彼方へと引きずり込む。

　だって、お父さんの遺言すら守れずに、お母様を不幸にしたまま私が生きているのはおかしい。

　――トクン！

　その時、胸に下がるペンダントに、ふいに熱が灯ったように感じた。

　弾かれたように手を当てれば、不思議なことに無機質なはずの銀細工が確かにぬくもりを伝えていた。

　……あぁ、そうだ。こんなのは弱い心が見せる、ただの妄念だ！

　私はペンダントを固く握りしめ、弱い己の心を打ち払うかのようにきつく前を見据えた。

　しばらくしてそっと手を解くと、トップの銀細工ごとペンダントをドレスの襟の中にしまった。セラヴィンさんのお守りは寸分の違和感もなく素肌に馴染み、スッと私の胸に落ち着く。

　ドレスの上から触れてみれば、扉の向こうに消えたはずのセラヴィンさんのぬくもりを感じた。彼との一体感が、深い安堵を生む。

　セラヴィンさん、ありがとうございます。このお守りにさっそく守ってもらいました。

　私はホッとひと息つくと、疲れきった体を力なくソファに沈めた。




＊＊＊




　リリアの部屋を出た俺は近衛隊長らと合流し、厨房内の現場保持と検証の指揮を執った。

　調理と配膳に関わった職員は、既に厨房に併設する職員控室に集められていた。俺はその中で、ひとりの給仕係の動向を注視していた。

「近衛隊長」

　声を低くして近衛隊長を呼びつける。

「配膳ワゴンで料理を運んだ給仕係の男から目を離すな。それから奴のボディチェック、聴取は慎重にあたれ」

「はっ」

　近衛隊長は俺の指示に驚いた様子を見せなかった。ここまで共に数々の修羅場を切り抜けてきた近衛隊長も、男に対して感じるところがあったようだ。

　俺は不審な言動をする者がいないか、近衛兵による聴取の進捗を注意深く見守った。

「セラヴィン様、給仕係の男のボディチェックと聴取が終了いたしました。所持品からはなにもそれらしいものは発見できませんでした。聴取に関しても同様です」

「そうか。引き続き、男の動きを注意深く監視しろ」

「はっ」

　近衛隊長からの報告を受けながら、俺にはどうしても男がシロとは思えなかった。

　――ポーン、ポーン。

　振り子時計が時を告げる。気づけば、事件のあった昼からあっという間に夕刻になっていた。

「セラヴィン様、使用人用の厨房から知らせがありました。二名分の夕食が別室に整い、既にリリア様にもお伝えいたしました」

「そうか、すぐに向かおう。ご苦労だった」

　俺は現場の指揮を近衛隊長に任せ、リリアが待つ夕食の席に向かった。




「お疲れさまです」

　夕食場所に指定していた応接室に行くと、リリアは既に席に着き俺を待っていた。

「すまん、待たせてしまったか」

「いえ、ちょうど今来たところです」

　俺の着席を見計らい、すぐに料理が運ばれてきた。目の前に置かれた料理は、想像よりもずいぶんと凝って見えた。

「なんだ、使用人らと同じでかまわんと言っておいたはずだが？」

　厨房を現場検証で封鎖したため、今日の俺たちの夕食は急きゅう遽きょ使用人用の厨房で調理されることになった。俺は人手の足りない状況で手間をかけさせぬよう、あらかじめ使用人らと同じメニューでいいと伝えていた。

「食材自体は同じでございます。ただ、食べやすいようにと、料理長が盛りつけに少々アレンジを加えたようでございます」

　俺の問いに、給仕の女官はほんの一瞬だけリリアに労しい目を向けて答えた。

　……なるほど。同じ食材も、このようにハーブやスパイスを多用して盛りつけるとずいぶんと目に楽しい。華やかな料理でリリアの食が少しでも進みやすいようにとの料理長の心遣いに違いなかった。

「そうだったか、料理長に礼を伝えておいてくれ」

「本当に綺麗で、食べるのがもったいないくらいです。私からもよろしくお伝えください」

　リリアはそう言って、微笑んでフォークとナイフを手に取った。

　しかしその微笑みとは裏腹に、リリアの食の進みは目に見えて鈍かった。そうして食事の途中、ついに彼女は口元を押さえ、フォークとナイフを置いてしまった。

　ほんの数時間前に料理に致死性の毒が仕込まれていたのだから無理もないとは思いつつ、俺はリリアが心配でならなかった。

　……こうも食が細くては体が持たない。

　俺はおもむろに自分の皿のサーモンのムニエルをひと口大に切ると、フォークにのせてリリアの口元に差し出した。

「リリア、バターで香ばしく焼き上がってうまい」

　リリアは目の前に差し出されたフォークを見つめ、キョトンと目を丸くした。

「これはぜひとも食べておかないともったいないぞ。なにせ、かつて俺が逃亡生活中に惚れ込んだスープに勝るとも劣らない、いい味なんだ。どうだ、味だけでも確かめてみないか？」

　俺が努めて明るく言えば、リリアはクシャリと笑った。

「ふふふっ。それはぜひ味わっておかないともったいないですね」

　そうして意を決したようにゆっくりとフォークに唇を寄せる。そのままパクリと頬張って、ゆっくりと噛みしめる。

　俺の手からリリアが料理を口にする。たったこれだけのことが俺をそわそわと落ち着かなくさせ、心を高揚させた。

「……本当。香ばしくて、おいしいです」

　リリアがコクリと嚥えん下げして、俺に向かって笑う。

「そうか！　よし、もっと食べろ」

「え!?　い、いえ！　私、自分で食べられますから」

　さらにムニエルを取り分けようとする俺に、リリアが少し慌てた様子で待ったをかける。

「そうか」

　切り分ける手を止めながら、内心では少し残念に感じていた。

　リリアはそんな俺を横目に、さっそく自分の手にナイフとフォークを握ると、丁寧にムニエルを切り分けて口に運ぶ。

　それを見れば俺の心もすっかり軽くなり、自分の食事を再開させた。

「……不思議ですね、料理は確かにおいしいです。だけどさっき、あんなにもおいしいと感じたのは、もしかしたらセラヴィンさんに食べさせてもらったからかもしれません」

　料理を飲み込んで、リリアがポツリと小さくこぼす。

　リリアの呟きは、否応なしに俺の胸を熱くした。

「やはり俺が食べさせてやる！　なに、遠慮はいらんぞ。ほらリリア、あーんだ」

　俺は、今まさに口にしようとしていたフォークをリリアに向かって差し出す。ムニエルを手に再び身を乗り出してみせる俺に、リリアは両腕を突っぱねて首を横に振る。

「ちょ、セラヴィンさん!?　小さい子供じゃあるまいし恥ずかしいですから！　もう、セラヴィンさんってばからかって……」

　リリアがクスクスと笑いながら、頬を膨らませる真似をする。そんな些さ細さいな仕草が苦しいくらいにかわいい。

「別にからかったわけではないのだがな……」

　突っぱねられてしぶしぶ手を引っ込めたけれど、俺はリリアが望むならすべての料理を喜んで手ずからその口に運ぶ。しかしこれ以降、俺が手を出さずともリリアはメインの皿を綺麗にたいらげ、最後のデザートまでを完食した。

「セラヴィンさん、ありがとうございます」

　食後のコーヒーを飲んでいると、リリアが唐突に口にした。

「なんのことだ？」

「食事です。本音を言うと、食べることが怖かったんです。少しでもお昼の一件に考えがいってしまうと全然食欲も湧かなくて……。きっと、ただ『食べろ』って言われていたら食べられませんでした。だけどセラヴィンさんはそうじゃなかった。あなたのおかげで食べられました」

「……そうだったか。だがリリア、難しいとは思うが食事に関して必要以上に神経質にならないで大丈夫だ。相互監視の仕組みを整え、安全管理の徹底を図った。昼食のような事態はもう起こらん。それでももし昼間のことを思い出して食べられないと思ったら、無理に食わんでいい。その代わり、次の食事には必ず俺を誘ってくれ。俺と一緒に食おう。なに、また俺がいくらだって食わせてやるさ」

「ふふっ、そうですね。それじゃあ、遠慮なく誘わせていただきます。ただし、私がセラヴィンさんを誘う時は、あなたが政務に集中するあまり食事を忘れている時です。だって私、もう食事に怖さはないんです。きっと、あなたが大丈夫って言ってくださったからですね」

　リリアがはにかんだ笑みで答えた。

　その笑みのあまりの眩さに、俺はそっと目を細くした。

　けれど、その笑みが眩ければ眩いほど、俺の胸には苦いものが広がる。この笑みに影を差すつらい現実がどうかこれ以上降りかかってくれるなと、今はリリアの胸に移ったお守りに願わずにはいられなかった。




＊＊＊




　毒物混入の発覚直後から、王宮は外部との人や物、情報といったすべてのやり取りを中止し、事実上の封鎖状態になった。それは妃教育を担う教師も例外ではなく、状況が落ち着くまでの数日間、私の授業も中止が決まった。

「授業の中止はいい機会ね。リリア様はここまで連日休みなしで励んできたから、少し羽を伸ばしてゆっくりしろと、きっと天からの啓示だわ」

　朝から同室に控えてくれているゴードン伯爵夫人が柔らかな笑みを浮かべて言った。

「決して休みなしというわけではありませんでしたが……。だけどそうですね、日中にこんなふうに自由な時間を過ごすのは確かに久しぶりです」

　ゴードン伯爵夫人は毒物混入が発覚した当時、王宮内の居室にいた。そのため、事件以降もそのまま王宮内にとどまっている。

　護身術にも明るいゴードン伯爵夫人は、まるで私を守ろうとするように、多くの時間を私の側で過ごしてくれていた。授業以外でも親しく交流させてもらい、気の置けない関係のゴードン伯爵夫人が侍女に代わって同室に控えてくれることは、とてもありがたかった。

「よかったら人気の物語本など持ってきましょうか？」

「……いえ、せっかくですが物語はまたの機会にします」

　わずかな逡巡の後、私はゴードン伯爵夫人の申し出に首を横に振った。

「それじゃあ、私は奥で刺し繍しゅうをしているわね。もしなにか入用の物などあれば、遠慮なく言ってちょうだいね」

「はい、ありがとうございます」

　ゴードン伯爵夫人が刺繍道具一式の入ったバスケットを手に奥のソファへ向かうと、私は文机に足を向けた。文机の椅子に腰かけ、引き出しから便箋を取り出してペンを取る。

　手紙の相手はスコット子爵夫人だ。

　デルデ公国を出る時に約束した通り、スコット子爵夫人とは定期的に手紙のやり取りを続けている。したためるのは日々の暮らしに関する内容がほとんどで、たまにお妃教育に対して泣き言を漏らしてみることもあった。

　今日の手紙は時節の挨拶から書き始め、次いでその後の体調を問う。二週間前にもらった手紙の中で、夫人が風邪をひいたと書いていたからだ。

　二週間が経って、よくなっているといいのだけれど……。

　そうしていつも通り、終盤に差しかかってきたお妃教育のことなど近況を綴つづれば、便箋一枚があっという間に文字で埋まる。

　特別に伝えたいこと、相談したいことがなければ、普段はこれで手紙を締めくくる。けれど今日は、迷わずに便箋の二枚目を取り出す。私は、スコット子爵夫人にお母様との関係について聞いてもらいたかったのだ。

　再び右手にペンを握る。しかし、いざ書き出そうとするとペンを持つ手が止まった。いったんペンを置き、目を閉じてホウッと大きくひと息ついた。

　瞼を開くと、私はゆっくりと綴り始めた。心の奥底に重く堆積していた、八歳の夏の記憶を。




　――うららかな昼下がり。

『ごちそうさまでした！　私、ちょっと工房に行ってくるねー！』

　お母さんと昼食を食べ終えると早々に、私はピョンと席を立った。

『リリア！　お父さんたちのお仕事の邪魔をしてはだめよ！』

　駆け出そうとする私の背中に、お母さんが声を張った。

『しないよ！　お昼の休憩が終わったら、ちゃんと帰ってくるよ！』

　私は振り返って答えると、今度こそ屋敷を飛び出した。

　向かうのは、屋敷から通りを一本挟んだ場所にあるお祖父ちゃんのガラス工房だ。

　工房では、お祖父ちゃんとお父さんがガラス窓やガラス戸といった大口のガラス製品の作製を請け負う。工房に併設している売店では、お祖母ちゃんが受注業務の傍かたわら、トンボ玉のアクセサリーをはじめ細々としたガラス小物を販売していた。

　三人はいつも、昼食はランチボックスを持参して工房で食べる。そうして昼食後は、小一時間ほど休憩を取ってから午後の作業を始めるのが習慣となっていた。

『お父さーん！』

　私が狙うのは、そのお父さんの休憩時間だ。

『お、リリアか！　今日も来たのか？』

　私が工房の入口から顔を出せば、三人はちょうど昼食を食べ終えて空のランチボックスをまとめているところだった。

　私に気づいたお父さんは満面の笑みで歩み寄り、大きな手で私の頭をワシャワシャと撫でた。

『うんっ！　ねぇお父さん、かくれんぼをしよう!?』

　私は優しいお父さんと、お父さんからもらうこの〝ワシャワシャ〟が大好きだった。

『よし、それじゃあ最初はお父さんが鬼だ』

『うんっ！』

　お父さんは私を見つけた時、必ずワシャワシャしてくれる。だから、かくれんぼは私の気に入りの遊びだった。

『もういいかーい？』

　お父さんとのかくれんぼは、あらかじめ隠れる範囲が工房と売店の家屋、敷地内の小さな雑木林の中と決まっている。

『まーだだよ！』

　幾度か問答を繰り返しながら、今日は工房二階の資材置き場に身を隠すことにした。

　雑多に物が置かれた工房の二階は、小さな私が身を隠すにはうってつけだ。私は数日前に隠れた時よりもさらに奥、壁と資材の隙間に背中を丸めて身を潜めた。

　ふふふ、これならなかなか見つからないはず！

　案の定、なかなかお父さんは現れなかった。

　……あれ、なんだろう？　窓の外が少し騒がしい？

　湖沼地帯のこの街はいつも穏やかな時間が流れ、喧騒とは対極にあった。窓越しに遠く聞こえてくる喧騒に、私は首をひねった。

　――ガッシャーンッッ！　ガシャンッ!!

『っ!?』

　階下から盛大な破壊音が響き、直後に階下から私のいる二階へと熱風が吹き上がる。

『……っ！　……ゥ、グッ！』

　吸い込んだ空気の熱さと煙さに、一瞬で呼吸苦に陥る。だけど私は自分の身になにが起きているのか、なぜ苦しいのか、まるで分からなかった。ギュッと目をつむり、背中を丸めて咳き込む。

『ケホッ！　……ッ、ゴホッ』

　涙を滲ませながら薄く瞼を開いた時、周囲は完全に煙に包まれてしまっていた。

　逃げなきゃ！

　来た道へと一歩を踏み出しかけて、足を止める。

　ううん。下から熱風が来たから階段はだめ……、窓だっ!!

　私は視界のままならない中で、壁伝いに窓を目指した。

　――ガラン、ガラーン。

　その時、街の集会所に設置された緊急事態を知らせる鐘がけたたましく鳴り響く。その存在は知っていたが、実際に鐘の音を聞いたのは初めてだった。

《緊急避難！　緊急避難!!　街の全住民に告げる、王弟殿下率いる軍が火を放ち、街は炎に巻かれている！　緊急避難せよ！》

　鐘の音に続き、大型拡声器で緊急避難を促す街長の声が切れ切れに聞こえてきた。

《街長お早く！　この集会所もまもなく炎がっ……、ぅ、うぁああああっっ――》

　街長の言葉の後に割って入った副街長の声は不穏に途切れた。その後、拡声器からふたりの声は流れなかった。同様に鐘が鳴り響くこともない。

　嫌でも理解せざるを得なかった。

　なにより実際には見なくとも、脳裏には街長と副街長の最期がありありと浮かぶ。脳裏に映し出された光景に、苦しさとは別の涙があふれ、頬を伝っていくのを感じた。

　けれど、その最期は決して他人事では済まされない。涙で滲む私の視界は、煙の灰色と、階下から燃え上がる炎の赤の二色で塗りつぶされている。梱こん包ぽう用よう資材など可燃性の物が多く保管されていたのが災いした。階段からのぼってきた真っ赤な炎は、瞬く間に燃え広がって奥の私へと迫る。

『きゃああっ！』

　炎はあらゆる物を巻き込んで、赤く大きく燃え盛る。高く燃え上がる炎は、天井にも燃え広がって這はうように進む。

　その時、私の手がついに窓枠を捉えた。

　――ギシッッ！

　直後、頭上から不穏な物音が響く。

　反射的に見上げれば、燃えたぎった天井の梁はりが頭上に崩れ落ちてくるのを、スローモーションで見た。

『っ!!』

　私は死を覚悟して目を閉じた。

　――ガッシャーンッ。

　梁の落下音が響き、大きな衝撃が体を襲った。強くなにかに叩きつけられて、体が弾む。

『ヴッ!!』

　不思議なことに痛みはなかった。

　私は本気で、死んだことで痛覚を手放したのだろうと思った。だけど瞼越しに眩しさを感じ、ほんの少し力を入れた。そうすると、二度と開かないと思っていた瞼は予想に反して開く。

　私は裏庭で、地面を背中にして仰向けに転がるお父さんの懐に抱かれていた。

『……リリア』

『っ、お父さんっ!?』

　煤すすだらけの作業着の袖から覗く肌の火傷もさることながら、横たわるお父さんの後頭部からはおびただしい量の血が流れていた。

『……君の柔らかな巻き毛が窓から見えたよ。焼けて崩れかける外壁を登りきり、窓から君を引き出したのは、本当に危機一髪のタイミングだった。もっとも、あまりにもギリギリで壁を伝い下りる間はなく、こうして飛び降りるしかなかったわけだけれど……。僕の大切なリリア、君を助けられてよかった』

　お父さんはいつもみたいに大きな手で私の頭をクシャリと撫でた。けれどその手は、私の頭をひと撫でだけしたところで力なくパタンと地面に落ちた。

『や、やだっ!?　お父さん!!』

　私は必死にお父さんにすがった。

『……リリア、聞いてくれ』

　お父さんは取り乱す私に向かい、最後の力を振りしぼるように告げる。その声はところどころ掠れ、とても聞きにくい。私はお父さんの手を握りしめ、一言一句聞き漏らさんと耳を傾ける。

『残念ながら僕は君の成長を見届けることは難しいようだ。だけどおかげで、将来君を横から奪っていく夫君の顔は見ずに済みそうだ』

　呼気と共に喉から漏れるヒューヒューという音が、命の期限を否応なしに予感させる。

『……嫌だよ、お父さん。そんなこと言わないでっ』

　命を削るみたいにして紡がれるお父さんの言葉は、これ以上聞いているのがつらかった。

『強く、そして優しい女性におなりよ。リリア、どうか幸せに』

『お父さん、分かった。だからもう……』

　固く手を握って訴えたけれど、お父さんは首を横に振り、さらに言葉を続けようとした。

『それからリリア、どうかマルグリットを、お母さんを助けてやってくれ』

　この段になれば、ヒューヒューと不快な音はお父さんの声よりも大きく響く。私はお父さんの命の灯が消えかけているのを感じた。

　だけどお母さんの名前を口にするお父さんの瞳は、強く光を弾いて輝く。

『彼女は厳格な両親の下で、愛を知らず孤独に育った。そうして出会った僕を、彼女は妄信的に愛してくれた。僕を失って、きっと彼女は苦しむから。だからどうか、お母さんの助けになってやってくれ……』

　お父さんは言いきると、それっきりもう二度と言葉を発しなかった。ヒューヒューという喉の音ももうしない。その瞳も、もう光は弾かなかった。

　私は物言わぬ父の骸むくろにすがり、狂ったように泣いた。やがて私も、父の骸に折り重なるようにして意識を失くした。

　次に目覚めた時、私はデルデ公国のお母様の実家にいた。そうしてお母様からかけられたのが、あの言葉……。

『どうしてあの人がお前を助けて死ななければならなかったの？　私の大切なあの人を返してよ、この人殺し――』




　喉の奥が締めつけられたようになり、息が詰まった。苦しさから目を見開けば、びっしりと文字が並んだ便箋が視界に飛び込んだ。

　そこで、ふと気づく。

　二枚目と三枚目の便箋に、ところどころ水滴が滲んでいた。不思議に思って、ペンを持つのと逆の手でそっと頬に触れてみる。

　……あ、涙。私は濡れた感触で初めて、自分が泣いていたことを知る。どうやら私は、泣きながら文章をしたためていたらしい。

　涙が残る目元を乱暴に袖で拭いながら、卓上の懐紙を手に取って便箋の滲む箇所にそっと押し当てた。懐紙を外して見れば、わずかにぼやけた文字はあるが、よく見なければ分からない。

　これならば大丈夫そうだ。

　本来は新しく書き直すべきだけれど、もう一度同じ文面をしたためることがどうしても難しかった。

　私は再び湧き出そうになる涙をグッと堪え、近況についてさらに少しだけ綴った。そうして手紙の最後を【私と母の未来のためになにが最善か考えています。だけどいまだ、その答えは出ていません】、こう結んだ。

　私は便箋を折り畳んで封筒に入れると、ゴードン伯爵夫人に送付について尋ねた。

「これをスコット子爵家に送りたいのですが、やはり今は時期的に難しいでしょうか？」

「いいえ、大丈夫よ。ルーカスなら、軍部を経由するルートを持っているわ。私が責任を持ってお預かりします」

「ありがとうございます。お願いします」

「ええ、できるだけ早く届くように手配するわね」

　私の姿になにか感じるところがあったのだろう。ゴードン伯爵夫人はそう言って丁寧に手紙を受け取った。




　毒物混入のあったあの日から三日が経った。セラヴィンさんの指揮の下、混入経路と犯人の調査が進められているが、いまだその特定には至っていないようだった。

　しかし四日目にもなれば、上を下へとひっくり返したみたいな騒ぎは一応落ち着いて、王宮内は少なくとも表面上は平静を取り戻していた。だけどあれ以降、私の警護は徹底され、部屋で過ごす時でも必ず誰かが同室に控えるようになっていた。

　食事にしても、これまでは厨房内で済ませていた毒見が、今では食堂で私が口にする直前に行われるようになり、当然ながら心はいつも休まらず、食欲も湧かなかった。

「うーん、気が滅入る……」

「どうかされましたか？」

　今も同室に控える侍女に独り言を聞き返されて、私は内心で小さくため息をついた。

「いえ、なんでもありません」

　ゴードン伯爵夫人は今日も、朝食後すぐに私の部屋を訪れてくださった。そのままお昼近くまで共に過ごした後、所用があると居室に戻っていった。それからはずっと、この侍女が私に付いてくれている。

「よかったら少し新鮮な空気でも吸いに行きませんか？　きっと気分が入れ替わりますわ」

　まるで私の心の内を読んだみたいに侍女がこんな提案をしてきた。

「私が出歩くのはご迷惑になりませんか？　その、警護上の都合などもあるでしょうし」

　嬉しい反面、私には心苦しさもあった。止められているわけではないのだが、私は追従する侍女たちの手を煩わせぬよう、ここまで不必要に歩き回ることを避けていた。

「まぁ！　なにをおっしゃいますか。事件はじきに決着を迎えますし、リリア様が行動の制限をされる必要など、まるでありません」

　侍女の言葉は初耳だった。

「え？　事件が決着って、もしかして毒物混入の犯人が捕まったんですか？」

「あら、私ってばつい余計なことを……。私が懇意にしている筋からだったのですが、どうか今のはここだけの話でお願いいたします」

　侍女は訳知り顔で微笑んだ。

　私はその口ぶりから、おそらく侍女は近衛の指揮官レベルの男性と懇意で、そこからなにか聞いたのだろうと察した。それに、ここで侍女から無理に聞き出さずとも、捜査で進展があったなら、その情報は今晩にもセラヴィンさんの口から直接聞ける。

「……あの、それじゃあお言葉に甘えて少しだけ外に。中庭まで一緒にお願いします」

　私はあえてそれ以上追及はせず、散歩の同行を頼んだ。

　三日も籠の鳥で過ごし、さすがに少し息が詰まってきていた。正直なところ、侍女からの提案はありがたかった。

「はい、ご一緒させていただきます！　……あ、私、外の近衛兵にひと声かけてまいりますね」

　侍女はそう言って、扉の外にひらりと身を滑らせた。

「お待たせいたしました！　まいりましょう」

　私は侍女と共に中庭へ向かった。

　体いっぱいに太陽の光を浴びて、グッと大きく伸びをする。そうすれば、沈みがちだった気分が前向きなエネルギーで充填されていくような心地がした。

　私はもう一度、肺いっぱいに大きく息を吸い込んだ。

「……あれ？　ねぇ、なんだか焦げ臭くない？」

　すると、ほんのわずかだが焦げたような臭いが漂ってくるのに気づく。

「焦げ臭い、でございますか？」

　侍女は私の言葉に首を傾げ、スンスンと小さく鼻をひくつかせた。

「……あ、左様でございますね。どうやらあの園芸小屋からのようですね」

　私と侍女は、中庭の端に建つ園芸小屋に向かった。

　園芸小屋に近づくと、薄く開いたままの扉の隙間から煙が流れ出ているのが分かった。焦げ臭いにおいの正体はこれだった。

「この程度でしたら私でも消せるかもしれません！　リリア様も危なくない範囲でお手伝いをお願いできませんか？」

　先に小屋に駆け寄った侍女が扉を開け、中の状況を確認して声を張る。侍女の背中越しに小屋内を覗けば、積み上げられた園芸用の敷き藁わらから煙が燻くすぶっているのが見えた。

　幸いなことに火の手はまだ小さく、これならば侍女の言うように十分消火は可能に思えた。

「もちろんです！」

　私は侍女より先に小屋内に踏み出した。

「あぁっ」

　次の瞬間、突然ドンッと背中を押された。

　――バタンッ。

　衝撃で私が小屋内に倒れ込むと、背後で扉の閉まる音がした。

　……え？

「や、やだっ。開けて!!」

　慌ててドアハンドルを握り、押したり引いたりしてみるが、扉は一向に開く気配がない。

「ここから出して!!」

　私はしばらく扉を叩きながら叫んでいたけれど、外からの返事はなかった。

　――ジ、ジジッ、ジジッ。

　なに？　耳が不自然な音を拾ったのは、諦めて扉を叩くのをやめてからだった。音のする方に慌てて目線を向ければ、敷き藁から上がっていた炎が一気にその勢いを増している。

「……うそ。なんで？」

　それは、明らかに不自然な火の回り方だった。

　扉が閉ざされたことばかりに気が取られ、状況把握が疎おろそかになっていた。だけどよくよく見ると、乾いた藁の一部は色を濃く変えている。そしてその色の濃い部分を中心に、炎は燃え盛る。

　……たぶん、油だ。

　私はここにきて初めて、自分が明確な意図を持って焼き殺されそうになっていることに気づく。

「っ！　と、とにかく消さなきゃ！」

　そうこうしているうちにも、藁はますます燃え上がる。

　小屋内を見回すが、水はなかった。私は園芸用品の中から水分を多く含む腐葉土の入ったバケツを持って燃え上がる藁に寄り、炎に向かってかける。

　しかし、まったく歯が立たない。

「……どうしよう、全然だめ」

　藁から上がった火は小屋内の備品を巻き込んで勢いを増していく。そうして容赦なく、木製の小屋それ自体をも焼いていく。

　私は消火を諦めて、火の手から対角の隅でしゃがみ込んだ。背中を小さく丸め、ドレスのポケットから手巾を取り出して口元を覆う。

　小屋内の温度はみるみる上昇し、皮膚がピリピリと焼けつくようだった。しかも狭い小屋内は、予想以上に煙の充満が脅威となった。

「っ!!」

　迫る炎よりも、呼吸の苦しさに死の足音が近づいているのを感じた。

　密閉された小屋内には、煙の逃げ場がいっさいなかった。

　空気の逃げ口を作らないと……！

　慌てて周囲を見回す。

　なにか、なにか棒のような物はない!?

　私が背中を預けていた壁の高い位置に明かり取りのガラスがはまっているのは知っていたのだが、園芸道具も含めて小屋内のほとんどが炎に巻かれてしまった今となっては、それを破る手段がなかった。

　ここまでなのか……。諦めかけたその時、私の胸にひと筋の光明が差した。

　あるじゃない。棒はないけれど、銀細工ならここにある！　遠心力をつけて放り投げれば、硬い銀細工は威力を増し、ガラス窓を打ち破ってくれるはず！

　セラヴィンさんからもらった大切なお守りを放ることに躊躇はなかった。これは、彼が私の守りになるようにと願って渡してくれたお守りだ。

　彼は、私がこのお守りを懐に抱いたまま焼け死ぬことなど望まない！

　私は首からペンダントを外すと、最後の力を振りしぼってガラス窓に向かって放った。

　――ガッシャーンッッ!!

　頭上でガラスの割れる音が響く。目もく論ろみ通り銀細工はガラスを破り、小屋の外へ飛び出した。

　黒々とした煙が、破れた窓から外に流れていく。手巾越しにもほんの少し呼吸がしやすくなったのを感じた。

　……よかった。これで少し希望が繋がった。

　けれど空気の逃げ口が作れた一方で、私の消耗も激しかった。私はズルズルと壁伝いに床へと倒れ込む。朦もう朧ろうとする意識の中で、今の自分の状況がよく分からなくなっていた。

　ここはどこ？　私はいったい、どうしたんだっけ？

『もういいかーい』

　ふと、脳裏に懐かしいお父さんの声が響いた。

　あぁ、そうか。私はお父さんのガラス工房を訪ねて、一緒にかくれんぼをしてたんだ。お父さん、早く私を見つけてよ？　私はここにいるよ。

　すると願いが通じたのか、私の前にスッと手が差し伸べられる。私は嬉き々きとしてその手を掴む。

　……え？

　だけど掴んだ手は大きくて温かな父のそれとは違い、氷のように冷たかった。咄嗟に引こうとしたけれど、手が離されることはない。

『お前は、あの時に死ぬべきだったの』

　驚いて見上げる私に死神が囁く。

『今度こそ、お前の番よ』

　死神が私に向かい艶然と微笑む。私は食い入るように死神を見つめていた。……死神は、お母様の姿をしていた。

　――ドォォオオーンッ！

　大きな爆発音を聞いたのが最後。私の意識は完全に沈んだ――。




＊＊＊




　――毒物混入から三日が経ち、当時の証言が集まって、捜査は大詰めを迎えていた。

　毒物は、俺とリリアのメインの肉料理の表層部分より検出された。これにより、毒は料理が仕上がった後に振りかけられたと判明した。

　事件当時、食堂内でメインの皿の提供に携わった者が三名いる。

　まず、俺とリリアに直接皿を運んだ者が二名。この二名は、食事の開始する前から食堂内に控えていた女官で、厨房から運ばれてくる料理を順次、俺たちに配膳する役だった。

　この二名の配膳は俺たちのほか、多くの目がある状態でなされており、隙を見て毒物を混入するのは難しい。

　三人目が、厨房から食堂まで料理を運んだ給仕係の男。この男は厨房から食堂まで、ひとりで料理をのせた配膳ワゴンを押して移動している。廊下には等間隔に近衛兵が配置されているとはいえ、男の一挙手一投足を漏らさずに見ているわけではない。状況的には、毒の混入も十分に可能と考えられた。

　ちなみに、厨房内で調理に関わったのは見習いも含めれば両手の人数にも達していたが、調理後の段階で毒見役の実食が入っており、この毒見役に異変は見られていない。

　これらの状況を鑑みれば、給仕係の男が容疑者の最有力。しかし状況証拠ばかりで犯行の物証はなく、この男を犯人と断定するには少し弱い。最終的に自白に頼る手段もなしではないが、安易に取りたい方法ではなかった。

　……さて、どうしたものか。

「セラヴィン様、よろしいでしょうか？」

　近衛隊長が俺の政務室を訪ねてきたのは、まさにそんな時だった。

「なんだ」

「料理長補佐の男が、給仕係のルドルフに関し少々興味深い情報提供をしてまいりました」

　給仕係のルドルフというのは、現在容疑者の最有力として浮上している男の名だ。このルドルフの情報がまさに今、喉から手が出るほど欲しいものだった。

「ほう。その男は今どこだ？」

「最初に聞き取りをしたサイモンの判断で、接見室に待機させております」

「そうか、サイモンが……」

　サイモンは近衛第二部隊の部隊長で、リリア奪還に際してはマクレガン侯爵の対応を任せていた。そしてこの第二部隊というのは特殊隠密部隊で、サイモンは情報収集能力、人心掌握術に長け、優秀な取調官としての一面も持つ。

　そのサイモンが興味深いと判断したのなら、料理長補佐の男が犯人についての決定的な情報を持ってきたことは確実だった。

「すぐに向かう。俺が直接話す」

「はっ」

　俺は政務机を立ち、男が待つ接見室に向かった。




　接見室で、男は俯き加減に背中を丸めて座っていた。

　俺が卓を挟んで男の向かいに座ると、男が緩慢に顔を上げた。そうして俺を見た次の瞬間、目を見開いて、弾かれたように椅子から立ち上がった。

「陛下っ!?」

「そんなにかしこまる必要はないから座ってくれ。それよりも、先ほど其方がサイモンに聞かせた内容をもう一度俺にも聞かせてくれ」

「は、はい」

　狼ろう狽ばいする男に向かって告げれば、男は幾度か目を瞬かせた後、ゆっくりと腰を下ろした。

「其方は料理人だな？」

「自分は料理長補佐のアーベルと申します」

「ではアーベル、給仕係のルドルフについて聞かせてくれ」

「はい……。俺とルドルフは職種こそ違いましたが、同年に王宮に召し上げられました。それから共に切せっ磋さ琢たく磨まして勤め、顔を合わせれば軽口を言い合って、そうやって二十年、真面目にやって来たんです。……だけど俺、見ちまったんです」

　アーベルはポツリポツリと語り出す。

「事件当日、奴が思い詰めたような表情で給仕服のポケットになにかをねじ入れてるのを。チラッと見えた感じだと、薬やく包ほう紙しみたいなふうで」

　……そうか。毒は澱でん粉ぷん紙しで包んでいたか。

　事件直後に全使用人に対して実施したボディチェックで証拠品はあがっていなかった。だが、澱粉紙ならば瓶などの容器と違い、水などの液体に溶かしてしまえば証拠が残らない。

「後から考えたら……あぁ、そうなのかなって。……全部、女が悪い。だけどルドルフも馬鹿だ。妙な女に引っかかって、変わっちまいやがって……っ、この馬鹿野郎が！」

　アーベルは途中から俺に聞かせる意図ではなく、高ぶりを隠しきれない様子で友に向かって叫んだ。

「ルドルフが妙な女に引っかかったというのはどういうことだ？」

　俺はアーベルがひと呼吸置くのを待って問いかけた。

「すみません、つい興奮して……」

　アーベルは小さく謝罪を呟いて、滲む涙を乱暴に袖で拭った。

「ルドルフの奴は、ずっと仕事一辺倒で独り身を貫いてきました。ただ、休みともなれば息抜きで歓楽街に足を運ぶこともありました。それでもきちんと度はわきまえていて、これまでは割りきった遊びで済んでいたんです。それが二週間ほど前、どうやら歓楽街で筋の悪い女にハマっちまったようで」

「筋の悪い女？」

「いえ、それはあくまで俺の主観です。ただ、その頃からルドルフは仕事中も上の空で、身が入っていない様子でした。あまりの入れあげように、女がなにか意図を持って真面目なルドルフを口八丁手八丁に騙くらかしているんじゃないかって俺は訝しんでいたんです」

　歓楽街での出会い、直後に実行された毒物の混入。今はまだ、情報は点在する点にすぎない。

「ルドルフが歓楽街で足を運んでいた店は決まっていたのか？」

「いえ、特には。これまで奴はずっと、その時々の割りきった関係ばかりでしたから」

「そうか。しかし、それだけ長年足を運んでいれば、歓楽街でもある程度顔は知られていただろう。奴が王宮勤めというのは知られていたのだろうか？」

「あー、直接的に言わずとも、どの店も知ってたと思います。おっしゃるように通って長いですし、ルドルフは金払いもよく節度をわきまえた良客です。ルドルフが直接ひけらかさなくとも、女たちには横の繋がりなんかもありますから」

　点は、一本の線になって結ばれる。

　……間違いない。ルドルフは王宮勤めということで、狙って実行犯に選ばれたのだ。

「ルドルフが二週間前に足を運んだという店や女について、なにか聞かされていないか？」

「いえ、具体的には……あ、でも奴は最初の日に『こういうきっかけがなければなかなか行けなかった。奮発したかいがあった』と上機嫌で言ってました」

「きっかけとは……？」

「なんでも、女の落とした物を拾って届けてやったとか。その営業時間外の縁で、女から誘いを受けて店の方にも足を運んだようです」

　なかなか行けない店。それの意味するところは、代金という単純な話だけではないだろう。

　おそらくルドルフは作為的に作られたきっかけによって女と出会い、その縁によって、一いち見げんでは入店の適わない格式の高い店に招かれたのだ。

「ルドルフが最後に店に足を運んだのはいつだ？」

「事件の前夜です。というかルドルフの奴、ここのところは休みを待たず、仕事後に連日のように通っていましたから」

「そうか、よく話してくれた。容疑が固まり次第ルドルフを捕縛する。それまで、間違ってもルドルフに情報を漏らしたりはせぬよう注意してくれ」

「承知しています」

　アーベルは決意のこもる目で重く頷いて答えた。

「ご苦労だった。料理長にはこちらから伝えてあるから、そのまま厨房で通常業務に戻ってくれ」

「はい、失礼いたします」

　アーベルは接見室を後にした。




　扉が閉まり、接見室にひとり残って考えるのはリリアのこと……。

　現在、リリアの母親の潜伏先として筆頭候補にあがっているのが王都の歓楽街だ。今まさにルーカス指示の下、重点的な捜索が行われており、居所の判明ももう間もなくと思われていた。

　こたびの一件の黒幕は、リリアの母なのだろうか？　いいや、本当のところはまだ分からん。

　俺は、万にひとつの可能性で、儚はかない望みが捨てきれなかった。それでも、俺自身がどんなに否定してみても、状況はリリアの母親を容疑者として浮き上がらせる。

「どうして神はリリアにばかり試練を与えるのか……」

　湧き上がる激情を抑えるように固く拳を握りしめた。

「セラヴィン、いるんだろ？　俺だ」

　――ギィイイイ。

　声がかけられるのと扉が開かれるのは、同時だった。こんな無作法を公然としてみせるのも、そして俺がそれを許すのもひとりしかいない。

「……ルーカス」

　振り返れば案の定、後ろ手で扉を閉め、ツカツカと歩み寄ってくるルーカスの姿があった。いつになく険しいその表情を見れば、ルーカスがなにかしら芳かんばしくない情報を携えてやってきたことは瞭然だった。

「なにか分かったか？」

　俺は内心で小さくため息をこぼしながら問いかけた。

「『桃とう源げん楼ろう』に二週間前、新しい女が入った」

　……桃源楼。半ば予想していたこととはいえ、聞かされた娼館の名に眉間に皺を寄せる。

「その女の外見的な特徴が、リリア嬢の母親に合致する。まぁ、十中八九リリア嬢の母親で間違いないだろう。女が身を潜めようと考えた時、娼館はうってつけだ。とはいえ格式の高い店になれば、働く女も相当に厳選する。そこいらの町娘では門前払いだが、伯爵家に生まれたリリア嬢の母親なら骨の髄まで優美な振る舞いに馴染んでいる。門を叩けば歓迎されただろう」

　格式のある娼館では、優美な所作を身に付けた女性が好まれる。没落貴族の子女や寡か婦ふなどはその最たる例だ。高貴な身分の女性が生活に窮し自ら娼館の門を叩くというのは古い時代からままあることで、決して珍しくなかった。

「ちなみに桃源楼は本来、一見客はお断りだ。だがその女は巷ちまたで出会った男を恩人と称して部屋に上げ、それ以降、男は連日のように通い詰めるようになったらしい」

　ルーカスが続けたのは料理人の男の証言と一致する内容で、間違いようなどなかった。

　リリア殺害を企てたのはリリアの母、マルグリットだ。

「まさか母親が娼婦に身をやつしてまで、我が子の命を奪う計画を実行しようとは……」

　リリアのことを思えば、やるせなさに胸が締めつけられた。

　自分を慕う男を捨て駒にし、自分自身のリスクを顧みず、罪を重ねることすらためらわない。なぜそうまでして、かつて夫と共に慈しんで育んだリリアを厭う？　母親でありながら、なぜ……。

「セラヴィン、親と子というのは分けて考えた方が物事はすっきりするぜ」

　かけられた声にハッとして、隣のルーカスを見る。

「親子神話なんてものは幻想だ。血というのは、単に種を繋いでいくための繋がりにすぎん。もちろん血縁を蔑ないがしろにするわけじゃない。親子の絆きずなが正しく結ばれて育ったなら、大事に温めていけばいい。だが、親子という縁に呪縛のように縛られなくていい。あらゆる縁は最初から結ばれているんじゃない、己で結ぶものだ。己の心が求める者を選び、心を繋ぐんだ。それこそが、正しい縁のあり方だ」

　ルーカスの言葉は俺の意表を衝くものだった。逃亡生活で暮らしを異にした時期こそあれど、あれだけ立派な両親を持つルーカスが、〝親子〟をこういった見解で語ったことに驚きは隠せなかった。

「驚いたな……。アントニオと夫人、あんなにも立派な両親を持つお前がそんな考えを持っていようとは」

「だからこそだ。俺は血などなくとも、彼らの人となりを尊敬していたさ。むしろ血という繋がりが幼い俺を憤りに苦しめた。俺の父さんなのに、と何度思ったかしれん。父は、我が子よりもお前を最優先に行動していたからな」

「……すまなかった」

　ルーカスはいつだってざっくばらんな物言いをして、豪胆な態度を崩さない。アントニオが俺に付きっきりになっていた幼い時分も、ルーカスはそんな様子をおくびにも出さなかった。

「なに、お前が謝る必要はない。今となってはもう過ぎた昔の話だ。それよりも、事は急いだ方がいいぜ。今のところ母親に動きはないが、実行犯の男からの情報がいつまでもなければ計画の失敗を悟るだろう」

　ルーカスに言われずとも、差し迫った状況は十分に承知していた。

「現在、桃源楼の状況は？」

　明るみになれば、死罪は免れない。計画失敗を悟り、自害する可能性も十分にあり得る。それくらいの覚悟を持ってマルグリットは今回の犯行に及んだのだ。

　でなければ、わざわざリリアを追ってこの国にやって来て桃源楼に身を潜ませるなどしない。そんなことをせずとも、スチュワード辺境伯家から不当に得た大金があれば、どこでだって不足なく暮らしてゆけたのだ。

「昨夜の客がすべて出ていったのを確認した。周囲は配下の者で監視を続行、今のところ館内への業者などの出入りは確認していない。いつでも踏み込む準備はできてるぜ」

　毒物の混入から既に四日目。いつマルグリットに動きがあってもおかしくなかった。

　グッと瞼をつむり、固く両の拳を握りしめる。

　マルグリットを生きたまま捕縛したいならば、今しかない！

「マルグリットを殺人未遂容疑で捕縛する。ルーカス、陣頭指揮はお前に任せる。必ず生きたまま連れてこい」

「そんなのは言われずとも分かってる。俺を誰だと思ってる？　すべて任せておけ！」

　ルーカスは断言すると、足早に接見室を後にする。

　俺もひと息ついて席を立ち、ルドルフ捕縛を指示するべく近衛隊長が待機する部屋に向かった。

「セラヴィン様！　今報告にあがろうと思っていたところです！」

　廊下を歩いている途中で、向かいから近衛隊長が血相を変えて駆けてきた。

「いったいどうした？」

「つい今しがた、ルドルフが監視の目をかいくぐり、行方をくらませました」

　近衛隊長から聞かされたのは、予想だにしない報告だった。

「状況は？」

「ルドルフが手洗いで勤務を離れた後、勤務配置になかなか戻らぬことを訝しんだ近衛兵が確認に向かったところ、手洗い場はもぬけの殻。窓から外に逃走した模様です。現在、手分けして行方を追っております」

「リリアは今も自室か？　お前の元になにか報告は入っているか？」

　リリアが場所を移せば、護衛の任にあたる近衛兵から報告が上がる。それらの情報を統括する立場にあるのは近衛隊長だ。

「いえ、特に報告は受けておりません」

　その近衛隊長に報告がないのなら、リリアは自室から出ていない。

「そうか」

　ルドルフは外に逃走したという。ならばルドルフは、単純に差し迫る捜査の手をかわしただけか？

「非番の近衛兵も捜索に投入し、ルドルフの確保を急げ」

「ハッ！」

　俺の指示を受け、近衛隊長は踵を返して駆け出した。同時に俺もリリアの部屋に向かって走っていた。

　リリアは事件の後は本を読んだり、これまでの妃教育の復習をしたりと、自室で静かに過ごしていた。同室には女官長はじめ、護身の心得を持つ侍女が常時控えているし、部屋の外には手練れの近衛兵が複数人待機している。彼女が口にする飲食物も管理は徹底しており、再びの毒物混入はまずあり得ない。

　だからリリアの身になにかあろうはずもない。

　頭では思いつつ、なぜか胸が騒いだ。俺は言いようのない不安に衝き動かされ、彼女の部屋に駆けつけた。

「リリアはいるか!?」

　突然現れた俺に近衛兵が目を丸くした。

「リリア様でしたら侍女と共に散歩へ――」

「なぜ報告を上げなかった！」

　すぐにでもリリアを捜しに駆け出したい思いを抑え、俺は近衛兵の言葉を遮って問う。こういった通常ではあり得ない状況の裏には、作為的にそれに追い込んだ何者かの意思があるからだ。

「侍女が、リリア様は庭で陛下と落ち合う約束をしていると。階下ですぐに陛下付きの護衛と合流するから私どもの同行は不要と、そう申しましたので」

「その侍女の名は？」

「イライザ・バークレーです」

　……リリア、どうか無事でいてくれ！

　耳にした瞬間、俺は走り出していた――。










断ち切れた縁とブルーグリーンが繋ぐ新たな縁




　……あぁ、まただ。

　死神が去っても、夢は幾度となく繰り返される。

　私はまた夢の中で八歳の子供になって、燃え盛るガラス工房で身を縮めていた。

　かつての記憶というのは容赦がない。まるで忘れることなど許さないとでもいうように、私は夢で何度だって同じ結末を辿るのだ。

　炎があらゆる物を巻き込んで、ガラス工房を赤く焼いていく。燃え上がる炎はついに、天井にも燃え広がって這うように進む。

　――ギシッッ！

　頭上に響く不穏な物音に見上げれば、燃えたぎった天井の梁が崩れ落ちてくる。私はなす術なく、スローモーションで迫ってくるそれを見つめていた。

　――ドォォオオーンッ！

　その時、大きな爆発音と共に衝撃が体を襲う。

「リリア――!!」

　……え？

　セラヴィンさんの声が聞こえてくるのはおかしいと、ふと疑問がよぎった。

　それにあの時、こんな爆発音はしただろうか？　私は父の腕に抱かれ、ガラス窓を突き破ったのでは？

　……ううん。これは私の見ている夢。だから、必ずしも忠実に事実を辿るわけではないのだ。

　物思いは一瞬で、私はすぐにこれが夢の中でのことと納得した。

　夢の続きで、私は硬く弾力に富んだなにかにすっぽりと抱かれている。それは濡れた感触がした。

　薄く瞼を開こうとしたけれど、大判の布のような物をかけられ視界が遮られてしまった。かけられた布も、私を抱くその人と同様に濡れている。

　私を深く抱き直すとその人は体勢を低くして、濡れた布越しにも肌を焼くような熱さの中を駆け出した。私は少しでもその人の負担にならないように、意識してピッタリと身を寄せた。

　やっと熱さを脱したと思ったその時、周囲から耳をつんざくような歓声を聞いた。

「セラヴィン様！　ご無事でございましたか!!」

「なんと！　リリア様もご無事で!!」

　歓声の中には、いくつか知っている声もあった。

「おふたりが戻られたぞ!!」

「すぐに御ご殿てん医いをこれへ！」

　いまだ私の視界は塞がれたままで、その光景を見ることは叶わない。

　夢の中の出来事のはずなのに、不思議と脳裏に映像は浮かんでこなかった。だけど耳だけは正しく機能しているようで、方々から上がる歓声は詳細に聞こえる。

　ここで視界を遮っていた布が、ずっと口元を覆っていた手巾ごと取り払われた。

「リリア！　無事でよかった……！」

　愛しいその人が私にグッと顔を寄せ、満面の笑みを浮かべる。

　その微笑みが滲んでいた。それは果たして、ずっと紗しゃで覆われていた目に陽光が眩しかったからなのか。あるいはあふれる歓喜が目に熱いものを滲ませたからか……。

「小屋の外で、割れたガラス片と共にこれを見つけた」

　セラヴィンさんの手が一度懐に消え、なにかを掴むような動きをして再び私の前に差し出された。

「これを放ったお前の、生きようという強い意志を感じた。そして俺は、お前の生存を確信していた！」

　目に飛び込んだのは傷だらけになって蓋をなくした銀細工と……、欠けたブルーグリーン！

「……っ！」

　かつてまん丸だったはずのそれは今、一部分が欠けて複雑に光を反射していた。

　う、……そ。だって、それは七歳の私がセーラに……。

「幼かった俺は、お前と九年前にした再会の約束を守れなかった。だが、俺はもう二度と違えない！　みすみすお前を手放してなどやるものか！　これからだって、いつ何時、どんな状況だろうと、リリアは俺が助ける。この手で守り抜く！」

　想像を遥かに超える展開に驚き、滲んだままの像しか結ばない両目を見開く。

　欠けて複雑に光を反射するブルーグリーンより、なお美しいブルーグリーンの双対が私の心を震わせる。

　故郷の湖面を写し取ったみたいな鮮やかなブルーグリーンは、セーラと同じ。

「デルデ公国でお前を再び腕に抱き、もう二度と離さないと誓った。この誓いは共に天に召される最期の時まで違えはしない」

　……あぁ、今日の夢はどこまで私を有頂天にさせるのだろう。

「リリア？」

　あまりにも優しい夢の結末に、見開いた両目からツーッと涙が頬を伝った。こぼれる涙を追うように、そっと瞼を閉じた。

　眠りの中に、もう悪夢は訪れなかった。代わりに私は、懐かしい友との再会を果たしていた。

　……セーラ。

　私とセーラは再会を喜んで笑い合った。

　だけどセーラの微笑みは、いつしかセラヴィンさんの微笑みと重なってひとつになった。




＊＊＊




　――リリアを捜して庭に向かう途中で、園芸小屋に向かう近衛隊長と偶然に行き合った。火事の一報を聞かされたが、近衛隊長の元にもいまだ詳細な情報は上がっておらず、この火事にリリアが巻き込まれているかは不明だった。

　駆けつけた時、園芸小屋は黒々した煙に覆われて、木材の継ぎ目からは炎が立ち昇っていた。火元と思われる東側の壁が一番燃え方が激しく、木製の壁は今にも焼け崩れそうだった。

「陛下！　隊長！」

　近衛兵が数名、その付近に集まり消火を試みていた。この火事の規模で近衛兵がまだ数名しか駆けつけていないところを見れば、火の回りの異常な速さが推測できた。

　この火の回り方……、作為的に作られたものか!?

「状況を知らせよ！　中に人は!?」

「わ、分かりません！　立ち昇る煙に気づき駆けつけた時には既にこの状態で……」

　近衛隊長の問いかけに、まともに答えられる者はいない。

　……クソッ！　リリアはまさか、この中にいるのか!?

　焦燥に駆られながら消火作業に加わろうとして、反対側から流れてくる煙に気づく。

「なぜ炎上の激しいこちらと反対から煙が上がっている!?」

　声を張るも、俺のこの問いかけにも明確に答えられる者はいなかった。

　俺は即座に駆け出していた。

「セラヴィン様!?」

　近衛隊長も俺の背中に続く。

「これは……!!」

　反対側に回り込み、地面に散るそれらを目にした瞬間、俺はすべてを理解した。

「リリア待っていろ、すぐに行く!!」

　割れた明かり取りの窓。黒い煙はそこからもうもうと上がっており、周囲の地面にはガラス片が散乱していた。そのガラス片の中に、鈍にび色いろと共にひときわ輝くブルーグリーンがあった。

「セラヴィン様!?　中にリリア様がいらっしゃるのですか!?　ならば私がまいります!!」

　燃え盛る業火に飛び込むことに躊躇はなかった。ただし、その場で取れる万全の対策は怠らない。自分が行くと言って聞かない近衛隊長から奪うようにしてマントを剥がすと、自身と共に水で濡らす。

　リリアの元に辿り着くまで足元から燃え上がる炎を抑えるため、手近な木製板もかき集めて濡らし、農作業用の鍬くわを掴んだ。壁に寄り、身を縮めているであろうリリアを万が一にも傷つけぬよう、打ち破る場所を慎重に選ぶ。

　壁を破る直前に、ルドルフ確保を告げる警笛が鳴り響くのを聞いた。そうして俺は、渾こん身しんの力で鍬を振りかぶった。

　壁を破れば、熱された小屋内に一気に外気が流れ込み、付近で爆発が起こる。俺は体を丸めて爆風を凌ぐと、すぐに濡らした木材を放り入れて敷きつめ、迷わずに一番炎上の少ない西側の壁に向かってその上を駆けた。

　リリアのふわふわとした柔らかな巻き毛は、煙の充満する中でもすぐに分かった。

「リリア――!!」

　そうして抱きしめたリリアは、俺の腕に確かなぬくもりと生きた鼓動を伝えてくれた。

　リリアは「セーラ」と小さく囁くと、柔らかな笑みを結んだまま気を失った――。




「リリア様をこちらへ」

　俺は腕の中で意識をなくしたリリアを、御殿医らが差し出す救護用の敷布に横たえた。

「外傷は軽度の火傷と擦り傷がいくつか見受けられる程度です。また、喉の炎症もわずかです。気を失ったのは、心身の疲労の限界と、セラヴィン様のお顔を見た安心感からと推察いたします」

　応急的な確認を終えた御殿医が穏やかな表情で告げる。

「そうか！」

　聞かされた瞬間、深い安堵が全身を満たしフッと力が抜けていった。グラリと体が傾ぎそうになるのを足を踏ん張って堪える。なんとか両足で大地を踏んで前を向くが、目に映る景色はグラグラとたわんでいた。

　その時、手の中でふわりと熱が灯ったような気がして、ハッとして手をほどく。覚えたぬくもりは一瞬で消えてしまったが、蓋をなくした銀細工と割れたトンボ玉を前に、手のひらよりもっと胸が熱くなった。よく、リリアを守ってくれた！

　俺は立派にリリアを守りきり形を変えたそれらを、固く握りしめた。

「リリア様は手持ちの手巾で口元を覆っていらっしゃいましたので、吸い込む煙と熱風を最小限に抑えられています。本当にご立派でございました。では、続く処置は医務室にて行います」

　御殿医の指示の下、リリアの体が救護用の敷布に固定され、近衛兵らの手によって丁寧に持ち上げられる。

　俺は名残惜しく、煤で汚れたリリアの頬をサラリと撫でる。

　本音を言えば、このままリリアの処置に付き添いたかった。しかし俺には、この後しなければならないことがある。

「リリアをよろしく頼む」

「お任せください」

　俺は後ろ髪を引かれる思いでリリアを御殿医らの手に委ねると、サイモンら第二部隊の待つ取調室に向かった。




　ルドルフの取り調べが行われる取調室に向かう途中、覗いた別の取調室では、リリアを連れ出して小屋に閉じ込めた侍女の聴取が既に始まっていた。

　取調官からかいつまんで聞いたところによると、女の犯行動機は金で、ルドルフから金銭の提示を受けて今回の犯行を請け負っていた。女は手付金として既に年俸の倍の金額を受け取っており、成功報酬にはさらに倍の金額が約束されていたという。

　マルグリットはルドルフを介し、横領金額の実に八割にも及ぶ大金をこの女に提示したことになる。リリア殺害に懸けるマルグリットの強い意志を感じずにはいられなかった。

　辿り着いた取調室で、ルドルフは後ろ手に縄をかけられた状態で椅子に座らされていた。

「これは陛下」

　俺が進み出ると、取調官席にいたサイモンが気づき席を譲ろうとした。

「かまわん、そのまま続けてくれ」

　男を直接問とい質ただしたい思いは、もちろんあった。だが、それをするには当事者である俺よりもサイモンの方がふさわしく、かつ冷静にこなせる。

　俺はサイモンを制し、男の表情が窺える位置に立った。サイモンは再び席に着くと男の聴取を開始した。

「陛下とリリア様の料理に毒を盛ったのはお前だな」

　サイモンからの第一声に、男は静かに首を縦に振った。

「侍女と共きょう謀ぼうし園芸小屋の藁に油を仕込み、火を放ってリリア様の殺害を企てたのもお前だな」

　再びの質問にも男は小さく頷くことで答えた。

「こたびの一件に関し、なにか申し開きはあるか」

　男は無言のまま、一度だけ小さく首を横に振る。ここまで男はひと言も声を発しなかった。

「ならば、質問を変えよう。誰がお前にリリア様殺害の指示をした？　これは取引と思ってもらってかまわん。洗いざらい話し、捜査への協力を約束するならば――」

「話しませんよ。俺、命なんて惜しくないんです」

　これまで俯き加減で隠していた顔を凛りんと上げ、ルドルフはサイモンの言葉を遮り言いきった。その表情は場違いなくらい晴れやかで、よぎった違和感に衝き動かされた俺はルドルフに向かって踏み出した。

「そうじゃなきゃ、こんな馬鹿なこと、しや、し……ませ……っ」

「おい!!」

「どうした!?」

　俺が近寄るよりも一瞬早く、突然ルドルフの呂律が回らなくなった。そうかと思えば、目を見開いたままガクガクと体を震わせ始める。

「……ぁ、……ッ、グッ！」

　宙に向かって震える唇が動くが、まともな言葉にならない。やがてルドルフの口からは苦しげな喘あえぎ声が漏れるばかりになった。

「大至急、御殿医を呼べ！　毒物服用の可能性がある！」

　サイモンが声高に叫べば、扉近くに配置されていた近衛兵が医務室に向かって駆けていく。しかし御殿医は間に合わないだろうと、俺にはそんな予感がした。

「サイモン！　応急で胃腑を洗うぞ、手伝え!!」

　それでも万にひとつの望みを懸けて、現状できうる最善の手段で動いた。

「はっ！」

　俺がありったけの水袋を引っ掴んで駆け寄れば、サイモンが男の口をこじ開ける。胃に大量の水を注ぎ入れられながら、男は大粒の涙をこぼして目をまん丸に見開いていた。

　けれど男の目は、あっという間にうつつの光を失って濁りガラスのようになった。

　時間にすれば、ここまでほんの数分の間の出来事だった。

「自死を謀はかったようです。あらかじめ歯に毒を仕込んでいたのでしょう」

「そのようだな」

　サイモンは見開いたままの男の目を閉じてやり、そっと床へと横たえた。

　閉じられた今も、男の目からは幾筋もの涙が頬へと伝っていた。しかし口元は、わずかに笑みの形を結んでいるようにも見える。

　一般的に服毒死では、苦く悶もんに歪んだ顔をして逝くことがほとんど。ならば、これが意味するところはなんなのだろう？　男にとってこの最期は肉体的な苦しみを凌駕して、幸福に満たされたものだったのか……。

「セラヴィン様、私は聴取中からずっとルドルフを注視しておりました。最期の言葉は声にこそなりませんでしたが、ルドルフの唇は『マルグリット』と確かにそう続けておりました」

「そうか」

　俺は読唇の技術を有さないが、その名を聞かされても驚きはなかった。マルグリットという名前がなくとも、ここまでの状況がリリアの母が黒幕と語っていた。だからこの上、落胆することもない。

　……いや、ルドルフの取った行動にこそ俺は落胆していた。

「女に惚れて命を投げ出すなど、なんと愚かなことを……」

「私の想像にはなりますが、ルドルフは青年から壮年へ、家庭も持たず真面目に職務に励んできました。そんな男が晩年に差しかかり、運命と思える出会いを果たした。女への恭順が、この男の愛の形だったのではないかと」

　命を賭け、示した愛……？

「死ぬことで愛情を示そうなど、俺には到底分からん。愛しているからこそ、共に過ごす未来を望むのだ」

「……セラヴィン様、私は時々あなたを羨ましく思います。そう断言できる唯一無二の伴侶を得られたこと、それはとても得がたい、奇跡のようなものなのではないかと」

「ふむ。以前にルーカスもそれと似たようなことを言っていたな。……まぁいい、御殿医が来たら状況説明と検死を頼む。俺はマルグリット捕縛に向かったルーカスに合流する」

「承知いたしました」

　俺が取調室を出て少ししたところで、息を切らして向かいから駆けてくる御殿医らと行き合った。

「こ、これはセラヴィン様っ、……ハァ、フゥ……やっこさんの状態は？」

　リリアの処置に息子があたっていたために、こちらの呼び出しには、臨床を退き趣味の研究に没頭する父親の方が引っ張り出されていた。

「今しがた息を引き取った」

「そ、そうですかい。フゥ……、フゥ……」

　俺が対象者の死亡を伝えれば、老医師は一気にその足取りを緩くして、ゼーゼーとあがる息を落ち着かせていた。

「詳しいことは中でサイモンから聞いてくれ」

　俺は老医師に言い置くと、先を急いだ。

　しかしルーカスに合流した俺を待っていたのは、目を覆いたくなるようなマルグリットの姿と、耳を塞ぎたくなる暴言の数々だった。




＊＊＊




　昨日の園芸小屋の一件から、私は寝台上の住人になっていた。

「あの、先生？　私、もうすっかり大丈夫なんです。寝台から起きて過ごしてはだめですか？」

　一夜が明け、朝食後に傷の消毒にやって来た御殿医にさりげなく水を向けてみる。

「いけません！　大事を取って、せめて明日いっぱいは我慢してくださいませ！」

「は、はい」

　御殿医のあまりの勢いに、私は圧され気味に頷いた。

「免疫力が落ちているのは事実。ここで万が一、リリア様が感染症にでも罹かかろうものなら私が陛下に……」

　傷の消毒を終えた御殿医が、私に背中を向けて道具を片付けながら呟く。しかしその声は、もごもごとくぐもってよく聞こえない。

「先生、なんですか？」

「いえいえ！　なんでもございません！　とにかく、リリア様には明日いっぱいは安静にお過ごしいただきますのであしからず！」

　私が聞き返せば、御殿医は慌てた様子で先ほどと同じ台詞を繰り返し、鞄を手に逃げるように寝室を後にした。

　あしからずって……。

　御殿医の背中から、既に見飽きた天井に目線を移し、小さくため息をついた。

　少し喉がイガイガする程度で、自分ではもうすっかり元気なつもりでいるのだけれど、周囲がそれを許してくれない。だけどそれもそのはず、最高権力者のセラヴィンさんが頑として絶対安静のスタンスを崩さなければ、周囲は同調するしかない。

「……本当に、セラヴィンさんってば私に対して過保護すぎる」

「まぁ、ふふふ。だけどそれも、リリア様かわいさゆえね」

　独り言に返事があったことに驚いて見れば、扉の前でゴードン伯爵夫人が柔らかな笑みを浮かべて立っていた。

「ゴードン伯爵夫人！」

　夫人は、私の腕に巻かれた包帯を見るや表情を曇らせた。

「お怪我は痛む？」

　夫人は寝台に歩み寄ると、私の怪我に触れぬよう、そっと肩を抱きしめた。その目には、薄く涙の膜が浮かんでいる。

「いえ、ちっとも。怪我はほんの擦り傷程度で、私はもうすっかりいいんです。さっきも言ったように、セラヴィンさんたちが過保護すぎるんです」

「私は本当に不ふ甲が斐いないわ……。昨日の用事だって、今思えば決して急ぎではなかったの。なのに私は判断を誤って、結果として肝心な時にあなたを守れなかった」

　苦しげな呟きを聞き、私は弾かれたように夫人の肩に手を置いて、首を横に振っていた。

「そんなことありません！　タイミング的にそうなっただけの話で、ゴードン伯爵夫人が不甲斐ないだなんて、決してそんなことはありません。どうか今回の一件で、ご自分を責めたりはなさらないでください」

「……ありがとう。あなたは本当にお優しい方ね」

　語気を強くする私に、夫人はそう言って微笑んだ。私はなおも言葉を続ける。

「それに私は、これまでゴードン伯爵夫人にどんなに励まされてきたか！　王宮に来たばかりの頃、私は右も左も分からなくて、ずいぶんと愚かな姿も見せてしまいました。だけど夫人は呆れることもなく、一から丁寧に教えてくださって、私はどんなに救われたか。なにより毒物混入後に私に付いていてくださったのが、とても心強かったです」

　私がかつてを思い出しながらしみじみと語れば、夫人は眩しいものでも見るように目を細くして、緩く首を振った。

「なにをおっしゃるの。リリア様は最初から愚かなどではありませんでしたよ。あなたは愚かの意味を間違えているわ」

「ゴードン伯爵夫人？」

　夫人はそっと私の手を解き、寝台を離れて寝室の奥へと移動する。そうして長窓の前で立ち止まると、朱色のベルベット地に裾に沿って金糸で豪奢な刺繍が施された重厚なカーテンを引く。

　次いで現れた繊細なレースのカーテンも夫人の手で引かれれば、この五カ月ですっかり馴染んだ景色が寝台に伏す私の目にも飛び込んでくる。

「これをご覧になって。ここからは、先の政変などまるで感じさせない豊かな街の姿が見てとれるでしょう？」

　夫人の言葉通り、王都に先の政変の痕跡はまるでなく、いっそ不可解なくらい整っていた。

「はい、とても豊かで……。私の目には、なんだか逆に豊かすぎるようにも映ります」

　ひときわ存在感を放つ教会の尖せん塔とうは、びっしりと施された金細工が遠いこの場所からでも分かった。王都の中心を南北に走る中央通りは一級品の石材を敷き詰めて舗装がなされ、豪ごう華か絢けん爛らんのひと言に尽きる。風雅に整う中央公園の庭園は、わざわざ東国の技術者を呼び寄せ大枚をはたいて造らせたものだと学んだ。

「えぇ、これらは七年間の前王統治時代の負の遺産よ。一所に財を集中させれば、それ以外の場所に皺寄せがいくのは道理。そして彼の王の失態は、地方からの搾取にとどまらない……」

　ゴードン伯爵夫人の視線の先を辿り、王都の先、地平線の彼方に視線を移す。

「自らが治める大地を自らの手で焼き払うなど、とても正気の沙汰じゃない。それでも民は歯を食いしばって生きるしかない。民にとって、無能が王位に就くほど悲惨なことはないわ」

　先の王によって焼け野原に変わり、今まさに復興途中にある故郷を思えば、自ずと目に熱いものが溜まった。

「本当にその通りですね。私利私欲に汚れきった先の王は、王家に生まれながら、もっとも王の座にふさわしくない人物だったんだと思います」

「ええ。リリア様、これこそが本当の愚か者よ」

　ゴードン伯爵夫人はしっかりと前を見据え、強い目をして言いきる。

「そうですね」

　そんな人物が、七年間も王位を戴いただいた……。

　多くの民が苦しんだ。もちろんセラヴィンさんだって苦しんだ。そうして今も、彼は思い悩んでいる。王位は奪還して終わりじゃない。その後の立て直しに彼は日々、心を砕いている。

「いまだ地方では前王統治による傷跡が深く残っています。けれどセラヴィンさんは、絶対にこのままではおきません。当然、広大な国を一度に潤すことは難しい。だけど疲弊したニルベルグ王国は、セラヴィンさんの統治の下で必ず元の……いえ、いっそう豊かに変わるはずです。未熟ですが、私もセラヴィンさんの隣でニルベルグ王国の復興に精いっぱい尽くしていきます」

　過ぎた過去は変えられない。だけど未来はそうじゃない。

　一カ月後には、私も国政の中心に近い場所に身を置くことになる。私にできること、私がするべきこと、しっかりと考えよう。そうして正しく見定めて、ニルベルグ王国のために尽くそう。

「本当に、セラヴィン様はよいお妃様を選んだわ」

　私に向かい、ゴードン伯爵夫人が感慨深げに呟く。

「なにか温かい飲み物でも入れてきますね」

　夫人は優しげに微笑むとレースのカーテンだけ引いて、お茶の用意に消えた。

　セラヴィンさんに望まれて、天にも昇るくらい嬉しかった。だけど直後、セラヴィンさんの身分を知り、彼の想いを受け入れる重みに震えた。それでも、私に彼を諦める選択肢はなかった。私はセラヴィンさんの手を取りながら固く誓ったのだ。

「よき妻、よき王妃となれるよう、私はそのためのあらゆる努力を厭わない」

　かつての誓いを改めて口にする。

　そこへの一歩を踏み出すため、私には越えなければならない壁がある。

　今こそ、私は母という大きな壁に向き合わなければならない。決断の時は近い。




「飲み物をこちらに置くわね。それでねリリア様、これが昨夕届いていたようなの。王宮中が落ち着かない状況で、どうやら到着の報告が滞ってしまったみたい」

　お盆を手に部屋に戻ったゴードン伯爵夫人は、吸い口に入ったお茶を寝台脇のナイトテーブルに置いた後、お盆の上からさらになにかを取り上げた。

　差し出されたのは、一通の封筒だった。

「手紙ですか？　どなたから……、えっ!?　これ、スコット子爵夫人からです！」

　受け取って、後ろに書かれた送り主の名前を見た私は驚きの声をあげた。

　これまでにないくらい、返事の戻りが早かった。

　届いたのが昨日の夕方……。往復の配達時間を差し引けば、スコット子爵夫人は手紙を受け取ったその日の内に返事をしたためて、すぐに送ってくださったに違いなかった。

「開封するわね」

「お願いします」

　ゴードン伯爵夫人が私に代わり、ペーパーナイフで封を切る。

「私は奥にいるわ」

　夫人は開封した封筒を再び私に手渡すと、私が止めるよりも先に奥へと場所を移してしまった。申し訳なく感じつつも、その心遣いがありがたかった。

　私は逸る心を抑え、封筒から便箋を取り出した。

　――カサッ。

　折り畳まれた便箋を広げ、びっしりと綴られた文字を追う。この日の文字は筆圧が弱く、いつもより少し乱れていた。きっと急いでしたためてくれたからだろうと思った。

　時節の挨拶のすぐ後には、私が先の手紙で相談した内容に対する返事が書かれていた。

【――よく、話してくださいましたね。リリア様のお気持ちが、痛いくらいに伝わりました。なにより、これまでのリリア様がどんなに頑張ってこられたかも……。

　遺言というのはとても重い。それがお父様の口から聞かされた最期の言葉ならなおのことと思います。

　だけどリリア様、私はリリア様よりも年長で、天に召される時も近いからなんとなく分かることもある。語られたその一片だけが、お父様の想いのすべてではないのですよ。

　だって心の内を言葉で語るには、想いというのはあまりにも膨大だわ。だから、死に瀕ひんしたお父様から伝えられた遺言もまた、お父様の心のほんの一部分にすぎません】

　……そうなのだろうか。お母様の助けになることがお父さんの最期にして唯一の望みだと、私はずっと思っていた。だけどそれは、お父さんの心の一部分だった？

　逸る心のまま、手紙の続きに目線を走らせた。

【リリア様がずっと頑張ってきたこと、お父様はきっと天国から見ていますよ。そして、これまでありがとう、これからは自分の幸福のために生きなさいって、リリア様の背中を押してくれるはずです。だってお父様は、リリア様の幸福を確かに願っていたじゃありませんか。

　リリア様、なにに縛られることもありません。心のまま、自らの幸福のために生きればよいのですよ。お母様との関係に正解はないけれど、そうすると自ずと答えも出るのではないでしょうか】

　スコット子爵夫人からお母様に対して明確な答えはなかったけれど、夫人の一言一句は胸にじんわりと沁みていく。

　幾度となく繰り返された夢の中で、いつもお父さんは苦しげに歪んだ顔をしていた。至らない私に対して苦渋を感じているのだろうと、目覚めはいつも申し訳ない思いになった。

　だけど今、そっとつむった瞼の裏に思い浮かぶのは、優しいお父さんの微笑み。それが、私の選んだ道を肯定し応援してくれているような気がする。長年の胸のしこりが溶けていき、心の中の暗雲がスーッと晴れていくようだった。

　私はとても満たされた思いで、一行分の空白を置いて始まる手紙の続きを追った。

【私の想いもまたいっぱいありすぎて、この手紙だけでうまく伝えきれる気がしないのだけど、最後にこれだけは言っておかなくちゃ。

　いつまでも、あなたの幸福を見守っています。来月の婚姻式を先取る形にはなるけれど、セラヴィン様と末永くお幸せに――】

　すべて読み終えた後も、私はしばらく手紙から視線を外すことができなかった。

　なんとなく、手紙の結びがいつもとは違っていた。まるで、今伝えておかなければならないとでもいうような雰囲気だ。だけど今回は、私が相談した内容が内容なだけに、夫人の結びの文面も付随して重くなっているのだろう。

　そうして幾度目かに文面を辿っていた時、ふと、夫人のその後の体調についてなにも書かれていないことに気づいた。

　もうすっかりいいのかな？　大事にならなくてよかった。

　私はそう解釈し、長く握っていた便箋を丁寧に畳んで封筒にしまい、ナイトテーブルに置いた。

　――コンッ、コンッ。

　部屋の扉が叩かれたのは、まさにそんなタイミング。

「具合はどうだ？」

　扉から顔を覗かせたのはセラヴィンさんで、なぜかその腕には見慣れない総レースの布地がかかっていた。

「もう、すっかりいいんです。元気なのに、私が寝台から起き上がろうとすると皆さん目くじらを立てるんです。これって、セラヴィンさんが皆さんに過剰な注意喚起をしているからだと思うんですよね」

　私はわざと唇を尖とがらせて、セラヴィンさんへの不満を口にした。

「はははっ！　なるほど、リリアは俺に食ってかかれるくらい回復したとみえる」

　セラヴィンさんは白い歯を見せて破顔した。

　私は先の一件で、セーラとセラヴィンさんが同一人物だという衝撃的な事実を知った。もちろん理解はしたけれど心は混乱して、いまだにこの事実をうまく消化できていなかった。

　だけど今、間近に見るセラヴィンさんの笑顔からは、確かにセーラを感じる。

　私は目を細め、眩しい思いでセラヴィンさんと、そしてセラヴィンさん越しに浮かぶセーラの微笑みを見つめていた。

　セラヴィンさんは微笑みを崩さぬまま枕辺に歩み寄ると、大きな手で私の頭を撫でた。

「だが、休息は一番の特効薬だ。大切なお前に万が一があってはいかん。御殿医の見立て通り、明日いっぱいは安静にしていてくれ。これを譲る気はないからな」

　私の髪を梳すきながら、セラヴィンさんは柔和に続けた。だけど優しい口調と表情に反し、まっすぐに私を見つめる目は怖いくらい真剣だった。どんなに私を心配してくれていたのかが痛いほどに伝わる。

「……はい。今日明日はゆっくりさせていただきます」

　その心を知ってしまえば、静かに頷く以外の選択肢はなかった。

　セラヴィンさんは私の答えにスッと目を細くして、髪を梳いていた手を止める。そうして指先で髪をひと房取り上げると、そっと唇を寄せた。

　神経など通らないはずの髪への口づけは、確かに私の胸を熱くする。ドキドキと胸が騒ぎ、そわそわと落ち着かない心地がした。

「ところで、そのレース編みはどうしたんですか？」

　私は内心の落ち着かなさをごまかすように、セラヴィンさんが腕に抱えるレースに話題を向けた。彼が部屋に入ってきた時からずっと気になっていた物でもある。

　ところが私が振ったこの話題に、セラヴィンさんはなぜか表情を曇らせた。

「セラヴィンさん？」

「体調が本調子でない今のお前に告げるべきかずいぶんと迷った」

　セラヴィンさんはこんなふうに切り出した。

「だが、体調いかんにかかわらず、告げるべきだと思った。……リリアが祖母と慕うスコット子爵夫人のことだ」

　先ほどまでの高揚とは別のところから胸が騒ぐ。私はうるさく打ちつける心臓を右手で押さえ、静かに彼の続く言葉に耳を傾けた。

「昨日の深夜、スコット子爵夫人が息を引き取った。このレースは、一報の早馬が報告と共に携えてきた。スコット子爵からの言付けで、これは生前の夫人がずっと編み続けていた物で、お前への結婚祝いだそうだ」

　やり場のない悲しみが熱い雫になって結ばれて、まなじりからホロリ、ホロリと頬を伝う。しかし私に驚きはなかった。

　乱れた文字、尋ねたのに書かれなかった体調、前倒しで告げられた婚姻の祝福……。そして、このレースの存在にも心当たりがあった。

　ひとつひとつは、どれも小さな違和感。だけどすべてが合わされば、違和感は大きな疑念となって私に警鐘を鳴らしていた。

「夫人はスコット子爵より五つ上の姉さん女房だった。今回、風邪から肺炎に発展したのが死因にはなったが、俺たちと最後に顔を合わせた頃を境に急激に体力が衰えていたそうだ。夫人は最期に自身の口で、自分は大往生だったと語ったらしい。家族とリリアの幸福を願いながら穏やかに逝ったそうだ」

　決して、見て見ぬ振りを選んだわけではなかった。ただ、私はその可能性を信じたくなかったのだ。

「……セラヴィンさん、実は私には心の片隅で予感がありました」

　私は手を伸ばしナイトテーブルから手紙を取り上げると、セラヴィンさんに差し出した。

「これは……！」

　手紙を受け取ったセラヴィンさんは、スコット子爵夫人の名前を認めるや、目を見開いた。

「スコット子爵夫人からの最期の言葉です。よかったら……」

　セラヴィンさんは重く頷くと、丁寧に封筒から便箋を取り出して素早く目を走らせた。

　読み終えた彼は、あらゆる感情が入り混じる目をしていた。

「この手紙が届いたのは、昨日の夕方だそうです。病床のスコット子爵夫人が綴ってくださいました。これが本当に最期の贈り物です」

「素晴らしい宝物をもらったな」

　セラヴィンさんは丁寧に折り畳むと、私の手にそっと宝物を握らせた。

「はい、本当に……」

　これまで私は、幾度となくスコット子爵夫人から心尽くしの贈り物をもらってきた。それらはいつも、その時々の私がもっとも必要としている物だった。そして最期の最期に、夫人はこんなに素敵な宝物を私に遺して逝ってしまった……。

「もう、私はなにをもらわなくたっていいんです。もう一度、スコット子爵夫人に会いたい。ひと目会って、お礼を伝えたいです」

　叶わぬことと知りつつも、心に巣食う思いを口にせずにはいられなかった。

「すみません……、馬鹿なことを言って」

「リリア、俺はそうは思わん」

　セラヴィンさんは私の言葉を優しく否定してみせた。そうしてゆっくりと続ける。

「なぁリリア、命あるものにはいつか終わりが訪れる。だが、その終わりは決して悲しむばかりではない。思う心がある限り、リリアの心の中にはいつまでもスコット子爵夫人が鮮やかな存在感で生きている」

　語られる一言一句が、じんわりと心の中に沁み渡る。

　私は以前にも思った。

　……きっと、セラヴィンさんは魔法使い。そして私は、セラヴィンさんがかける優しさの魔法に包まれる。

「スコット子爵夫人を思う心がある限り、リリアはいつだってまた彼女に会える」

　セラヴィンさんの声に誘われるように、そっと瞼を閉じてみる。そうすれば、スコット子爵夫人の微笑みが鮮やかに浮かび上がった。

　私はスコット子爵夫人に心からの感謝を告げた。

　ふんわりと私の頭上にレースがかけられた感触がした。実際にレースをかけてくれたのはセラヴィンさんの手だ。

　だけど私はつむった瞼の裏側で、眩い微笑みを浮かべたスコット子爵夫人の手でレースをかけてもらっていた。

「セラヴィンさん、嫁ぐ花嫁の風習をご存知ですか？」

　ゆっくりと瞼を開き、レース越しに問いかける。

「祖母の手で編まれたレースのベールを付けて花嫁が嫁ぐ。子孫繁栄の願いを込めた風習だな」

　今ではもう実際に行われることも稀な古い風習だ。だけど幼い日に同居する祖母に聞かされて私は心を躍らせた。祖母の編んだベールを付けて花嫁になる未来を想像し、胸を膨らませたのだ。

「はい……。祖母は死に、私にレースを編んでくれる人はいなくなりました。だけどこうして新しい縁が結ばれて、スコット子爵夫人を祖母と慕い、心を通わせることができました。幼い日に心を弾ませたベールの夢まで叶えてもらって……。なにより夫人からあふれるほどの優しさをいただきました。私は本当に果報者です」

「ならば、今度はお前がそれを次代に繋いでいけばいい。そこには必ずしも血縁は必要ではない。なによりリリアは俺と婚姻を結べば一国の母となる。これまでに叶えた夢、得た優しさ、今度はお前がそれらを授ける側になればいい。リリアならできる」

　私は今、セラヴィンさんの言葉をまるで負担とは感じなかった。

「またひとつ、未来に新しい目標ができました。だけどセラヴィンさん、私がそれをするにはあなたの支えは必須ですよ？」

　わざと悪戯めかして告げれば、セラヴィンさんは鷹揚に頷いた。

「言ったろう？　いつだって俺が隣で支えると。だからなにも心配せず、リリアは己の思うままあればいい」

　慈愛のこもるブルーグリーンの瞳が私を見つめていた。その瞳が私に力を与えてくれる。

　私には恐れることなどなにもない。そして恐れる者もない。ただ唯一、私は私の心に正直にあればいい。

「……セラヴィンさん、王宮の地下にお母様が拘束されていますよね？」

　ひと息の間を置いて問いかける。

「なぜそれを!?」

　セラヴィンさんはとても驚いた様子だった。

「さっき言ったじゃありませんか。私はもうすっかり元気だって」

　だけど、それも当然のことだ。だって私は昨日、意識のない振りをしていたのだから。

「昨日、医務室に運ばれて小一時間もしたら目が覚めて、意識もはっきりしていたんです」

　いや正確には、私は室内の喧騒で目覚めた。だけど私は意識のない振りをするしかできなかった。

　お母様の異常さに圧倒され、体が硬直した。意識はあるのに瞼も指先も、わずかにだって動かなかったのだ。

「ならば、知っているんだな？」

　お母様が服毒自殺を図ったこと。直前で阻止したけれど、ごく微量が経口摂取されて一時錯乱状態に陥ったこと。そして運び込まれた医務室で、お母様が理性なきままに叫んだ一言一句……。

「はい、すべて知っています」

　セラヴィンさんは苦痛に顔を歪めた。そして痛ましいものを見るような、気遣わしげな目で私を見つめた。

　……あの時、お母様は正気でなかった。でも、だからこそあれは偽らざるお母様の声だ。

　細くボロボロになって、だけどギリギリの均衡でなんとか繋がっていると思ったお母様との親子の絆。私はそれが幻想で、お母様との絆などとうに断たれていたことを悟った。

「セラヴィンさん、ありがとうございました」

　唐突に告げた礼に、セラヴィンさんは困惑を前面にした。

「それは、なんに対しての礼だ？」

「お母様に言ってくださいましたよね。『其方がリリアをいらないと言うのなら、俺がもらう。其方がリリアの命を奪おうとするならば、俺が守ってみせる。其方がリリアの不幸を願うなら、なんとしたって俺が幸せにしてみせる』……私、嬉しかったなぁ」

　お母様は聞く耳など持たず、さながら阿あ修しゅ羅らのような様相でセラヴィンさんを口汚く罵っていた。だけどお母様の罵詈雑言が響き渡る医務室で、青ざめる面々をよそに私はひとり幸福に震えていたのだ。

「お前の意識があると知っていたら、俺はなんとしたってあのままマルグリットを医務室に置いてはおかなかった。浅慮だったあの時の自分を悔やんでも悔やみきれん……」

　セラヴィンさんが腰を屈めて私に覆い被さったかと思ったら、頭上からポタリ、ポタリと水滴が降ってきた。頬に落ちる濡れた感触がなんなのか、一瞬、理解が追いつかなかった。だけどすぐに透明な雫の正体が知れる。

　それはセラヴィンさんが私を思い、私のために流してくれた涙……。触れた部分から、まるで自分という存在が清らかに塗り替えられていくかのような錯覚がした。

「以前と状況は変わりましたが、保留にしていたお母様への処遇が私の中で固まりました。私はお母様に対し、ニルベルグ王国の法に則った適正な処罰を望みます」

「それでいいんだな」

　もう迷いはなかった。

「はい。本当は、マクレガン侯爵家に嫁ぐために家を出た時にもう、お母様との別れは済ませていたんです。この上、私の人生とお母様の人生が交わることはありません」

「……そうか。その決断に俺は心から敬意を表する」

　負の感情の威力というのは大きく、真っ黒な渦となって私が落ちてくるのを手ぐすね引いて待っている。心が弱った時は、立ち向かうよりも呑まれる方が簡単で、わずかにでも気を緩めれば容易に呑み込まれてしまう。

　だけど私は両足を踏ん張って前を向く。お母様と同じ側には落ちるまい。

　私は政変の痛手から今まさに復興途中のニルベルグ王国に暮らし、すぐ間近で寝る間も惜しんで復興の指揮を執るセラヴィンさんを見てきた。そんな彼が私をこの場所にとどめ置く。

「敬意だなんて買い被りです。私にはいつだってセラヴィンさんが指標であり、目標なんですから」

　セラヴィンさんはつらい過去をバネにはしても、恨みに囚われることはない。いつだって前を向き、ニルベルグ王国のよりよい未来に思いを馳せる。

　怒りや憤りに囚われては、道を見誤る。それらの感情はなにも生み出さない。これは、セラヴィンさんの背中が教えてくれた。

「馬鹿なことを……。いつだってお前の存在が俺を正しい道へと誘う道しるべだ。そしてお前と歩むその道は、いつだって喜びに満ちている」

「セラヴィンさん……」

　今はまだ、その背中を目印に進む。だけどいつか、その背中に追いついて隣に並ぶのだ。










王の隣で見る景色




　リリアの寝室から政務室に戻れば、スコット子爵夫人の葬儀に列席する使者の手配や一連の事件の後処理、迫る婚姻式の調整など、やるべきことは山積みだった。

　ちなみに、事件に関して言えば、主犯であるマルグリットが毒の影響で意識混濁となっており、いまだ本人からの証言はなにひとつ取れていない。もっとも、証拠は既に十分すぎるほど上がっており、今さら本人の証言に重きを置くわけでもない。なにより、意識がはっきりしていたところで、マルグリットからすんなりと証言が引き出せるとは誰も思っていなかった。

　しかし、俺には尋ねてみたい思いがあった。

　――コンコン。

「御殿医による解毒が功を奏したぞ。マルグリットの意識は正常に戻ったそうだ」

　ルーカスからの報告は、まさにそんなタイミングで寄越された。

「そうか」

「おい!?　まさかお前が直接行くのか!?　正気でも、あの女が今さらなにか吐くとも思えんぞ」

　政務机を立った俺に、ルーカスが声をあげた。

「……処刑後では聞きようもないからな。生きているのなら、もしかすれば聞けるかもしれん」

　マルグリットがリリアを殺したいほど憎んでいることは事実。だが、そこまで憎むに至った理由が俺にはどうしても分からなかったのだ。




　向かった地下で、マルグリットは石畳の独房に膝を抱えて座っていた。

　俺の足音に気づいたらしく、緩慢な動きで顔を上げる。そうして俺を視界に捉えると、不遜な笑みを浮かべた。

「これは若き国王陛下、こんなところまでいったい何用でしょう？」

「其方に尋ねてみたかった。なぜ、そうもリリアを厭う？」

「…………」

　マルグリットは笑みの形に唇を引き結んだまま、口を開こうとはしなかった。

「俺はかつて、一度其方と会っている。静養で滞在した湖沼地帯のガラス工房で、『どうかこの子と仲良くしてやってね』と、リリアに手を引かれて出向いた俺に其方は笑って言った」

　マルグリットは食い入るように俺を見つめ、そしてハッと気づいたように目をみはる。

「……あなた、もしかしてセーラ？　あの子が友人になったと連れてきた、あのセーラなの!?」

「かつて、そう呼ばれていたこともある」

「なんてこと……」

「俺の記憶には、確かに我が子を慈む其方の姿がある。だからずっと疑問だった。なぜこうもリリアを厭うに至った？」

　再びの問いかけに、マルグリットは顔を歪めた。

「慈む……？　馬鹿言わないでちょうだい。……私が慈しむべき我が子は、とっくにあの人と共に天国にいるわ」

「それはどういう意味だ？」

「言葉通りよ。……あの人はね、とても子煩悩な人だった。私の妊娠が分かった時は、それはもう驚くくらいの喜びようだったのよ。私はあの人を喜ばせてあげられたことが嬉しかった。あの人との絆をいっそう強くしてくれるお腹の子も、ものすごく愛しかったわ」

　マルグリットが、ポツリ、ポリツと遠い記憶を紐解くように語り出す。

「あの日は小用で、街にひとりで出ていたの。産み月にはまだひと月もあったし、工房は注文が重なって目の回るような忙しさだったから、家族の同行は断った。だけど用事を済ませた帰り道で、突然の痛みが襲った」

　淡々と語るマルグリットは、能面のような無表情だった。感情めいたもののいっさいが窺えない彼女を前に、不気味な薄ら寒さを覚えていた。

「通行人の手で老婆が営む産院に運ばれたけれど、生まれた我が子は息をしていなかった。朦朧とした意識の中で、老婆が産後の処置を施しながら『もう子供は望めないだろう』と低く呟いたのが、妙に鮮明に耳に届いた。衝立一枚を挟んだ隣では別の妊婦のお産が進んでいたから、老婆は私に必要な処置だけ施すと、すぐにそちらに向かったわ。隣から、聞きたくもない別の妊婦のお産の進捗を否応なしに突きつけられながら、私はボロボロの心と体を抱きしめて泣いていた」

　とても、嫌な予感がした。

　俺はこれまで、苦しい戦局を幾度もくぐり抜けてきた。しかし、これから聞かされる内容は、それらよりもっと重く苦しい現実を俺に突きつけてくるのだろうと思った。

「いくらもしないうちに、隣から元気な産声があがった。だけど、老婆は焦った様子で母親の方に声をかけていた。私は死力を振りしぼり、這いずるようにして衝立の向こうを覗いたわ。……身なりで、すぐに知れたわ。母親は痩せぎすで薄汚い、場末の娼婦。そうして生まれた赤ん坊は、誰からも望まれない子だった。老婆は母親に必死で呼びかけていたけれど、やがて口を閉ざし、処置の手も止めた。狭い産院には赤ん坊の泣き声だけが響いていたわ」

　マルグリットはここで、いったん言葉を途切れさせた。

「それから、其方はどうしたのだ？」

　続きを尋ねながら、バクバクとうるさいくらいの鼓動が鼓膜で反響していた。

「実家から持って出たなけなしの私財を老婆に握らせたわ。そうして娼婦とその赤ん坊は、共に死んだことになった」

「なんという罪深いことを……」

「罪深い？　おかしなことを言うのね。私は行き場のない赤ん坊を金で買っただけ。誰も傷つけてなんかいない。知らせを受けて駆けつけたあの人は、赤ん坊を見て涙を流して喜び、出産という大仕事を無事になしおおせた私を労ってくれた。そこには思い描いていた通りの幸せしかなかった。だから、墓場まで持っていく秘密を負ったことにも後悔なんて微み塵じんもなかったわ」

　マルグリットは俺に向かい、淡々と語る。その目には、確かに俺が映っていた。しかしマルグリットは俺を見てはいない。今この瞬間、自分だけの世界に浸っているのだろう。もしかするとその世界には、我が子すら存在せず、愛したリリアの父と自分のふたりだけが住まうのかもしれない。

「なのに、あの人はいなくなって、あの子だけが残った。……ねぇ、どうして？　そんなのって、おかしいでしょう？」

　少女のように純真な目で、マルグリットは悲しげに眉を寄せて問う。あまりにも身勝手なその問いに、俺はわななく拳を握りしめ、軋むくらいに奥歯を噛みしめた。

　……これ以上、マルグリットの言葉に耳を傾けることに意味はない。

「もういい」

　ところがマルグリットは、俺の制止など届かぬ様子で言葉を続ける。

「さらに現実はとても残酷。あの人との思い出だけで生かしてはくれないのよ。だって人は、日々食べていかなければならないのだもの。あれ以上実家を頼ることはできなくて、仕方なく再婚を決めたわ。戻るところなんてないから、なんとしても二番目の主人と良好な夫婦関係を築こうと思った。前評判の悪い男だったけど、会ってみたら存外に優しくて驚いた。それに私のことを美しいって、手放しで褒めそやしてくれた。悪い気なんてしなかった。私が若々しく身綺麗にしていると彼は喜んだから、私は肌も髪も手入れにはこれまで以上に気を遣ったわ」

　ルーカスは、御殿医らの解毒が功を奏しマルグリットは『正気』だと言った。しかし目の前のマルグリットは、とうに正気とは程遠いところにあると感じた。

「でもね、再婚してすぐの頃、夫が私に向かって若作りも本物の若さには勝てないって言い放った。馬鹿らしいって思った。だけど同時に、どうしようもなく悲しかった。夫の心が私にないことより、またしてもあれが奪っていくのが許せなかった。その後成長したあの子は、私の気も知らないで『お義父様が体を触ろうとしてくる』だなんて訴えてきたのよ。怒りに我を忘れるってこのことなのね。あの子を打っていた手が扇子の端で切れて擦り傷になっていたことに後になって気づいた」

　暮らしを共にする中で、リリアが背中に古傷を負っていることは察していた。原因について無理に聞き出すつもりはなく、口を閉ざしていたが……。

「まさか、リリアの背に傷を負わせたのは其方なのか!?」

「泥棒猫を躾けるのは当然でしょう？　もうね、さっさと夫のいいようにされてしまえばいいと思ったわ。なのに、あれは小賢しく知恵を絞って夫を遠ざけて、あげく私が整えた結婚話も踏み倒す始末。さらにはニルベルグ王国の若き国王に見初められて王妃ですって？　……そんなこと、許せるわけがないじゃない」

　握り込んだ拳に爪が食い込んで痛みが走る。しかしリリアを思えば、手よりももっと心が痛んだ。

「私ね、あれがなにかを食べているところが大嫌いだった。だってそれらは、私の犠牲で得たものだもの。それからね、あれが段々と女に変わっていくのも嫌で嫌でたまらなかった。私の若さも美貌もあれに吸い取られてしまっているような気がした。……こんなことなら、さっさと殺しておくんだったわ。わざわざ娼婦の真似事までして見つけた王宮勤めは使えない薄野呂で。苦労して手にした金をはたいて雇った侍女も役立たず。ね？　もっと早くに殺しておけば、私がこうも苦労する必要はなかったでしょう？」

　マルグリットは心底残念そうに言い、肩を落としてみせた。

「マルグリット、其方の苦労はもう終わる」

　俺の言葉に、マルグリットが緩慢に顔を上げる。

「人生が終われば、苦労することもなくなる。其方は一週間後、処刑台に立つ」

「……そう。私はやっと、あの人の元へ行けるのね」

　場違いなほど穏やかな笑みを浮かべたマルグリットは、まなじりからホロホロと涙をこぼした。その姿はあまりにも歪だった。

　込み上げる怒りの渦を理性を寄せ集めて抑え込む。それを真正面からぶつけたところで、彼女には響かないと分かったからだ。

　俺はマルグリットに背中を向けると、そのまま地ち下か牢ろうを後にした。

　マルグリットはこれ以降、取調官の聴取にも口を閉ざし、いっさい語ることはなかった。それは一週間後の処刑の瞬間まで、一貫していた。




＊＊＊




　ここは婚姻式の会場となる大広間の隣に設えられた控えの間だ。

　私はここで、入場の時を待っていた。

「……いかん、なにやら緊張してきたな」

「あなたが緊張してどうするんですか!?　今日の主役はリリア様と陛下ですよ！　しっかりしてくださいな！」

「うーむ。まさか儂が花嫁の父になる日が来ようとは思ってもみなかったからなぁ」

「あら、私はかわいい娘を持つ希望を捨ててはいませんでしたよ！　おかげでほら、こんなにかわいいリリア様を娘に迎えられたんですから！」

　ゴードン伯爵夫妻の軽妙なかけ合いに笑みが浮かぶ。私のお妃教育ではマナーの講師も請け負った貴婦人の中の貴婦人、そんな夫人も気の置けない夫の前ではずいぶんと自然体だ。

　私は今日、セラヴィンさんに嫁ぐ。同時に、私はこの国の王妃になる。

　視界に柔らかな影を落とすベールをそっと撫でれば、触れた部分からスコット子爵夫人とゴードン伯爵夫人のぬくもりを感じた。

　スコット子爵夫人の手で作られたこのレースのベールは、義母であるゴードン伯爵夫人の手でかけてもらった。ふたりは本当の血縁ではないけれど、私の心の中で、ふたりは確かにお祖母ちゃんであり、お母さんだ。

「おふくろ、親父、会話が表まで筒抜けだ」

　正装に身を包んだルーカスさんが、控えの間を覗き込んで声を潜めた。

「あらま！」

「す、すまん」

　ルーカスさんはヤレヤレと肩をすくめ、ふたりからそっと私に視線を向けた。

　私とルーカスさんの目線が絡むと、その目は優しげにスッと細められた。

「リリア嬢、あんたはこれまで多くの苦労をしてきてる。王妃となることで、今後も苦労はあるだろう。だが、これからは苦しい時、思い悩む時、夫のセラヴィンや俺たち家族をいくらだって頼れ。あんたの未来には、きっと苦労以上に喜びの多い人生が待っている。リリア嬢、いや、義妹よ、幸せになれ」

　目頭がジンと熱を持つ。飾らない義兄からの祝福に胸が詰まった。

「ルーカスさん……いえ、お義兄さん、ありがとうございます」

　ルーカスさんは柔らかな笑みで頷いた。

「それじゃリリア嬢、親父、司祭とセラヴィンが待っている。登場してくれ」

　告げられた入場の指示に、私は滲む涙を拭ってスッと前を向く。

「では、参りましょう」

　ゴードン伯爵が、先ほどの言葉など嘘のように隙のないスマートな所作で私に腕を差し出した。

「はい」

　私は差し出された腕を取った。

「リリア様、自信を持って」

　背中に夫人の励ましを受けてゴードン伯爵のエスコートで大広間に踏み出せば、盛大な拍手喝采が響き渡った。そうして大広間の中央まで歩みを進めたところで、私はゴードン伯爵の腕に添えていた手をそっと解く。

「リリア」

　代わりに差し出されたセラヴィンさんの手を取れば、グッと引き寄せられた。そのぬくもりと力強さに、脈が大きく跳ねた。

　盛大な拍手が降り注ぐ中を、私とセラヴィンさんは司祭様の待つ祭壇に向けてゆっくりと歩き出す。

「俺の妻は女神より美しい」

　熱い吐息と共に耳元で囁かれ、頬にカッと朱がのぼる。

　だけど明らかに、私には過ぎた賛辞だ。

「それはずいぶんと贔ひい屓き目めで見ていますよ」

　参列客らの目に不自然に映らぬよう私が繋いだ腕を軽く引いて訴えれば、セラヴィンさんはとろけるような笑みで、さらに私をとろかすような台詞を続けた。

「そんなことはない。リリアを妻にできて、俺は世界一の幸せ者だ」

　甘い台詞は否応なしに私の体温を上げる。だけど胸にはほんの少し負けん気も浮かぶ。

「それはどうでしょう？　だって、世界一の幸せ者は私だと自負していますからね」

　セラヴィンさんは驚いたように目をみはり、すぐに弾けるように笑った。

「はははっ！　一番の幸せ者の座を譲る気はないのだが、なかなかどうして！　リリアには敵わんな！」

　体が宙に浮き上がるみたいにふわふわした。愛しい人の微笑みには、心をいっぱいの幸せで満たす魔法みたいな力がある。

　彼の眩い笑みを見上げ、ゆっくりと口を開く。

「セラヴィンさん、誰もが己を世界一の幸せ者だと胸を張れる、そんな国って素敵だと思いませんか？」

　私は今、あふれるほどの幸せの中にいる。だけど自分だけ幸福を享受して、それで終わりにはしたくない。そんな思いの断片を、私はセラヴィンさんのブルーグリーンの瞳に向かって告げた。

「それが理想と言えるだろう」

　唐突な言葉にもかかわらず、セラヴィンさんは真摯に頷いて答えた。

「ならばその理想を、私はどこまでも追い求めようと思います。ニルベルグ王国に住まう全員が幸せと胸を張れるように、私はそのためのあらゆる努力を厭いません」

　語ったのは、私の決意。

　セラヴィンさんはかつて王妃という重責に怯える私に『微笑んで俺の隣にいてくれれば、最低限王妃としての体裁が整う』と、そう言った。当時、この言葉に私がわずかばかりの救いを見出したことは事実だ。

　だけど今、その言葉は私にとって救いではない。妻として、そして王妃として、私はセラヴィンさんに甘えるだけではいたくない。

「セラヴィンさんの懐に守られているのは安心で、心地好くて……。なによりその選択は、私にとって一番簡単なんです。だけどそれでは本当の意味でセラヴィンさんの隣には並べません」

　私が望むのは、自分の足でセラヴィンさんの隣を歩むこと。夫婦だから、当然その重荷を共に支え、分け合うこともあるだろう。ならば私は、より重い責を負うセラヴィンさんの重荷こそ引き受けたい！

「この婚姻式が終わったら、委譲の可能な政務を一部、私に引き継いでいただけませんか？　復興支援や各地の慰問、視察といった部分から手伝いができたらと思っています」

　生前のスコット子爵夫人は私を見守ってくれていた。そうして私に労りの言葉をかけて優しく手を握ってくれた。それらは私にとって、どんなにか励みになっただろう。

　その実体験から、私も継続的に現地に出向き『この地を見ています』『この地を応援しています』と復興に邁まい進しんする人々に伝えていきたいと考えていた。

「王妃であるリリアが慰問や視察に出向けば、多くの民が励まされるだろう。復興の一番の励みになる」

　セラヴィンさんは眩しいものでも見るようにブルーグリーンの双眸を細くした。

「お前の存在は俺だけでなく、この国をも明るく照らす、まるで光のようだな。リリア、俺たちでニルベルグ王国をどこよりも幸せにあふれた国にしよう。リリアとならきっとできる。そして世界一の幸せ者の座は、国民皆で競い合おう」

「はい」

　壮大な理想は、私とセラヴィンが二人三脚で挑む一生涯の課題となった。私たちは互いを瞳に映し、同じ決意を確かめ合った。

　ふたり、ゆっくりと前に向き直る。

　実際に私たちの視界に映るのは、赤い絨じゅう毯たんの先に続く祭壇。だけど確かにこの瞬間、私とセラヴィンさんは同じ未来を見つめていた。

　いっそう大きくなる歓声と拍手を後ろに聞きながら、私はセラヴィンさんに手を取られ、祭壇が設えられた一段高いひな壇に上がる。

『リリア、どうか幸せに』

　注ぐ祝福の中に、ふとお父さんの声を聞いた気がした。

　お父さん、私はこれからセラヴィンさんと共に、この国の人々の幸せのために人生を捧げます。もちろん私自身も、セラヴィンさんと共に幸せを築きます。

　それから、私にはお母さんを幸せにしてあげることは難しかった。だからお母さんのことは、天国でお父さんが幸せにしてあげてね……。

　天国のお父さんに向かって心の中で告げた。

『ありがとう、リリア』

　私の胸に笑みの残像を残し、お父さんが消える。それっきり、もうお父さんの声は聞こえなかった。

　私は凛と前を向き、足を進める。不思議なことに、踏み出す足がずいぶんと軽くなっているような気がした。

　祭壇の前へとセラヴィンさんが先に一歩進み出る。私もセラヴィンさんに続き、同じ歩幅で踏み出した。

　ピンと背筋を伸ばし、セラヴィンさんの隣に並んで大広間を埋め尽くす列席客を望む。

　……あぁ。これが、セラヴィンさんの隣から見る景色――。

　セラヴィンさんの隣に並んで見る景色は、これまでとは違っていた。圧しかかる責任と緊張に足が震えそうになるのを意思の力で堪えた。

　だけど心の震えは止められなかった。胸に木霊する歓喜が心を熱く揺さぶる。

　こうして多くの祝福が降り注ぐ中で、私は正式にリリア・ニルベルグの名前を授かり、セラヴィンさんの妻に、そしてニルベルグ王国の王妃となった。










エピローグ




　セラヴィンさんの妻になり、ニルベルグ王国の王妃となって、季節がいくつか巡った。王妃としての日常は目まぐるしく、毎日が駆け足に過ぎていく。

「ここまででいいわ」

「はい、王妃様。おやすみなさいませ」

　私は追従する侍女を寝室の扉の前で下がらせると、自らの手でドアハンドルを引いた。

　――キィィイイイ。

　セラヴィンさんと共に公務に励む、忙しくも充実した今に、私は幸福を感じている。とはいえ、こうして一日の終わりに夫婦の寝室に足を踏み入れた時はホッと肩の力が抜ける。

　セラヴィンさんと過ごす夫婦の寝室の先は、改築をして扉一枚隔てた向こうの間に子供部屋が続く。そんな家族だけの空間は、王宮内にあってまさに気の置けない我が家といってよかった。

　でも、さすがにもう子供たちは眠っているわね。

　――バタンッ。

「お母様おかえりなさい！」

　私が子供部屋に続く扉に顔を向けるのと、五歳になる長女が飛び出してくるのは同時だった。

「あらアシェリー、まだ起きていたの」

　パタパタと駆け寄ってくる長女のアシェリーを抱き上げる。

「ねぇお母様、これってどうしたの!?　すごく綺麗！　私がもらっちゃだめ？」

　アシェリーは私に向かって矢継ぎ早に言いながら握り拳を差し出した。

　小さな指がゆっくりと開かれて中から現れたブルーグリーンに、懐かしさや愛しさやあらゆる感情が浮かび上がる。

　かつてのペンダントと同じ意匠で小物入れを誂あつらえて中にしまい、文机に大事に保管していた。実に数年ぶりに目にしたそれは、セラヴィンさんと、そして今まさにくりくりとした目で私を見上げるアシェリーの瞳によく似ていた。

　目の前でキラキラと輝く三つのブルーグリーンの眩さに、私は目を細めた。

「そう、アシェリーはこれを見つけたのね。……だけどそうね、私がこれについて説明する前に、まずは聞かせてくれる？　どうしてお母様の文机にあったはずのこれを、あなたが持っているの？」

「ち、違うの！　勝手に開けたのはシシリィよ！　シシリィがお母様の文机を空けてぐちゃぐちゃにしちゃったの。これもシシリィが放って、中から出ちゃったの。私は元通りに整えようとして……でも、これがあんまり綺麗で。……勝手に取っちゃってごめんなさい」

　アシェリーは尻すぼみに言いながら、しょんぼりと俯いた。

　シシリィは悪戯盛りの三歳で、目が離せない。アシェリーはそんな妹の後片付けをしようとしてくれたようだった。

「そうだったの、アシェリーは片付けようとしてくれたのね。ありがとう」

　私は肩を落としたアシェリーをそっと抱きしめて、感謝を伝えてその額に口づけた。アシェリーはホッとしたように微笑んだ。

「このトンボ玉はね、あなたの亡くなったお祖父様が作ってくれた物なの。……そうね。これがすべての始まりで、これのおかげでお母様はお父様と出会って、あなたとも出会えたわ」

　キョトンとして私を見上げるアシェリーは、私がした抽象的な物言いが分かっていないようだった。

「要するに、お母様にとってとても大切な物ってことね。だけどアシェリー、これからはあなたの物よ。大切にしてくれたら嬉しいわ」

「ありがとうお母様！　私、大切にするわ！」

　セラヴィンさんによく似た艶やかな黒髪をサラリと撫でて言えば、アシェリーはそれはそれは嬉しそうに笑い、小さな手にキュッとトンボ玉を握りしめた。

「さぁアシェリー、もうおやすみなさい」

「はいお母様！」

　アシェリーは太陽みたいな笑みを残し、トンボ玉を握りしめて子供部屋に戻っていく。私は愛しい我が子が扉に消えるのを見送った。

「リリア」

　後ろから声をかけられてハッとして振り返ると、いつの間にかセラヴィンさんがすぐ側に立っていた。

「セラヴィンさん、おかえりなさい」

「ただいまリリア。なにか考えごとかい？」

　私が大好きなブルーグリーンの瞳を見つめて微笑めば、セラヴィンさんが大きな手で優しく頬を包み込む。

「幸せだなぁって、心から実感していたんです。……セラヴィンさん、私、セラヴィンさんに会えてよかった。それから、こんなにもかわいいアシェリーやシシリィにまで会えて」

　クイッと上を向かされて、彼の微笑みが滲むくらいに近づく。反射的に瞼を閉じれば、唇に柔らかな感触が落ちる。

「俺も同じだ。お前との出会いから俺はずっと幸福の中にいる。リリア、お前に会えてよかった」

　ゆっくりと瞼を開くと、故郷と同じ色の瞳が私を見つめていた。このブルーグリーンが繋いでくれた新たな縁は、脈々と次代へ引き継がれていくのだろう。

「今度、皆で故郷の湖沼地帯に行ってみませんか？」

「それはいいな。人々の手で街は見事な復興を果たし、再び保養地として活気づいている。夏に家族で行こう」

「はい」

　始まりの地、ブルーグリーンの故郷を子供たちが駆け回る。そんな幸福な光景を思い描けば、熱く胸が詰まった。
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明けなき蜜月の夜




　――婚姻式を終えた夜。

　真白い絹のネグリジェに身を包んだ私の鼓動は、早鐘のように速い。セラヴィンさんの訪れを、こんなに落ち着かない思いで待つのは初めてだった。

　だけど、それも道理だろう。私は今日で、彼とのままごとのような関係を卒業するのだ。そうしてセラヴィンさんと、本当の夫婦になる！

　キュッと拳を握りしめ、温めてきた決意を胸に刻んだ。

　けれど決意とは裏腹に、毎夜セラヴィンさんと共に温めている大きな寝台を直視できず、逃げるように窓に向かった。

　そっと胸に手を当てて、窓越しに空を仰ぐ。満天の星が、まるで私とセラヴィンさんの婚姻を祝福してくれているかのようで、しばらくの間、きらめく星々に見入っていた。

「リリア」

　突然、耳元で低く名前を呼ばれ、ふわりと肩を抱き寄せられた。

「セラヴィンさん……！」

　どうやら、私はセラヴィンさんのノックを聞き逃してしまったようだった。ハッとして見上げれば、柔らかなブルーグリーンの双眸とぶつかった。愛おしげに細められたその瞳に、頬に熱が集まってくるのを感じた。

「ここにいたのか。一瞬、姿が見えなくて心配した」

　月明かりの下で見る精悍な彼の姿に、ドクンと鼓動が跳ねる。否が応にも、意識はこれから臨む初夜に向かい、かつて感じたことがないくらい早足に胸が鳴った。

「すみません、私、全然気づかなくて」

　部屋の奥の窓は、扉からだとちょうど死角に入る。私はこれまで毎晩寝台でセラヴィンさんの訪れを待っていたから、平らな寝台を目にしてセラヴィンさんはさぞ不安に思ったことだろう。

「なに、そんなことはかまわんが……リリア？　今日は婚姻式で疲れてしまったかな」

　セラヴィンさんは緊張にこわばる私の頬をサラリと撫で、優しく額に口づけた。

　なにも知らないまっさらだった頃、私はこの口づけひとつで有頂天になれた。だけど今はこの甘やかな口づけに、もっと続きがあることを知っている。

「いえ。皆さんからあんなに熱い祝福を受けてセラヴィンさんと夫婦になることができて、疲れなんて飛んでいってしまいました」

「そうか」

　私の答えにセラヴィンさんは柔らかに笑み、スッと窓へと目線を向けた。

　私はお妃教育が進む中で、赤ん坊はコウノトリが運んでくるのではないと知った。知りながら昨日まで、ままごとのような関係に甘んじることを選んだ。

　セラヴィンさんもなにも言わなかった。けれど、彼は私が無知のままではないと分かっていたのではないだろうか。

　分かっていながら、彼は私に甘やかな関係の継続を許してくれていたのではないか、そう思えた。

「空を見ていたのか？」

「はい。今日は星がとても綺麗だったので」

　口にしながら私は内心で、星々よりセラヴィンさんの瞳の方がもっと綺麗だと感じていた。

　これから臨む行為は、きっと大好きなブルーグリーンの瞳を今よりもっと近い距離から見られるだろう。そして大好きな彼の香りを、大好きなそのぬくもりを、これまでにない近さで感じられるのだろう。

　想像すれば、胸が高鳴った。

　夫婦だけに許された、親密で特別な行為。行為そのものへの期待や好奇より、もっともっとセラヴィンさんへの愛が深まるだろうというその一点が私の心を熱くした。

　騒がしい胸を落ち着かせようと、視線をセラヴィンさんから窓に戻す。ホウッと息を吐き出せば、窓越しの星々が一瞬白く霞みがかり、やがてまたキラキラと光り出す。

　輝く星は人の手には掴めないけれど、愛し愛される幸福は幾千光年先の輝きに勝るとも劣らない眩さでもって既にこの手の中にある。

　胸の中、あふれるほどの愛が、苦しいくらいに疼くのを感じた。

「なるほど。今日は空気が澄んでいるから星が綺麗だな。まるで星々が俺たちの婚姻を祝福してくれているかのようだ」

　耳から入った彼の台詞は、じんわりと沁み入るように優しく全身に巡る。セラヴィンさんと隣り合って並び、同じ空を見上げ、同じ感想を抱くこの瞬間の至福。

　あふれるほどの幸福に胸が詰まり、涙が出そうになった。

「セラヴィンさん、私、大好きなあなたに愛されて、ずっと幸せを感じていました。だけど、どこか満たされない不思議な違和感も覚えていたんです。同じ寝台で眠り、同じ朝を迎えても、その感覚が消えることはありませんでした。それで、この切ない思いを埋めるにはどうしたらいいのだろうと考えていました」

「答えは出たかい？」

　セラヴィンさんは私の告白を聞き、少しだけ驚いたように目をみはり、次いでとろけるように優しく細めて問いかけた。

「はい。今夜、あなたの腕の中で、きっとこの違和感は払拭される。あなたの愛で満たされて、私は新しい私になれる、そんな気がします。……セラヴィンさん、愛しています。どうか私を、あなたの本当の奥様にしてください」

　セラヴィンさんへの愛が膨らむ。

　この愛は、どこまで膨らんでいくのだろう。きっと愛は際限がなく、どこまでだって膨らんでいくのだろう。

「……いけない子だ。そんなふうに男を煽あおると後悔するぞ」

　セラヴィンさんの低い声が、甘美な響きで鼓膜と心を震わせる。頬に当てられた温かい手のひらの感触にも、ぞくりとした高揚を覚えた。

　だけど、その声より手のひらのぬくもりより、けぶるようなブルーグリーンの双対が私を内側から熱くした。

　これまでも折に触れて目にしてきた、けぶるようなブルーグリーン……。不思議に思いながらも、私が問うより先に彼が気まずそうにその瞳を瞼の後ろに隠してしまうから、言及したことは一度もなかった。

　それが今、聞かずともその瞳の意味に気づく。彼はずっと私に欲情していたのだ。

　意識して湧き上がってきたのは、圧倒的な歓喜だった。

「後悔なんてあり得ません。私もセラヴィンさんと愛――っ、んんっ！」

　私の言葉は、セラヴィンさんの熱い口づけにさらわれて最後まで続かなかった。

　間近に見る彼の瞳は、隠しきれない色情をたたえている。その瞳に映る私も、彼と同じ目をしていた。

　これまでも幾度となく唇を合わせてきたけれど、今日の口づけはこれまでとは違っていた。表層だけを触れ合わせる、柔らかなそれとは違い、互いの吐息まで呑み込むような熱く激しい口づけ。息つく間もない濃密な触れ合いは、否応なしに心と体の深いところを刺激する。

「赤く色づくかわいらしいこの唇も、温かな血が通う無む垢くな肌も、艶やかな髪のひと房まで今夜はお前の全部をもらう。お前は俺のものだ」

　吐息混じりのセラヴィンさんの囁きに、官能の火が灯る。歯列を割り、口内に入り込んだ舌が、柔らかな内頬をなぞる。初めて知る艶めかしい感触に驚くが、嫌悪感はまるでなかった。

　ギュッと目をつむり逞しい肩にすがれば、セラヴィンさんがクツリと笑んだのが気配で分かった。

　奥で縮こまる舌を誘うようにツンツンとつつかれて、おずおずと舌を伸ばすと、絡め取るように扱しごかれて唾液ごとジュッと吸い上げられる。

「んっ！」

　ぞくぞくして、体が一気に熱を持った。淫いん靡びで背徳的で、まるで麻薬のようにもっとその先が欲しくなる。

　脳髄からとけていくような愉悦に酔い、心のままに彼に応えた。彼は幾度も角度を変えながら、噛みつくみたいに激しく隅々までを味わう。

　ピチャリピチャリと湿った水音が耳を犯す。長い口づけに目眩を覚え、わずかに体がふらつくが、セラヴィンさんが危なげなく支えてくれた。

「大丈夫か？」

　長い口づけが解かれ、セラヴィンさんが吐息のかかる距離で労るように問う。

　私はハフハフと荒い息をつきながら『大丈夫』と口にしかけたが、実際に声が音を結ぶことはなかった。薄く開いた視界に飛び込んだ彼の姿に言葉を失くす。

　朱色を濃くしテラテラと濡れた唇は艶めかしく、情欲に濡れた瞳と相まって、ひどく煽せん情じょう的てきだった。一気に体温が上がり、先の口づけよりもっとクラクラした。

　出ない声の代わりになんとか首を縦に振ることで答え、彼の視線から逃げるように俯いて目線を落とした。その動きで、下ろしていた頭髪がサラリと両肩に流れ、真白いうなじが露わになる。

「あっ……」

　うなじに落とされた温かく湿った感触にビクンと体が跳ねる。そのままセラヴィンさんはうなじから首筋を辿り、鎖骨へと口づけの位置を下げていく。

　彼が触れたところが熱かった。そうしてその熱は血脈にのって全身に巡り、体中を熱くしていく。私は息を詰め、彼に与えられるぞくぞくとした熱を逃がすのに必死だった。

　セラヴィンさんは最後に、襟が大きく開いたネグリジェから覗く胸元にしっとりと唇を寄せ、離れていった。

　それにホッと安堵に息をついたのも束の間、私は突然の浮遊感に襲われて、咄嗟にセラヴィンさんの首に腕を回してすがった。

「きゃっ！」

　気づいた時には背中と膝裏にセラヴィンさんの手があてがわれ、軽々と横抱きにされていた。

　パチパチと目を瞬いて見つめれば、奇跡の体現かと見紛う美貌が間近にあった。しかも、ただ近いというだけじゃない。

　私は今、いつも見上げている彼と目線の高さを同じにしていた。息が止まりそうなくらいドキドキする。

「……なんだか、セラヴィンさんにのぼせちゃいそう」

　無意識のまま心の声がこぼれていた。耳にしたセラヴィンさんは、とろけるように微笑んだ。その笑みは甘やかで優しげなのに、どこか蠱こ惑わく的てきにも感じられ、体の奥、深いところにじんわりとした熱が灯った。

　ふいに耳じ殻かくに彼の吐息がかかる。それを追うように彼の唇がしっとりと耳じ朶だを食はむ。

「男冥利に尽きる言葉だ。だがリリア、こんなのは序の口だ。今夜は俺がもっとお前を熱くして、もっと俺で酔わせてやる」

　耳朶を震わせながら囁かれ、目がくらんだ。同時に体の奥、深いところで燻っていた熱が燃え立つ。全身が一瞬でカッカと火ほ照てった。

「……はい、セラヴィンさん。今夜は、あなたで私をいっぱいにして」

「お前は本当に……」

　求める心のまま私がキュッと肩に抱きつけば、セラヴィンさんが苦い顔で何事か呟く。

「え？」

「……いや。愛しい奥さん、今夜は存分にお前の期待に応えよう。さぁリリア、ふたりだけの婚姻の夜の始まりだ」

　私とセラヴィンさん、ふたりだけの婚姻の夜。果たしてそれは、どれほど心震わせる甘美な夜になるのだろう……。

　彼は壮絶な色香を漂わせて笑み、まるで重さを感じさせない足取りで私を寝台に運んだ。

　宝物を扱うみたいな丁寧さでそっと仰向けに降ろされて、キシリと寝台が沈む。顔の横に彼がトンッと手を突いて、私に重さをかけないように覆い被さる。

　鼓動が、胸を突き破ってしまいそうな激しさで鳴っていた。彼と、彼が醸す濃密な色香に、酩めい酊ていしたみたいに心と体がふわふわした。

　この段になると、私は思考もままならない状態になっていた。ただ彼への圧倒的な愛おしさが、この瞬間のすべてを支配していた。

　大きな手が頬を包み込み、彼の美貌がゆっくりと近づく。私を見つめる彼の瞳に熱く燃える炎が見えた。

「リリア……」

　目にした私の中にも狂おしいほどの激情が巡る。この瞬間、私とセラヴィンさんの心はひとつだった。

「セラヴィンさん……、んっ」

　彼の唇がしっとりと重なる。

　そうしてここから、私とセラヴィンさんの夜も重なった。

　幾重にも折り重なるように愛と欲望が交錯した熱く長い、長い夜。引いては寄せる波のように愛の行為に果てはなく、ひとつの波が引けばまた新しい波に呑まれて高みへと打ち上げられる。

　私はこの夜、初めて、優しいばかりではない愛の激しさを知った。荒らぶる彼の愛に溺れ、喜びに震え、引かない愉悦に涙した。

　不思議なことに、より深く心と体を繋げるこの行為を淫みだらとは思わなかった。それどころか、私は透き通るような清らを感じていた。

　寄せる唇が伝えるのは慈しみ。囁く愛は思いやり。胸に収まりきらぬ愛慕を、私たちは触れ合う肌と肌で伝え合った。

　私と彼の境まで曖昧になって、一緒くたになって溶け合う。私はセラヴィンさんの腕の中で、何度だって新しい自分に生まれ変わった。

「無理をさせてしまったな。朝まで少し休むといい」

　未明になって、私は意識を失うようにセラヴィンさんの胸に沈み込んだ。指の一本だって動かせないくらい体は重くだるいのに、心はふわりと宙に浮き上がってしまいそうなくらい軽かった。

「……はい」

　温かな腕に包まれて、重たい瞼をそっと下ろした。目をつむる直前で、満天の空をきらめく星が流れていくのを視界の端に捉える。

　あぁ、流れ星……。

「どうかしたか？」

　流星は、寿命を終えた星が散りゆく最期の姿なのだという。

「……いえ。セラヴィンさん、愛してます。今までもこれからも、あなたが私の光。だけどこれからは、私もあなたを照らす光になりたい」

　空をゆく、あの星のようでありたいと思った。

「おかしなことを言う。俺とて宵闇の中をリリアという光に照らされて、これまでずっと歩んできたんだ。これまでもこれからも、お前が俺の道を照らす光だ。さぁ、おしゃべりはおしまいだ。夜明けまで、今は休息の時。おやすみ、愛しい奥さん」

　瞼に柔らかなキスが降る。そうすれば、つむったはずの瞼の裏側にキラキラとした光の粒子が舞った。その粒子は柔らかなベールとなって、既に限界に達していた私の意識をふわりと包み込んだ。

「はい、おやすみなさい」

　命果てるその瞬間まで、彼を照らし、彼への愛を燃やし尽くそう。そう思ったのが最後。意識が優しい夜に溶け込み、私とセラヴィンさんの長い婚姻の夜は、幕を閉じた。
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　夫婦の寝室は濃密な情交の余韻を残し、淫靡な空気に満たされていた。

　……ずいぶんと無理をさせてしまったな。

　窓の外は東の空が薄っすらと白み始めていた。情事に疲れ今は意識を失うように眠る愛しい妻の髪を、労るようにサラリと撫でる。

　リリアを前にすれば欲望に果てはなく、俺は飢えた獣のようにその柔らかな肢体に溺れた。

　真っ白な肌は驚くほどにきめ細やかで、絹よりも滑らかだった。いまだ幼さを残す細い体は、蕾つぼみのような初々しさと大人の女の色気の両方を醸し、ある種独特な妖艶さがあった。

　俺の腕の中で、リリアは初めて知る愛の激しさに震えながらも段々と蕾を綻ばせ、やがて大輪に花開いた。

　艶やかに咲き誇る彼女は美しく、俺は彼女への情火に身を焦がした。俺自身、自分がこれほどの激情を抱いていたことに驚きを覚えたほどだった。

　荒らぶる想いの丈は大きく、幾度同じ高みへ駆けのぼっても渇望は潰ついえない。しかし飽くなき欲望と同じだけの大きさで、彼女への透き通るような純情も覚えていた。

　慈しみたい。柔らかに抱きしめて、甘やかで優しい愛で包み込みたい。そんな清らかな慈愛もまた、彼女に対する俺の真実だった。

　意識をなくす直前、彼女は俺に『あなたを照らす光になりたい』と言った。彼女の言葉に、熱い思いが胸に込み上げた。

　ここに至るまでの道のりは、決して平坦ではなかった。険しく困難な道程に、何度心くじけそうになったか知れない。

　そのたびに俺を支えたのは、リリアという名の希望の光だ。暗闇の中、幾度となく彼女が俺の行く先を照らしてくれた。

　そしてこれからも、彼女が俺を照らす光。同時に彼女は、我が国を柔らかに照らす光となるだろう。

　かつて俺は、彼女に『仮に王妃の資質がなくとも、微笑んで俺の隣にいてくれれば、最低限王妃としての体裁が整う。あとは俺が王と王妃ふたつの責を担い、リリアを王妃として隣に立たせる』と、こう口にしたことがある。

　しかし今は、確信している。リリアという存在が、俺を王たらしめるのだと。リリアが隣にあればこそ、俺は王として立てるのだ。

「……リリア、永久の愛をお前に誓う。愛している」

　健やかな寝息を立てて眠るリリアの額に、触れるだけのキスをする。リリアがふわりと笑んだように見えた。

「んっ……セラヴィンさん」

　夢うつつのまま、彼女が舌ったらずに俺の名を呼ぶ。そうして俺の素肌の胸に、甘えるようにスリッと頬を寄せる。

　彼女の無意識の痴態が、俺の性感を刺激する。抑え込んでいた欲望が頭をもたげ、柔らかな彼女の肢体を欲しがって疼いた。リリアへの飽くなき欲望に苦笑をこぼしながら理性でそれに蓋をして、彼女を抱く腕にキュッと力を込めた。

　彼女の安息の眠りを、何なん人ぴとにも邪魔などさせない。たとえそれが、俺自身であろうとも。

　しかし、そんな俺の思いとは裏腹に、現実問題、心身の高ぶりは隠しようがなく、とてもではないが眠りは訪れそうになかった。

　甘やかな責め苦に翻弄されて、俺の長い夜はまだ明けない。彼女のぬくもりを懐に抱きしめて、まんじりともせず新しい朝の始まりを待った。




　ついに東の地平線から朝日が顔を覗かせて、東の空を朝焼けに染めていく。

　それを見るともなしに眺めながら、俺は真綿で首を締められるように狂おしくて甘美な夜の終わりを嬉しいとは思わなかった。彼女のぬくもりを手放すことの方が飽くなき欲望に身を焼く夜よりもなお苦しいのだと、身をもって知らされた。

「……もう、朝？」

　差し込む朝日の眩しさにリリアが瞼を震わせて、ゆっくりと目を開く。

　俺の思いいかんにかかわらず、昇る朝日は容赦なく夜の淫靡な空気を払拭し、清廉なそれへと変えてしまう。長かった俺の夜は終わったのだ。

「ああ、おはよう奥さん。夫婦となって迎える初めての朝だ。きっと今日は眩しいほどの晴天になるぞ」

「っ、おはようございます！　……だ、旦那様？」

　俺の声でリリアが弾かれたように目を見開いたかと思えば、すぐに頬を真っ赤に染めて、伏し目がちになって輝く瞳を隠してしまう。そうして目いっぱいの溜めの後、潤んだ瞳で上目遣いに俺を見て「旦那様」と呼びかけた。

　その瞬間、愛しい想いが奔流のようにほとばしり、止めることは不可能だった。

「きゃっ！　……んっ!?　ぁ、あぁっ……」

　リリアをかき抱くと、桜色に色づく唇を奪う。吐息も反論もすべて俺の口内に絡め取る。

　幾度も角度を変えながら、口づけは深く貪るような激しさになっていく。それに伴って、リリアの瞳が困惑からとろりとした色香を滲ませたそれへと変わる。

　彼女もまた俺を求めていた。そのことが俺を燃え立つように熱くした。

　もつれ合うように、ふたり寝台に横たわる。そのまま華奢な彼女をつぶさぬよう、壊さぬよう、ガラス細工を扱うより丁寧にトンッと敷布に縫い留めた。

　真白いシーツよりなお白いリリアの肢体が、差し込む朝日を受けて輝く。もぎたての果実のように瑞々しく、甘い芳香すら漂ってきそうだった。

　……あぁ、そうか。夜が明けても俺たちの情愛に明けなどないのだ。

　そう確信を得た瞬間、ブワリと膨らむ情欲が微かに残る理性を焼く。匂い立つような彼女の色香に酔わされて、俺は欲望のままの獣に変わる。

「リリア、綺麗だ……。そしてこの柔らかな肌はとても甘そうだ」

　衝き動かされるままに、鎖骨の上のくぼみの辺りに唇を寄せた。チュッと唇で吸い上げて、ピチャリと舌を這わせる。熱い血潮が巡る柔らかな肌は、俺の舌に甘露のように甘い。

　触れ合わせた唇を通して、頸けい動どう脈みゃくのトクン、トクンとした脈動を感じた。速いリズムのそれがなんとも愛しく、脈打つそこをきつめに吸えば真白い肌に朱色が散る。

　白と赤の艶めかしい対比にゾクリと高揚した。

「んっ！」

　リリアが刺激に小さく跳ねて、クイッと顎を突き出すように仰け反る。獣と化した俺に、差し出された真白い喉元は供物のように思えた。

　噛みつくように柔肌を唇で吸い、舌で舐め、甘く歯を立てて味わう。

「セラヴィンさ……ぁ、んんっ！」

　本能の求めるまま、俺とリリアは再びの愛の行為に溺れた。

　俺は昨夜、月明かりに照らされた彼女を美しいと思った。けれど今、朝日の下で俺が与える快感に熱く応え乱れる彼女は、ゾクゾクするくらい艶美だった。

　熱く激しく、ふたりの愛が燃える。身も心も焼き尽くす激情の業火は、世界をあまねく照らす太陽に勝るとも劣らない熱量で燃え盛る。

　東の空から昇った太陽が一番高いところを通り過ぎ、西に傾き始めた時分、ついに倒れるようにリリアが俺の胸に沈む。

　奪われぬよう、傷つかぬよう、大切な宝をすっぽりと懐に抱きしめる。重なり合った胸では、ふたりの鼓動が同じリズムを刻んでいた。

　それを肌で聞きながら、俺は欠けていた半身を得たような、不思議な充足感に満たされていた。性愛とはまた違う興奮と歓喜に、熱いものが胸に込み上げる。

　その時、西にずいぶんと位置を低くした太陽が室内に差し込んで、オレンジ色に俺たちを照らした。

　あぁ、夕日が沈む。

　黄たそ昏がれという言葉は、盛りを過ぎ、衰えたことを比喩的に示すことが多い。けれど今、俺が黄昏の空を仰ぎ見て感じたのは、一般的に抱くイメージとは真逆の〝始まり〟だった。

　あらゆる物事には必ず終しゅう焉えんの時がくる。もちろん、人間も同じだ。しかし、その終わりがあるからこそ新しい明日がやって来る。

　ここからまた宵の静寂がゆっくりと世界を包み、宵闇が去ればまた新しい始まりの朝が来る。

　俺にとって、リリアとの出会いがすべての始まりだった。けれど俺はここからまた彼女と共に、何度だって新しい始まりを迎えるだろう。

　こうして愛を重ねていれば、いつかリリアとの間に新しい命を授かることもあるかもしれない。俺とリリアの上で、そしてその子ら孫らの上で、空は幾度だって色を変え、始まりと終わりを繰り返してゆくのだろう。

　悠久の空の下で、ひとつの愛が脈々と繋がって時代を紡ぐ。壮大すぎるロマン。しかし、それこそがひとつの真理なのだと思えた。

　満たされた心で、愛しいリリアの鼓動とスゥスゥという健やかな寝息を聞く。そうしていれば、いつしか俺も彼女の後を追うように優しい眠りの世界へと旅立っていた。
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　セラヴィンさんと夫婦になって、半年が経つ。

「ふぁあぁぁああ～」

　一日の政務を終えて夫婦の居室に戻ると、いの一番に特大の欠伸あくびがこぼれた。

　私が王妃として立つにあたり、なによりも心配していたのは社交全般だ。国内外の賓客の応接や煌びやかな社交場での振る舞いに、不安は尽きなかった。

　ところが、いざ王妃として立ってみれば、それらの心配はまるっきりの杞き憂ゆうに終わっていた。ゴードン伯爵夫人から受けたお妃教育にいっさいの隙はなく、どのシチュエーションも彼女と実地で学んだ場面を再現したかのようだった。

　実地訓練で行った通りに振る舞えば、いつしか私の王妃としての資質が国内外から褒めそやされていて心底驚いたものだ。けれどセラヴィンさんは『当然のことだ』と涼しい顔で頷くだけだった。

　ならば、私の王妃としての務めは順調で、なにも問題がないかといえば……。

「ふ、ふっ……ふぁあぁあ～」

　夫婦生活には、婚姻前の私が思いもよらなかった問題を抱えていた。

　まさか夫婦になると夜の時間に眠れなくなるだなんて知らなかった。だって、昼間のお務め以上に夜のお勤めがこんなにも激しい肉体労働だなんて、教本は教えてくれなかったのだから。そう、今となっては夜な夜なのマッサージでの筋肉痛なんて、いっそかわいく思えるほどだ。

　それにしても、王妃としては合格点でも、自分がまさか奥様として落第点だとは予想もしていないかった。セラヴィンさんと肌を重ねて何度目かの高みにのぼると、白んだ東の空を横目に見ながら、いまだ情欲が色濃いままの目をした彼を残して私はいつも沈むように眠ってしまう。

　もう半年、こんなふうに同じ夜が続いていた。

「……だめね。旦那様と一緒にお勤めが最後まで熟しきれないなんて」

　だけど、ここで疑問がひとつ。世の中の夫婦はいつ眠っているのかしら？　まさか、夫婦になると人間は眠らないのかしら。だとすると……。

「こんなに眠気を感じるなんて、私はどこかおかしいのかもしれないわ」

「なんだと!?　リリア、どこがおかしい？　いや、とにかく、すぐに御殿医を呼ぶ！」

「え？」

　ポツリと漏らした呟きにセラヴィンさんの声が返ってきたことに驚いて振り向く。どうやら私は考えごとに没頭するあまり、彼の入室に気づけなかったようだ。

　やだ、出迎えもしないで悪いことをしちゃった。

　振り返った視界にセラヴィンさんを捉える。

　え？　なぜか彼の顔面は蒼そう白はくだった。

　けれど私が口を開くよりも早く、彼は私が止める間もなく夫婦の居室を飛び出して、医務室へと駆けていってしまった。




　わずか数分後、セラヴィンさんが息せききって戻ってきた。彼の後ろには、ガタガタと膝を震わせ、ゼィゼィと死にそうな息を吐く御殿医の姿があった。

「すぐにリリアを診てくれ！　具合がおかしいようなのだ、まさか生死に関わる重篤な病ではあるまいな!?」

　鬼気迫る様子と生死などという大仰な物言いに驚き、私はすっかり固まってしまった。ただし、何度目を瞬いても、私の目には自分より御殿医の方がよほどに死にそうに見える。

　そうこうしているうちに、息を落ち着かせた御殿医がカルテとペンを手に私に向き直って問診を開始した。

「してリリア様、その眠気というのはずっとでございますか？」

「ええ。けれど、ここのところはいつも以上に眠くって。だめですね、王妃がこんなことでは。気を引きしめ直して、しゃんとしなければいけませんね」

「……月のものは、いかがでございますか？」

「あら？　そういえば……あら？」

　メモを取りながら問診をしていた御殿医がペンを止める。

「陛下、診察の間、少々席を外していただけませぬか」

　あれよあれよという間に衝立の奥にセラヴィンさんが追いやられ、あれよあれよと診察が進み――。

「おめでとうございます」

「え？」

　キョトンと見返す私に、診察を終えた御殿医は柔らかな目で頷いた。そうしてスックと立ち上がると、衝立の向こう側で待つセラヴィンさんを招き入れ直角に腰を折る。

「王妃様、ご懐妊でございます」

　すぐには理解が追いつかなかった。

　私のお腹に、セラヴィンさんの子が……？

　無意識に手が腹部に伸びた。そっと手のひらをあてがえば、体が宙に浮き上がるような不思議な喜びが湧き上がった。

　その時、比喩でなく体がふわりと浮き上がる。気づけば、私は横抱きで彼の胸に抱かれていた。

「ありがとう……、ありがとうリリア！」

　耳元でセラヴィンさんの低い囁きを聞く。

「……セラヴィンさん、私があなたの子を？」

　歓喜の渦が、熱いほとばしりとなってまなじりからあふれ出る。

「ふたりの子だ。リリア、これからは体を一番に考えて、お腹の子を守っていこう。なに、俺がリリアも腹の子も一緒に守ってやる！　そうしてふたりで慈しんでその子を育てていこう」

「はい、セラヴィンさん……っ」

　ふたりの愛が私の中で新しい命となって実を結んだ。

　ホロホロと頬を伝う幸せの涙は止まらない。そのすべてをセラヴィンさんは唇で丁寧にすくい取る。

　優しいぬくもりがじんわりと沁みる幸福の夕べを、私はセラヴィンさんとふたり、抱き合って噛みしめた。

　あふれる愛と喜びにいつまでも涙は尽きないけれど、我が子の誕生に再びの嬉し涙を流す日も、もう間もなくだ――。
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あとがき＆お礼小話




　――おぎゃぁ、おぎゃぁ。

　婚姻から十三年目の春。うららかな陽射しが注ぐ王宮に、元気な産声が響き渡る。

　鼓膜を打つ力強いその声に、痛みも疲れも一瞬で吹き飛んでしまうようだった。アシェリーにシシリィ、そして今、この世に生を受けた三人目の愛しい我が子――。

　何度体験しても、我が子の誕生の喜びというのは、寸分も薄れはしない。

「リリア、よく頑張った！」

　セラヴィンさんは私の頭を撫で、汗濡れの額にキスを落として労った。

　息も絶え絶えの私は、彼の優しいブルーグリーンの瞳に小さく頷くことで答えた。

　処置を終えた御殿医が、「陛下、王妃様、おめでとうございます！」と、涙ながらに、私の胸に赤ん坊を抱かせてくれる。三人目の出産だというのに、アシェリーやシシリィの時以上に興奮した様子の御殿医を、少しばかり怪訝に思った。

　だけど、腕にふわりと柔らかなぬくもりを感じた瞬間にそんな小さな違和感は立ち消えて、我が子への愛しい思いだけで胸がいっぱいになる。

「玉のような男の子だ」

　耳元で低く囁かれ、ハッとして見上げれば、熱い目をしたセラヴィンさんに赤ん坊ごとすっぽりと包まれた。……あぁ！　私に、世継ぎ王子が……！

　シシリィの誕生から、十年の月日が流れていた。声にはせずとも、誰もが直系男子の王位継承を諦めかけていたのだ。

「っ、……セラヴィンさん、私を王子の母にしてくれて、ありがとうございます」

　口から自然と感謝がこぼれていた。

「男女の別はどちらでもいい。なにより、お前が無事でいてくれてよかった。元気な子を産んでくれてありがとう」

　まなじりから頬に、万感の思いが詰まった熱い雫が伝う。珠を結んだそれを唇で拭いながらセラヴィンさんが口にしたのもまた、私への感謝だった。

　これは優しい奇跡が折り重なる、ニルベルグ王国の王子誕生の日のお話――。




　これにて大団円。皆さま、最後までお読みいただきありがとうございました。




友とも野の紅こう子こ
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